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プロローグ






　私は手にした剣で野太い茨いばらを切り払い、城内へと続く最後の扉を押し開いた。

　額を伝う汗を拭い、今一度柄つかを握り直す。気を抜いてはいけない。何人もの勇者が、この呪われた城に挑み命を散らしてきたのだ。

　ううむ。まさに古城、といったところだな。

　ひび割れた壁や床からも、あの恐ろしい茨が顔を覗のぞかせている。破れた絨じゆう毯たんや肖像画の数々。照明具にはうずたかく埃ほこりが積もり、どのドアも蝶ちよう番つがいが外れていた。

　国王陛下のお言葉によれば、かの呪われし姫君は北の塔で永遠の眠りについておられるはず。姫君をお救いし、祖国へお連れする事こそ我が使命。承うけたまわりし〈茨〉の二つ名にかけても、やり遂げなくては騎士の名折れ。

　私は奥へ奥へと足を進め──北の塔の最上階へとたどり着いた。

　不思議な事だ。目の前にある扉には傷一つなく、まるで昨日付け替えたばかりと見み紛まがうばかりだ。留とめ金も輝き、使われた木材も朽くちていない。

　これほどの魔術に守られているとするなら……ここが目的地で間違いない。

　私の気配を感じ取ったのか、扉がガタガタと揺れ始めた。例えるなら、草むらから野獣が飛び出す直前のような……。全身に、いやが上にも力が入る。

　そしてついに、けたたましい轟ごう音おんと共に扉が開かれた！　私は切っ先を向け、室内に突進を──しようとして、踏みとどまった。

「むっ？」

　果たして現れたのは身の毛もよだつ魔物などではなく、小柄な背丈の人間達たちだった。背の高さは私の腰ほど……幼い子どもと言って差し支えのない身長だ。

「ふぅ、やっと開きましたね」

「立て付けが悪くなってる。修理しないと」

「お姉ちゃんならすぐにできるよぅ」

　声と姿形から判断するに、この三人は娘のようだ。黒髪の真面目そうな娘と、金色の髪をした気の強そうな娘。それに、先の二人よりも頭一つ分は小さな娘。

　なんと。この者達は、まるで昔語りに出てくる小人ではないか。あの先のとがった帽子といい、身につけている衣、木靴などが、私の知っている挿絵そのままだ。

「あら、あなたはどちらの方でしょう──ッ！　ど、どうして、そのような危険な物を私達に向けていらっしゃるのですか！　私はあなたを追及しますっ」

　黒髪の娘が私に気付き、叱責してくる。その横に金髪の娘が並ぶ。

「アンタ……ウチの姫さまになんか変なコトでもしにきたの？」

　ううむ。この二人の威圧感はなんだ。どうにも頭が上がらない。

　私は剣を納め、彼女達に視線を合わせるべく膝を折った。

「ご無礼をお許し願いたい。ここまでの道中で、いささか気が立っておりました。あなた方に危害を加えるつもりはございません。どうか、ご安心下さい」

「悪人面で言っても信じられませんけどね……」

　ふと聞こえてきた心外な評価に視線を走らせる。先ほどの二人とは違う声だ。となれば、金髪の娘の背中に隠れた娘だけだが……いや、あの気弱そうな娘が口にするとは思えない。今にも泣き出してしまいそうではないか。きっと空耳だろう。

　私は気を取り直し、黒髪の娘に名を告げ、それから来訪の目的を話した。

　なるほど、と黒髪の娘は腕を組む。

「そういう事でしたら、私達もご協力します。……もう長い年月、私達はあなたさまのように、姫君の呪いを解いて下さる勇者さまをお待ち申していたのです。──さ、こちらへ」

　すると、金髪の娘が「待った」と立ちふさがった。

「ホーコ。アンタ、もっと相手を疑わないと。もしかしたら、ニセモノかもしれない」

「何をおっしゃるのです、カコ。とても誠実そうなナイトさまではありませんか」

「いや。……顔つきが下品」

「ウタもそう思いますぅ」

「な──お二人とも失礼ですよ！　訂正しなさいッ」

　どうやら、私の側についてくれているのは黒髪の娘だけのようだ。

「アラ、お客さまかしら」

「ショーコさま！」と、三人の娘が声を揃そろえる。

　部屋の奥から現れた女性は、ショーコという名のようだ。褐色の肌に、鮮烈な赤いドレス。しゃなりしゃなりと歩く姿は、どことなく気け怠だるげだ。

「ホーコ、カコ。それにウタ。お客さまの前でケンカしないの。私に恥をかかせるつもり？　イケナイ娘こ達たちね。それから、ようこそ、〈茨いばらの騎士〉。私達はあなたを歓迎するわ」

　項うな垂だれる三人を窘たしなめながら、女性は長キセルに紅唇をつけた。

　このむせぶように濃密な気配……。人間とは確かに違う。

「そなたは魔女だな。どこで私の名前を？」

「大した事じゃないわ。風の声を聞いただけ。それと、私は姫君に呪いをかけた魔女ではないわ。こう見えてもお人ひと好よしで通ってるの。姫君の所に案内しましょう」

　主人の目配せを受け、小人の娘達が扉を閉めた。

「それとナイトくん。柄つかに手をかけるのをやめてもらえない？　切りつけられちゃいそうで怖いんだけど」

　私が非礼を詫わびると、魔女は微笑ほほえんで部屋の奥へと進んで行った。その背中に続く。

　並んだ美術品や、書物が詰まった書棚を通り過ぎ（魔女の部屋というよりも、博学な貴族の家のようだ）、最奥に備え付けられた天蓋付きのベッドの傍かたわらに立つ。

　──思わず、息が止まった。

　閉じられた瞳を飾る細く長いまつげ。形のいい鼻筋に、薄桃色の唇。柔らかな色合いをした茶色の髪が微かすかに上下する胸元にまで伸び、組まれた指先は大理石のような滑らかさ。

　純白のドレスと黄金のティアラを身につけた姫君は、おどろおどろしい古城に幽閉されているとは到底思えない気品を持って、お眠りになっていた。

「こちらが、コトハ姫よ」

「コトハ姫……」

「アラ、見とれるのはまだ早いわよ？　隣を見てみなさい」

　麗人に言われ、姫君の隣に視線を向ける。

　そこには──ああ、これも魔術のなせる業なのか？

「姫君が……もう一人？」

　まったく同じ顔。姿、ドレス。違うのは髪の色だけという、もう一人の姫君が隣のベッドにお休みになっていた。

「……魔女殿。いったいどういう事なのか、説明願いたい」

「ショーコさんと呼びなさい。説明も何も、ご覧の通り。お姫さまは二人いるのよ。二人いたからこそ、本来なら命を落とすほどの呪いでさえも、二分割する事ができたの。うり二つ。同じ血と肉、同じ星の下に産まれた双子だからこそ、ね」

　そうして、自嘲気味に付け足す。

「逆に言えば、私ですらそれが限度だった。永遠の眠りにする事がね。この呪いをかけた女の魔力──妄もう執しゆうと呼ぶべきかしら──は、尋常ではないわ」

　私は、寄り添うように眠りについた姫君二人を見比べた。

「されど、ショーコ殿。姫君達たちは生きておられる。頬ほおは色づき、耳を澄ませば吐息が聞こえる程、確かにご存命だ。それは、そなたのお力があっての事。誇られよ」

　目をしばたたかせて、ショーコ殿が殊更ゆっくりとした手つきでキセルを口にした。

「無骨だけど実直な物言いね。フフッ。あなたなら、呪いを解くことができるかも」

「願うべくも無いこと。元より、私はその為ために長き道のりを参ったのだ。どうすればいい？」

「キスしなさい」

　………………………………………………………………。

「キスしなさい」

「に、二度も言わなくても聞こえている！」

　思わず声を詰まらせ、ショーコ殿に詰め寄った。

「何をふざけた事を言われるのか！　やはり、そなたが呪いをかけた魔女なのかッ」

「失礼な事言わないの。それが呪いを解く鍵なのよ。──大丈夫、二人にする必要はないわ。どちらかにキスをすれば、二人とも目覚めるわ。元々一つの呪いを分けただけだもの」

「だからと言って！　眠っている相手に、そのような……その、無粋な真ま似ねができるか！　私は〈茨いばらの騎士〉！　騎士の道に背く事などできぬッ」

　断固拒否すると、落胆するようなため息を吐かれた。

「裏切り者」

「────何だと？」

　魔女の瞳に、私のお世辞にも愛想が良いとは言えない顔が映り込んでいた。

「あなたは、どんな試練も乗り越えると言った。それに、陛下からのご命令──いわば国家の命を受けて、ここまで来た。それなのに、自分のワガママで全すべてを裏切り、反ほ故ごにするのね。──大した騎士道精神よ。感服するわ」

　たじろぐ。やはり、伝説の魔女。言葉の端々に重みを感じる。有無を言わせぬ圧力だ。

「償いの方法はいくらでもあるわ。使命を果たさずして、何が騎士？」

　うぅむ、と立ちすくんでいると、足下に小人の娘達がやってきた。

「どちらの姫とキスされるのです？」

　ホーコが至極真面目に訊たずねてくる。

「どっちとキスするの？」

　ぶっきらぼうにカコが急せかす。

「どっちが好みか言ってくださいよぅ」

　思い悩む私を楽しそうに眺め、ウタがにやつく。

「いや、しかし……こういった事は軽々しく決めるものでは……」

　うろたえる私の耳に、魔女が煙を吹きかける。

「ど・っ・ち・と・キ・ス……したい・の？」

「どちらですか？」

「どっち」

「どっちなんですかぁ？」

　視界が渦潮のように回り始めた。風景も、私の身体さえも回る。言葉は回り、取り囲む。

　どっち？　どっち？　どっち？　どっち？　どっち？　どっち？　どっち？

　ついに私は答えを出せぬまま、暗闇の中に飲まれていった……。






第一章






　……夢でよかった。

　俺は額に浮かんでいた汗を拭った。

「あら、お目覚め？　おはよう、内ない藤とう優ゆう一いち君。今は〈茨いばらの騎士〉って呼んだ方がいいかしら？」

　顔を向けると、そこには魔女──じゃなかった。バイト先の上司、時とき枝えだ章しよう子こさんが優雅に足を組んでいた。今日も、似合いの赤いスーツを着込んでいる。

「ちょっぴりうなされてたわよ。嫌な夢でも見たのかしら。バイト中に居眠りするくらいに図太い神経を持ってるのに、繊細なんだから」

「嫌な夢というか……」

　いやにメルヘンな夢だったというか。

　ともあれ。バイト中に居眠りをするのはいけない事なので、俺は章子さんに詫わびた。

「気持ちは分かるけどね。とってもいい天気だもの。私も眠くなってきちゃった」

　マニキュアが綺き麗れいに塗られた手で口を隠し、章子さんはあくびのジェスチャーをした。

　章子さんの言うとおり、今日はいい天気だ。窓から差し込む陽光は暖かく、正面の高い位置に据えられたステンドグラスの色合いは目にも鮮やかだ。この暖かさは、もしかすると、この場所の立地条件も関係しているのかもしれない。

　──都内にある羽は島しまの複合商業施設、『羽島六本木タワー』。ショッピングはもちろんの事、レストラン、スポーツジム、室内遊園地、ホテル等々……全すべての娯楽を提供できると豪語する、日本屈指の巨大ビル。俺達たちは今、その最上階にいる。

　ただ、その最上階というのが少々特殊な形を取っている。

「でもまさか、教会で居眠りする不信心者がいるなんて思わなかったわ～」

　章しよう子こさんにからかわれて、俺は帽子を目深に被かぶり直した。

　そう。俺達がいるのは、展望台でもレストランの一室でもなく、空中庭園内に新しく建設された教会の中なのだ。さっき教えてもらったコンセプトは、『都内で一番空に近い式場』……なかなかドラマチックなうたい文句だ。

　つい先日まで工事をしていて、もうすぐオープンする予定。ギリギリまで目立った宣伝活動をしていない事も手伝い、かえって各所で話題を呼んでいる、らしい。

「さっきうなされてたのも、神さまが軽くイジワルしたのかもね。『ここは教会だぞー』って」

　クスクス笑いながら、俺をからかう時に見せる妖艶な流し目をくれた。

「優ゆう一いち君には神の祝福も、罪の告白もないのかしら？」

　俺は視線を正面に向けた。キラキラと輝く大きな十字架を眺め、帽子を脱ぐ。神さまがいるにしてもいないにしても、少しくらいはかしこまっていた方がよさそうだ。

　確かに俺には罪がある。大事な人を裏切ってしまったという罪が。しかし、それを神さまに言ったところでどうなるんだろう。神さまを傷つけたワケじゃないのに。大事なのは相手に直接謝罪する事なんじゃないだろうか。こういう風に考えるのが不信心者たる所以ゆえんなのかな。

「心当たりがあるから……眠ってやり過ごそうとしたのかもしれないです」

「アラ、結婚の予定でもあるのかしら？」

「いや、そっちじゃなくて」

　チェシャ猫よろしく目を細める章子さんに返事をしたら、教会入り口の扉が音もなく開かれた。静かな開閉音に、建築直後だけあるな──とどうでもいい感心をしてしまった。

　姿を現したのは二人の女の子だった。二人ともタイプは違うが、一様に黒ずくめな服装をしている。つまり、羽島グループ特務機関、通称〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の制服だ。

「お待たせしました。準備が整いました」

　この長い黒髪の女の子が小こ日ひ向なた蓬ほう子こ。大和撫子なでしこを絵に描いたような品行方正、才色兼備、清廉潔白の美少女だ。学校では俺のクラスの委員長も務めていて、生徒のみならず教師からの信頼も厚い。そして、〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉に所属する超能力者──暗号名コードネーム・〈朧おぼろかぐや〉でもある。

　そんな彼女の隣りにいるのは金色の髪をした（これまた）美少女。ロングコートにつば広の帽子を被かぶった蓬ほう子ことは対照的に、中折れ帽を斜めに被り、上着もネクタイもせずに黒いベストを着用している。ズボンも男性的で、一見タップダンサーのようにも見える。

　しかし……極めて女性的な部分もある。窮屈なのか、ボタンを外したブラウスから覗のぞくハリのある胸元。健康的な鎖骨のやや下にそびえるのは柔らかくも険しい二つの山。その頂いただきは前へと大きく突き出され、彼女が動く度に大山鳴めい動どうの様相を見せる。その動向は見る者全すべて（特に男子）を釘くぎ付づけにして止やまない。

　その悠ゆう里り夏か来こさんは、首から下げたクローバーのペンダントを指でいじった。

「全然大人しくしてくれなかったから、手こずった。あんまり手荒な事はしたくなかったんだけど……」

　彼女も俺と同じ私立清せい納な高校に通っていて、更に〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉にも所属している超能力者でもある。暗号名コードネームは〈獣爪の令嬢ブルート・ブラツド〉。その証拠に、彼女は今、自分の手のひらにうっすらと青い光を宿している。

「だから、ちょっと〈精神動力サイコキネシス〉で押さえつけた」

「やっぱり抵抗したのね～。フフッ、思った通り」

　なるほど。だから、章しよう子こさんはこっちに来たのか。面倒な事態になるのが面倒だから。ズルい人だなぁ。

　すると、蓬子が悠里さんに向き直った。

「ですが、夏来さん。私はあなたを追及します。いくら抵抗されたとは言っても、もっと他に方法があったのではないですか？　あなたの能力ちからは強力なのですから」

　カチンときたのか、悠里さんが反論する。

「だったら、蓬子の能力で止めればよかった」

「私の能力では──」

　話の途中にも拘わらず、蓬子は指を唇に当てた。すると、頭の帽子がふわりと浮き上がり──中からピンク色のウサギのぬいぐるみが現れた。このぬいぐるみはかつて一世を風ふう靡びしたが、流は行やり物の常で、今では製造中止の憂き目にあってしまったキャラクター商品『アームストロングさん』。癒やし系のフォルムと死んだ魚のような目がえらいミスマッチだ。このぬいぐるみを蓬子は大事にしていて、彼女の能力で操っている。

「私の〈念動力テレキネシス〉では抵抗する方を押さえ込む事は困難です。打撃でしたらいくらでも可能ですが……」

　今、サラッと物騒な発言が為なされたぞっ？

「だったら、私に口出ししないで。蓬子は黙って見てればいいの」

「なんですか、その言い方は？　夏来さんはいつもそうです。すぐに突き放すような言い方をして……先日もそうでした。たい焼きを食べる時には、尻尾を最後に食べた方が後味がすっきりすると言ったのに、聞く耳を持って下さらなかったでしょう」

「アタシは甘いのが好きだから、後味とかはいいの」

「何をおっしゃっているのですか！　終わりよければ全すべてよし、という言葉に代表されるように、最後の一口をどう締めくくるかが大事なのです。カスタードが入ってないからと言って、最初に尻尾だけ千切って食べるのは邪道です！」

「アタシは、嫌いな物を最初に食べるって決めてるんだもん！　甘くないのは嫌いっ」

　いや、『もん』って──などと呟つぶやこうものなら鉄拳制裁は目に見えている。よって黙っておいた。

　この二人。つい先日まで、顔を合わせればケンカばかりしていたのだが、実は二人とも仲良くなりたかったのだ。そんな気持ちの裏返しで何かと突っかかったりしていた。要は素直になれない不器用同士だった。

　しかしそれも、互いの本音をぶつけ合って解消された……にも拘わらず、打って変わって今度はしょーもない事ですら口論するぐらいに仲良く（？）なってしまった。

　……まぁ、『ケンカする程仲がいい』ってヤツかな。

　するとそこに、教会の外から聞き慣れた声が聞こえてきた。

「や～だ～っ！　こんな女の子っぽい服なんて着たくない！　脱ぐッ」













　駄だ々だをこねる子どものような口ぶりをしている。そんな子どもをあやしているのは、端から聞いていても、こちらの方が子どもだと瞬時に判断できる舌足らずなアニメ声。

「だめですよぅ。お仕事なんですから、諦めてください」

「やだやだっ！　商店街の写真屋さんでモデルやってた時も、この服だけは断ってたんだから！　商店街の会長さんに頭下げられても断ってたんだからーッ！」

　とりあえず、その商店街にはアイツのファンが多すぎ。いくら商店街の看板娘だって言っても……。

「はい、もう到着しちゃいましたよぅ。──皆さん、お待たせしましたぁ」

　そう言って教会に入ってきたのは、尾お森もり歌うたさん。清せい納な高校一年。〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉所属の超能力者、暗号名コードネーム・〈銃公女ガンネリーナ〉。彼女も悠ゆう里りさんと同じ〈精神動力サイコキネシス〉の使い手だが、性質はやや異なる。

　赤いキャスケット帽と黒い半ズボン姿の彼女は、その小学生のような幼い外見と相まってなんとも無邪気そうに見える。しかし、幼おさな馴な染じみの悠里さん絡みになるとなかなかダークな一面も──おっと、何な故ぜか尾森さんに満面の笑みで舌打ちされたので、これ以上は思わないようにしよう。

「う～……」

　そして入ってきたのは、不機嫌そうなポメラニアン──ではなく、もう一人。

　どんな姿で来るのか分かっていても、目を見張る。俺と同じ心境なのか蓬ほう子こも悠里さんも口をつぐみ、そちらを見つめている。章しよう子こさんは感心した顔で口笛を吹いた。

　そこにいたのは木こ枕まくらコトハ。俺の相棒にして、クラスメイト。そして俺の事を安眠枕と呼ぶ人物だ。

　その姿は〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の黒い制服を着た俺達たち（章子さんは除く）の中では特に目立ち、また神聖さに似た空気を帯びている。

　ウェディング・ドレス。彼女が着ているのは、まさにそれそのものだった。

　純白の薄いベールが癖っ毛を飾り、スタイルのいい身体をシンプルなデザインのドレスが覆おおう。剥むき出だしになった肩はほっそりとしているが、弱々しさは微み塵じんもない。生命力が姿形を持ったとしたら、きっとこうなる──そう直感する程、若々しい肌。

　長いドレスの裾を尾森さんに持たれ、コトハは鼻息も荒く手を腰に当てた。

「ふ……ふんっ！　似合わないなら似合わないって言ってよっ。どうせ、自分でも似合ってないのは分かってるからさ！」

　そう言う声はかすかに震えて、顔は耳まで真っ赤になっている。どうやら相当恥ずかしく、食ってかかる態度を取らないとやってられないらしい。

「似合ってるぞ？」

　つい、うっかりだ。自分でも口にしたと自覚できないくらいにあっさりと、俺はコトハに向かって言っていた。

「────ッ！」

　急に頭から湯気を出して、コトハがツカツカと早歩きでやってきた。そして、俺の顔を思い切りつねり上げる。

「いッ、いきなり、どうしてそんな、ちょっと嬉うれしい──じゃなかった！　嘘うそ言うのッ？　似合わないなら似合わないって言ってよ！　っていうか、似合ってたら困るッ！　こんな乙女チックの集大成みたいな格好……虫むし酸ずが走るよっ」

「ひや……にふぁっへるものふぁ、にふぁっへふ（いや……似合ってるものは似合ってる）」

「にふゃっへないひょ！　にふぁるわけないれひょ！　（似合ってないよ！　似合ってるワケないでしょ！）」

　馬鹿にしてるのか、純粋にテンパってるのか、どっちなんだ？　どっちもか？

　赤面して目を泳がせるコトハは、顔を近づけてくる。ベールが鼻先に当たってくすぐったい。

「こんな格好して喜ぶなんて、そんな物好きにあってみたいよ！　私は決してそんな事を思ったりしないけど、将来の夢は『お嫁さん』とか言っちゃうタイプの人！　結婚指輪はお給料の三ヶ月分で、子どもは三人、家は三階建ての三十年ローンで、ペットは三毛猫──とか言うんだろうね、引くよっ」

　三が多いな……。

「それにしても、随分具体的な内容だな？」

　指摘すると、コトハは「うっ」と言ったきり十秒程停止した。

「私は決してそんな風に考えた事もないけど、そんなヒトモイルンジャナイカナー？」

　後半の棒読み感、凄すごっ。

　急激なロボット化をしたコトハに、瞳を輝かせた蓬ほう子こが近付いてきた。

「コトハさん、とってもよくお似合いです！」

「そ、そんな事ないよ……絶対、蓬子ちゃんの方が似合うだろうし」

「いえ、そのような事はありません。そうです、記念に写真を撮らせて頂けませんか？」

「なんかやだけど、蓬子ちゃんに頼まれたら断れないなぁ──って、夏か来こちゃん？　どうしたの？」

　コトハが驚いた声で悠ゆう里りさんに訊たずねる。

　なんと……悠里さんは目頭に手をやって、肩を震わせて泣いていた。

　え、なんで？

　すると、尾お森もりさんが悠里さんにハンカチを手渡しながら解説を始めた。

「多分、コトハせんぱいがどこか遠くに行ってしまうような気がして、急に寂しくなったんだと思います」

「コトハ、綺き麗れいだから……。きっと幸せに……（ぐすっ）」

　花嫁を送り出すお父さんみたいだ。外見や普段の振る舞いから想像もつかない繊細さに、こっちが度肝を抜かれてしまう。

「大丈夫だよ、夏か来こちゃん！　私、結婚願望なんかないから！　ライスシャワーにもブーケトスにも披露宴でのお色直しにもケーキ入刀にも全く興味ないから！　婚姻届けを役所の何番窓口に持っていけばいいのかも調べた事なんてないよ！」

　ここで、ずっと動向を見守っていた章しよう子こさんがポツリと呟つぶやいた。

「その割には、本屋さんに行くと結婚情報誌のコーナーを何往復もするわよね？　そんなに気になるなら、意地張らないで立ち読みすればいいのに」

「ち、違うよッ。どうしてそんな意地悪な暴露するの？　アレは、その……アレだよ！　結婚願望のある人が情報収集してるのを、上から目線でニヤニヤしたかっただけだよ。そう！　クロスワードパズルの本を読みつつ、高見の見物！」

　いきなり、行きつけの本屋の配置を想像させるような言い訳されてもなぁ……。

「それは……ちょっと性格悪いぞ」

「だよね、私もそう思った！　だから、今のナシ！　新しい理由考えるから、ちょっとタイムっ」

　もう、今考えるって言っちゃったよ。

　そんなグズグズな雰囲気に飽きたようで、章子さんが両手をパンパン叩たたいた。

「はい、そこまで。それじゃ、今日のお仕事についてね。今日のお仕事は──」

「そうだよっ、いきなりなんの説明もなくこんな煌きらびやかなドレスを着せられた私の身にもなってよ！　お腹もキュッてされてるしさっ」

　プンスカ抗議するコトハを「まぁまぁ」となだめ、章子さんが続ける。

「今日のお仕事はズバリ、コトハの撮影会で～す」

　…………………………………………………………。

「上からの命令でね。コトハみたいに元気な女の子が教会の広告に使われたら、みんなほっとかないでしょ？　芸能人を雇うよりも安上がりだし、無名の美少女が起用された事で話題性もアップ！」

「それじゃ……俺達たちが呼ばれた理由は？」

　俺の質問に、コトハと章子さん以外の全員が一様に頷うなずく。

　すると、章子さんは当たり前のように答えた。

「コトハが逃げないように警備してて欲しいの」

　あ～……なるほど。そういう事か。

　納得してしまった。

「や～だ～ッ！」

　一人納得してないコトハが地団駄踏んで、教会から逃げようとする──が、ドレスの裾を尾お森もりさんに引っ張られたままなので逃げられない。

「コトハ、諦めなさい。それ以上動くとドレスが破れるわよ？　……何かあったら弁償よ」

「うっ」

　その一言に、コトハがピタリと止まった。更に、生唾を飲む音も聞こえてる。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その十九。『弁償と延滞金には気をつけろ──借りてきた猫と戯れるくらい繊細に』……」

「そういう事。──ハイ、観念して撮影会ね。スタッフも用意してあるから」

　ぶすっとした顔でコトハは「はぁい」と気のない返事をする。

「ふて腐れないの。今日のお仕事の後には、披露宴に使われる料理の試食もしてもらう予定なんだから。羽は島しまの誇る一流シェフによる絶品フルコース。披露宴会場を貸し切って、のんびりゆっくり──」

　そこで、コトハが手のひらを章しよう子こさんに向けた。「ストップ！」という感じだ。ついでに顔は嬉うれしそうにニヤニヤしている。

「しょうがないなぁ～。章子姉にそこまで言われたら、やるしかないでしょ？　お仕事だしね～」

　買収成功。これなら確かに、有名モデルに依頼するよりも安上がりだ。

　目先のごちそうに目を奪われたコトハが先頭に立ち、教会から出て行く。撮影は外で行われるようだ。俺は最後尾に陣取り、純白のドレスを着たコトハを後ろから眺めた。

　それと、こうも思っていた。

　なんて言うか……似てるな。あれで黄金のティアラでも頭に載せていたら、そのものだ。直前に見た夢の中で、コトハが着ていたドレスはあんな感じだった。

　……こういうのも、予知夢っていうのかな？




　そんな事があったのが、つい一週間前。あの日は、撮影会の後のフルコースといい、披露宴会場の設備にカラオケがあった事もあって大盛り上がりだった。みんなそれぞれに上う手まくて……何より、コトハの選曲が大体演歌だった。それが異様に上手く、話では町内のカラオケ大会に毎回参加していたらしい。さぞかし老人受けがよかっただろうなぁ。

　そして、今日。俺とコトハを静寂に包まれた教室が迎えてくれた。

「おっは…………よー」

　コトハですら挨拶を躊躇ためらう、水を打ったように静まりかえった教室。見慣れたはずの机の並びや、過去の卒業生の残した落書きが妙な緊迫感を持って目に映る。

　何よりも、全員の視線。ちょっとした切っ掛けで爆発してしまいそうな危うさが肌にヒシヒシと伝わってくる。

「み、みんな……。どうした、の？」

　ただ事ではない、と思ったのはコトハも同じ。しかしそれでも、なんとか笑顔を保とうとしている姿は「さすが」としか言いようがない。

　そんな空気を破ったのは、背後から聞こえてきたアイツの雄お叫たけびだった。

「コ、コトハッちゃぁああああああああああん！」

　我が校一の変質者にして男子の英雄、そして女子の戦犯。昨年十二月をもって校長を含める全教師からサジを投げられてしまった男、親おや川かわだ。（悲しい事に、俺の数少ない友人でもある）

　そんな変態は、何な故ぜか顔面を涙でグシャグシャにしていた。

「ど、どうしたの？」

「ゴボバじゃあああんん…………」

　なんかもう絵面が汚い。汗とか涙とかよだれとか表情とか。教室の女子からは「うわ、何アレ……キモっ」とか言われる始末。

　距離を取りたくなるのを堪えて、顔面崩壊している親川にティッシュを押しつけた。

「ありがてぇ……俺はポケットティッシュなんて、一晩の間に消費しちまうから……使用用途はもちろん──」

「夜に限定するな。それと用途に言及するな」

　耳を塞ぎたくなるくらいの爆音をたてて鼻をかみ、親川はやっと落ち着きを見せた。

「………………ふぅ。スッキリしたぜ！」

「それで、コトハになんの用だ」

「おう、それよそれ！　それで俺はこんなに涙がちょちょぎれちばっでべぇ……！」

　あー……コイツ面倒くさい。

　俺は親川から情報を引き出すのを諦めて、もう一人の友人の姿を探した。なかなかの騒ぎだと言うのに、中なか友ともは自分の席にのんびりと腰掛け、音楽を聴きながら本を読んでいた。

　アイツは俺が視線を向けると同時に、パタンと本を閉じてやってきた。見計らったようなタイミングだな。

「おはよー。二人とも。ホントはもう少し傍観したかったんだけど、内ない藤とうが捨てられた仔イヌのような目で見てきたから、重い腰を上げたよー」

　朝から軽くおちょくってくるな、このオタクは。

「おはよ、中友君。あのさ、変態君はどうしたの？」

「それは木こ枕まくらさんのほうが分かってるんじゃないかなー」

　中友はメガネを押し上げて、男子と呼ぶには線の細い笑顔を見せた。

「だって──木枕さん、結婚するんでしょ？」

　結婚ッ？

　そんな驚天動地な発言が、クラスの緊張の糸も切ってしまった。噴火する火山の如ごとく、一気に教室内が過熱する。至る所で女子がキャーキャー黄色い声を上げ、男子は嗚お咽えつを漏らす。

「け、け──結婚、なんてしないよっ」

　コトハが目に見えて狼ろう狽ばいし始めた。両手はブンブン振られて、顔もあっちへ向いたりこっちへ向いたり。最終的には、俺の肩をバシバシ叩たたき出だした。

「中なか友とも、詳しく説明してくれ。コトハも俺も心当たりがないんだ。──あと、コトハ。本格的に痛くなってきたから、ホントに落ち着いて」

「うわたッ──私は、落ち着いてるよ！」

　嘘うそつけ。なんかカンフーの達人になってたぞ。

　俺はとりあえず、コトハに深呼吸をするように言ってから、中友を問とい質ただした。

「驚いたのはこっちだよー。えっと────ホラ、コレ。今日から張り出された広告だよ。みんな、これで騒いでるんだ」

　中友が見せてきたケータイに映っていたのは、抜けるように青い空。目にも鮮やかな青々とした木々。瑞みず々みずしい芝生。中央には、十字架のついた純白の建物。それが教会の前であるのは、写真の一番手前にいるウェディングドレスの女性の姿から判断できる。

　満面の笑みでこちらに手を伸ばし、今にも教会へと走り出そうとしている女性。ベールとドレスを翻ひるがえす彼女はどこから見ても、木こ枕まくらコトハに違いなかった。

　ああ、この間の仕事の写真か。よく撮れてる。

「ここ、六本木の結婚式場でしょ？　わざわざビルの屋上に教会建てて。最近になって、やっと情報も回り始めたヤツ。都内で一番高い場所にある教会、だっけ」

「ああ。もうすぐオープンだ。……コレでどうして、親おや川かわがあんなに取り乱してるんだ？」

「よく見なよ。木枕さんの横に、キャッチコピーがあるでしょ。──『好きな人の、そばにいたいだけだから』。このセリフとウェディングドレス姿で木枕さんファンの大部分が、『木枕さんは結婚するんだよ！　な、なんだってー！』──って早合点したみたい」

「それは早合点というよりも、解釈が突き抜けてるだけなんじゃないか？」

　広告だし。

　すると中友は、「愛って人を盲目にさせるよねー」と達観したような事を言った。

　そろそろ痺しびれを切らしたのか、女子連中がコトハを取り囲んでなんやかんやと質問を浴びせ始めた。結婚式場の様子からドレスの着心地、果ては撮影の舞台裏といった細かな部分まで。目を丸くしながらも受け答えをするコトハから、俺はソッと離れた。

「木枕さん、一人にして大丈夫なの？」

「多分。逆に俺がいない方がいい」

　……俺がいると、女子がコトハに近付けなくなってしまうだろう。頼んでもいないのにコトハが仕入れてきた情報によると、『清せい納なで鬼畜と言えばランキング』で俺は殿堂入りしているらしい。そんな殿堂、解体してしまえ。

　俺と中なか友ともが席につくと、親おや川かわのヤツもやってきた。

「低脳おやかわも、そろそろ落ち着いた？」

「おう？　暗に罵倒されたような気がするな……妙に昂こう揚ようした気分になるぜ！　──デスちゃん、ティッシュありがとな。返すぜ」

「……使ったティッシュまで、さりげなく返すな。捨てろ」

　不快なジョークをかました親川をゴミ箱に追いやってから、なんとなく気になった事を訊きいてみた。

「今日はゲームじゃないのか？」

「たまには音楽聞いてラノベも読むよ。デビューしたばっかりなんだけど、なかなかいい声してるんだ。蓮レンっていうアーティストなんだけどねー。この間発売されたＣＤの売り上げも凄すごくて話題になってるよ」

　聞いた事無い。音楽の話題は疎いから仕方ないか。カラオケに行ってもほとんど歌わないし。家族で行ったら母さんがマイクを離さず、父さんは母さんに声援を送り、姉さんは延々ドリンクバーと自分の席を行ったり来たり。俺はと言えば、迷惑にならない音量でマラカスを振り続けなければならなくなる（母さんの命令）。

「メディア露出も全然ないんだ。でも雑誌か何かの取材で、昔この辺りに住んでたって答えてたらしいよ。もしかして、同じ幼稚園に通ってたりしたのかなー」

　ふむ。中友が三次元の異性にここまで興味を持つなんて珍しい。よっぽどいい歌を歌うんだな。蓮、か。覚えておこう。

　そこに親川が戻ってきた。不作法にも俺の机にどっかと腰を降ろし、

「おうおうデスちゃん。知ってるんなら教えやがれ。どうして、コトハちゃんが結婚式場の広告なんざに出る事になったのかをよ？」

　──そうくるだろうとは思った。しかし、事実を伝えるわけにはいかない。

「羽は島しまにいる知り合いに頼まれたんだ」と、俺は用意していた言い訳を口にした。

「ふぅん？　素人を起用するなんて、思い切ってるね。意外性はあるよー」

「おう。知り合いの美少女愛好家連中からの連絡も、今朝からとんでもねぇ数だ。どいつもこいつも、コトハちゃんの正体を見つけようとやっきになっていやがる」

「そういう人っているよねー。蓮の事だって、ソースがはっきりしてないのに色んなトコで論争になってるよ。まぁ、一週間でミリオン達成した新人だから注目したくなるのは分かるけどさ」

　親川が知りたくもない身内話をする横で、中友は批評家染みた事を口にした。このままだと、いずれコトハの正体についても論争を起こしたりするのだろうか。ちょっと心配になってきた。

「はい。皆さん、そろそろホームルームが始まりますよ。席につきましょう」

　そんな教師みたいな発言をしながら教室に入ってきたのは、出席簿を手にした蓬ほう子こだ。今日も黒髪がキラキラ輝いている。

　幾分生真面目すぎる嫌いがあった彼女も、最近では随分柔らかくなった。今の発言が顕著だろう。以前なら「私はあなた方を追及します」の文句から始まり、言い訳のしようがない程に的確なお説教をしていたハズだ。

「委員長は気にならないのー？」

　そんな事を目ざとく訊きいた女子がいて、蓬子は口ごもった。

「それは……私も、いずれお世話になることがあるかもしれませんけれど……」

　うん？　今、チラッとこっちを見たような気が──ああ、多分親おや川かわが机に座ってるのを不作法だと見とがめただけだろう。

　蓬子のいささか大胆な発言にクラスが色めき立ち、彼女は頬ほおを染めて唇を噛かんだ。

「も、もうっ！　皆さん席に着いてくださいっ。そうしないと追及ですよっ」

　クラスが小学生のように「は～い」と返事をして、誰かが担任の事を訊たずねた。

「先生は、本日発売された週刊マンガの展開予想が白熱してしまわれたらしく、インターネットの掲示板から離れられなくなってしまわれたそうです」

　先生、仕事してくれ。

「なぁ、デスちゃん」

　未いまだに俺の視界を塞いだままの親川が、まるで遠い故郷を思うような顔をした。

「……俺はな。穏やかになられた姫さまもいいんだが、前の冷徹な眼めで快感を与えて下さった姫さまもお慕い申し上げていたぜ……」

「……そうか」

　大変だな。変態って。どうでもいいから、席に戻れ。俺の机がほっこり暖かくなるだろ。




「ちょっとお買い物に付き合ってくれる？」

　放課後になった途端、コトハがさっさと荷物をまとめてやってきた。

　家に帰っても、どうせ母さんの気まぐれに付き合わされるだけだ。俺が頷うなずくと、そこへ蓬子も何か用事でもあるような面持ちで近寄ってきた。

「あの……私も、ご一緒して構いませんでしょうか？」

「うん！　蓬子ちゃんも、何か欲しい物があるの？」

「欲しい物、というわけではないのですけれど……先日美お味いしい和菓子屋さんを見つけましたので、是非お二人をお誘いしたいと思いまして」

「いいねっ。私、和菓子好きだよ──すあまとか！」

　すあま……ああ、あの甘いかまぼこみたいなヤツか。

　蓬ほう子この話では、その店は清せい納なの最寄り駅から近い場所にあるとの事だった。

「駅の近くなら、私の行きたいお店も近いよ。問題ナシ！　それじゃ、行こっ」

「ち、ちょっとコトハさんっ。あんまり急ぐと転んでしまいますっ」

　言うが早いが、コトハは蓬子の手を引いて教室から出て行ってしまった。

　互いを下の名前で呼ぶようになってからというもの、コトハの蓬子に対するスキンシップは前より積極的になっている。どこの誰が見ても、仲のいい友達同士だ。

　──変わったな、と思う。

　蓬子があんな風に談笑して、自然に笑顔を見せてくれるようになったのも。友達を誘って寄り道をするようになったのも。まるで人が変わったみたいに朗らかだ。

　変わるという事で言えば、コトハもだ。

　最近では昼寝もできるようになってきた。夜も、うつらうつらするようになってきている。前は眠れないからと言って、よく電話してきたものだが……。

　コトハも蓬子も、変わってきている。怖かったり不安だったりする何かを克服して、ああして笑い合っている。

　それじゃあ──俺は？

　不意にそんな疑問が生まれる。

　俺は変わっているだろうか。死人みたいに硬直した顔のままでいる俺に、変化の兆しはあるのだろうか。ピクリともしないツラの皮をした俺でも、変わる事ができるのだろうか。

　先を歩く彼女達たちの背中に遅れてついて行きながら、俺はわずかに下を向いた。




　学校前からバスに揺られ、清納の最寄り駅につくと、蓬子がコトハに訊たずねた。

「コトハさんは何を買われるのですか？」

　えっとね、とコトハは指を折って数える。

「ＣＤと変装グッズ」

「……何か後ろ暗い事でもするのか？」

　俺がついつい口を挟んだら、コトハはどこか得意そうな顔でこちらを見た。

「違うよ。こう見えても私、有名人になっちゃったでしょ？　だから、変装しないと騒がれちゃうんだって。購買のみんなに言われたんだ」

　購買のみんな＝購買のおばちゃんか。という事は……。

『んまぁ、コトハちゃん！　有名人になったんだから、顔を隠さないと！　みんな驚いて寄ってきちゃうわよっ』

『え、そうなの？　私って、もう有名人？』

『そうよそうよ！　あ、そうだ。今の内にサイン貰もらわなくっちゃ！』

『サインなんて考えてないよ！　えっと……今日のところは、筆記体でいい？』

　──昼の購買で動き回りながらも、そんな会話をしているのが目に浮かぶ。

　そこで、コトハが思い出したように買い物リストに商品を追加した。

「あ、忘れてた！　サインペンも買わないと」

　確定だな。

　なにやら小難しそうな顔で、メモ帳に何かを書き始めたコトハ（サインの練習をしているんだろう）からソッと離れて、蓬ほう子こが俺に話しかけてきた。

「内ない藤とう君。お邪魔ではなかったですか？」

「ああ。大勢のほうが賑にぎやかでいい。コトハも、蓬子が来てくれたほうが喜ぶ。……悠ゆう里りさん達たちは呼ばなくていいのか？」

　すると。

「────っ！」

　急に蓬子が赤面して、素早く周囲を見回した。

「な、内藤君っ！　私はあなたを追及しますっ」

　声を潜めていても、語調は厳しい。

「突然、名前で呼ばないでくださいっ。お、驚いてしまいます！」

　蓬子は恥ずかしいのか怒っているのか泣き出したいのか、その内のどれか判別しがたい顔をしていた。とにかく真っ赤で、今にも泣き出しそうな怒り顔だ。

「いや……蓬子が、そう呼べって──」

「ま、ままままた、呼ばれましたねっ？　後生ですから、呼ぶときには事前に告知して下さい！　心臓に悪いです。怒りますよっ」

　このままだと女の子を泣かせている鬼畜と誤解されかねないので、俺は謝った。悪評はせめて校内だけに留とどめておきたい。

「ええと……ああ、夏か来こさんと歌うたさんのお話ですね。お二人は用事があるそうで、途中から合流される予定です。それに、来て下さらないと困ります」

　そうして、蓬子は彼女らしからぬちょっと闘志に燃えた目をした。

「夏来さんに生クリームやカスタード以外のデザートを教えて差し上げないと……」

　多分、またデザート関係で口ゲンカしたんだろうなぁ。

「ほう──えっと。名前、呼んでいいか？」

　指示に従って訊たずねると、彼女はにわかに緊張した面持ちで頷うなずいた。

「蓬子は随分──言葉が悪いと思うけど──明るくなったな。口調も柔らかくって……それに自分を出すようになった」

「と、突然ですね……」

　彼女は焦ったように唇を触った。

「それは……私だって変わりもします。夏か来こさんとも歌うたさんとも仲良くさせて頂いていますし、コトハさんという目標もいらっしゃいます」

　目標とされているコトハは、いつの間にか駅前でティッシュを配っている人と談笑していた。両手に一袋ずつポケットティッシュを持っている。

　蓬ほう子こは以前、『コトハのようになりたい』と言っていた。明るく元気なコトハのように、自分もなりたいと。そういう意味でなら、蓬子の望みは段々と叶かないつつある。

「あと、もちろん内ない藤とう君もいらっしゃいますから……少しくらい、私もワガママに振る舞えますし……」

「ああ。ワガママくらい、いつでも聞く。いつでも言ってくれ」

　すると彼女はそっぽを向いた。

「……本当に、内藤君は始末が悪いですよね。何にも分かってないのですから」

　ため息交じりに言われてしまう。ワガママを聞くって言ったのに、なんでそんなに落胆されるんだろう？




　最終的にティッシュを五袋も手に入れたコトハに先導されて、一軒の店に入った。この駅前は急行が止まる事もあってか、色んな店がひしめき合っている。やけに入り組んだ飲み屋横町があるかと思えば、どこぞのブランドを扱うショップもあったりする。

　そんな中でコトハが選んだのは、学生の懐でも、割合質のいい服が買える事で有名なファッションセンターだった。コトハらしいと言えばコトハらしい。

「混んでるな……」

　平日だというのに、店は賑にぎわっている。見れば俺達たちと同い年、それか中学生くらいの女の子の姿も多く見受けられた。他にも子ども連れの主婦がいたりするのでそれほどではないにせよ、なんとなく場違いな感じがする。売り場の隅に追いやられたようにしか見えない紳士服売り場の配置が、そんな気分にさせるのだろうか。

「それはそうだよ。今日はポイント二倍の日なんだ」

「変装グッズを買いに来たのに、人目につく日だったのか」

　極めてもっともな意見を言ったら、なにやら重みのある声で言われてしまう。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その十一。『入会費・年会費が無料ならポイントカードは作るべし──ポイントアップの日は身体に叩たたき込こめ』、だよ。多少のリスクは承知の上さ」

「……勉強になります」

　静けさの中に見えるコトハの尋常ではない気迫に飲まれたのか、蓬子がやや的外れな感想を口にした。真面目な人は、何事も真摯に受け止めて疲れないのかな。

「とりあえず、無難に帽子から見よっかな。帽子売り場は……あ、あっちだ！　蓬子ちゃん、選ぶの手伝ってくれる？」

「はい。お役に立てればよいのですが……」

　俺も彼女達たちに続こうとして、ふと足を止めた。傍かたわらにあったハンカチのコーナーに視線を向ける。年頃の女の子に受けそうな可愛かわいらしいデザインが多い。レースがついたり、デフォルメされたネコの柄がらがついていたり。しかもお手頃価格で用意されている。

　……コトハ用に、もう一枚あってもいいか。今のデザインはちょっと味気ない。

　コトハ達を見れば──鏡の前であーでもないこーでもないと、女の子特有の長い品定めになりそうな様相を醸かもし出していた。ちょっと別行動を取っても大丈夫そうだ。

　女性優位の家庭で育った経験から判断し、俺は手近なハンカチを取った。

　あんまり少女趣味だと……コトハが怒るか。レジに持っていくのも恥ずかしいし。しかし、コトハ（赤）は可愛い感じが好きだ。気持ち可愛い感じのにすればいいかな……。

「──ん？」

　ネコが居眠りをしている刺繍のされたハンカチに手を伸ばした時、不意に目の前が真っ暗になった。電気が消されたのかという発想が頭に浮かぶ。

　いや、違うようだ。すぐそばを通り過ぎた主婦らしい女性が、値引きされた商品はポイント二倍の対象外だと知ってブツブツ文句を言っている。視界が消えた事に対しての不平不満は言っていない。それからやっと、自分が目隠しをされている事に気が付いた。ひんやりとした、それでいて柔らかい肌が触れているのを感じる。

　すると──歌が聞こえてきた。

　聞き慣れたリズムだ。きっと誰もが聞き、歌った経験のある童謡。




　かごめかごめ　かごのなかの鳥は　いついつ出やる




　リズムだけではない。この声を……声の高さは違うのに、同じ物だと分かる。この本質を、俺は確かに聞いていた。




　夜明けの晩に　鶴と亀が滑った　後ろの正面




　声の主は、歌詞の途中だと言うのにたっぷりとした間を取り、吐息がかかるくらいに唇を寄せ、背後から、囁ささやいてくる。

「……だ～れだ？」

　心臓が跳ね上がる。

　同時に脳裏を駆け巡るのは、今の戯れ。今の遊びを嬉き々きとしてやっていた、幼稚園の頃の俺の思い出。相手が誰なのか分かっている、二人だけの内緒の遊び。

　俺は口に溜たまったつばを飲み込んで、ようやくその名を口にした。

「────とわちゃん？」

　答えの代わりに視界が開けた。まるで命じられたような気がして、振り返る。

　あの時。夕日を背景にしていた長い髪の女の子。今、俺の目の前に立っている女の子の髪は肩までしかない。その黒い髪を指先に巻き付け、その子はやんわりと微笑ほほえんだ。

　声だけでなく背丈も違う。衣服も違う。あの時は黒いセーラー服ではなく、白いワンピース姿だった。

　だが──だとしても、間違いないと言い切れる。

「とわちゃん……」

　もう一度口をついて出たのは、大好きだった人の名前。

　大好きで大好きで、大好きなのに傷つけた人の名前。

　彼女は、問題の解けた生徒に向けるような笑みを浮かべた。

「──いい子ね」

　睡すい蓮れん寺じ永と遠わ。

　再会した彼女は、かつてと同じように──まるで時が止まっていたかのような自然さで──高校生となった俺の頭を撫なでてくれた。

「全然変わってなくて、安心したわ」














第二章






　幼稚園の時、俺には好きな人がいた。子どものくせに生意気だったと今では思うが、当時の俺は大真面目で、ひたむきだったと記憶している。

　年上の彼女は博識で、子ども向けアニメや流行っているゲームの事しか知らなかった俺に色々な事を教えてくれた。ギリシャ神話や礼儀作法なんかがそれだ。今でも覚えている話がいくつもある。幼い頃の俺に与えた影響力という点では、尋常ではない数の悪戯いたずらを仕掛けてきた母と同等かもしれない。

　そんな彼女を、俺は裏切った。十人以上に囲まれて殴られた。それまでも何かと突っかかってこられて、何度も取っ組み合いのケンカをしてきてはいたが、その時は数も力加減も普段の比ではなかった。血の味をあれほど味わったのは、あの日が最初で最後だ。

　彼らは大好きだった人を裏切る事を要求し、俺は屈して裏切った。

　好きではないと。彼女に好意を抱いていないと、言った。

　それからだ。人垣の合間に見えた彼女の不安そうな顔が忘れられなくなり、俺は他人の不安そうな表情を見ることができなくなった。別に善意からではない。

　その後の……裏切った相手に見せる、軽蔑の微笑ほほえみを向けられたくない。そんな臆病で独善的な理由で俺は不安そうな顔を見られなくなった。




　その裏切った相手が、今目の前に立っている。

「びっくりしちゃった。フラッと入ったお店で優ゆうちゃんに会うなんて、思ってなかったもの。何年ぶりかなぁ？」

　睡すい蓮れん寺じ永と遠わ。俺より一つ年上の女の子。今では高校三年生になっているはずだ。

　幼おさな馴な染じみとの再会は劇的な衝撃を俺に与えた。ここがファッションセンターで、ポイント二倍の恩恵を求める人が周りを行き来していたとしても、呼吸を止まらせるほど。

「よく……俺だって分かったね」

　何を言えばいいのか咄とつ嗟さに出てこず、当たり障りのない返しをする俺に、永遠ちゃんはおかしそうに微笑んだ。

「分かるわよ。優ちゃんったら、全然変わってないんだもの。昔のまんま。お姉さんの記憶力を舐なめないでね」

　変わってない──何気ない一言が、俺の身体のどこかに突き刺さった気がした。

　でも、と永遠ちゃんは探偵みたいに指をアゴに当てた。「フムフム」と意味深に言いながら、俺の身体を点検するように見回す。

「背は高くなっちゃったかなぁ。昔は私のほうが大きかったのに。顔つきも、ちょっとクールになってて……う～ん。もう男の子じゃなくて、男の人って感じ。お姉さん、ちょっぴり複雑な心境」

　永と遠わちゃんだ。お姉さんらしく振る舞って、何をするにもリードしてくれていた。実の姉が極度ののんびり屋だった事も手伝い、俺には永遠ちゃんこそが年上の頼りになる人そのものにさえ見えていた。

「私はどう？」

「……え？」

　回顧していた俺に、永遠ちゃんは軽やかな口調で訊きいてきた。一歩後ろに退き、くるりとターンしてみせる。

「私は──変わった？」

　髪を手で押さえ、訊いてきた。スカートが軽く舞い、スカーフが揺れる。ただの制服なのに、それは永遠ちゃんの為ために作られたように調和的だった。

「あ……えっと髪、短くしたんだね」

「伸ばしてたんだけどね。邪魔になってきたし、気分転換も兼ねてバッサリ」

　なんでもないように言って、チョキにした指で毛先を挟む。

「似合ってる？」

　頷うなずく。すると永遠ちゃんは、不機嫌そうな笑顔を浮かべた。

「う～ん、足りないなぁ。久しぶりに再会した幼おさな馴な染じみに対するセリフにしては物足りないって、お姉さんは思うよ？」

「あ……ごめん」

　永遠ちゃんは昔よりも短くなった髪を指先に巻き付け、視線で先を促うながす。ああ、そうだ。何度も見た彼女の癖。長さを変えても、髪を巻き付ける癖は直っていない。

　こういう場合に何を言えばいいのか。いくら無粋な俺でも、想像はできる。

　だからと言って、さらりとは言えない。ちょっとした覚悟というか、自分の恥じらいと折り合いをつける猶ゆう予よが欲しい。

「………………綺き麗れい、だよ」

「はいっ」

　永遠ちゃんは澄ました顔で手を叩たたき、俺の前に手のひらを突き出す。

「優ゆうちゃんが返事をするまで五秒もかかりましたー」

　なんだか集会で静かにならない子どもに、お説教を始めた先生の第一声みたいな事を言われてしまった。

「五秒も女の子を待たせちゃダメでしょ？　こっちは『優ちゃんに変な顔って言われたらどうしよう！』──って不安なんだから。ちゃんと相手を見て、すぐに言いなさい。お姉さんとの約束だぞ？」

　変わってないのはどっちなのか。ゾクッとするくらいの美少女なのに、中身は相変わらずだ。

　内心苦笑してから、「分かったよ」と素直に返した。

「優ゆう一いち～！　見て見てっ、コレなんかどうかな？」

　そこにコトハの声が聞こえてきた。見ると、ボーイッシュなキャップを被かぶっている。

　コトハは永と遠わちゃんの存在に気付くと、怪け訝げんそうな顔をしてにわかに歩く速度を落とした。後ろに続いていた蓬ほう子こも似たような反応をしている。

　それに対して、永遠ちゃんは平然と自己紹介を始めた。

「はじめまして。私は睡すい蓮れん寺じ永遠。優ゆうちゃんとは幼おさな馴な染じみ、っていうのかなぁ──よく遊んでたの。小さい時に引っ越したんだけど、最近戻ってくる事になって……。今は、ご覧の通り。近くの女子校に通ってるの。昔から有名だよね？」

　永遠ちゃんが言っている近くの女子校とは、紫し乃の上がみ女学院という女子校の事だ。中高一貫の歴史のある学校で、いわゆるお嬢様学校に区分されるものだと思う。この辺りに住んでいる人はそう認識しているし、実際にセレブが通う学校として雑誌に取り上げられることも多い。通称ムラ女じよ──通称になると、威厳がなさそうな響きになるのがお金持ちに対してのやっかみ、といったところだろう。

「永遠でいいわ。よろしくね」

　すると……社交性の高いコトハに似合わず、どこか緊張した顔で自己紹介を返した。

「えっと、木こ枕まくらコトハです。よろしくお願いします」

「はじめまして。内ない藤とう君が所属されているクラスのクラス委員を務めております、小こ日ひ向なた蓬子と申します。よろしくお願いします」

　礼儀正しい蓬子が深々と頭を垂れる。その際、肩から流れ落ちる黒髪に目を引かれたのか、永遠ちゃんは感嘆した声を漏らした。

「綺き麗れいな髪ね。申し訳ないけど、ちょっと触らせてくれない？」

「は、はぁ」

　初対面の相手からされた申し出に目を丸くしたが、蓬子は断らなかった。多分、以前の彼女なら断っていた場面だろう。

「わぁ、すべすべ。私も蓬子ちゃんくらいに伸ばしてたけど、こんなにしなやかじゃなかったもの。う～ん、羨ましいなぁ」

「い、いえ……それほどでも」

　女の子同士って、気軽な感じで髪が触れるんだなぁ──などと我ながら抜けた感想を抱いていると、コトハに袖を引かれた。そのまま永遠ちゃんから隠れるように、商品棚の後ろに引っ張られる。

「あのさ、優一？　確認しておきたいんだけど」

　キャップのツバが当たるぐらいに顔を近づけてきたコトハは、真剣そのものの顔で声を落とす。俺もそれに倣ならい、小声で先を促うながした。

「もしかして、あの人が……その、確認するよ？」

「二回言わなくても分かるぞ」

「確認の再確認だよ！　それくらい重要っていうか、極めて政治的な質問なんだからさっ」

　コトハはいつから政界に身を置いてたんだろう。本人は真面目だから、茶々は入れないでおくけど。

「あの人が……」

　そこまで言って、コトハは言葉を濁す。だから、俺が先に言った。

「あの人が、俺の初恋の人だ」

「っ！」

　分かっていただろうに、コトハは肩を跳ねさせ、目を見開いた。

「…………そっか」

　コトハはキャップを目深に被かぶり直して、再び永と遠わちゃん達たちを眺めた。俺から見えるのは、横を向いたコトハの、微笑ほほえみの形に結ばれた口元だけだった。

「それで、どうだったの？　久しぶりの幼おさな馴な染じみとの再会は？」

　途端にサバサバした口調で訊きかれ、今度は俺が面食らう。

「どうって……相変わらずだった。十年ぶりなのに、俺も永遠ちゃんも──全然、変わってなかった。五分しない間に、また怒られたよ」

　変化していない事を口にするだけで、舌の動きが鈍ったのを自覚した。

「それは怒られるでしょ。自分の事を『嫌いだ』って言った相手なんだから。小言の一つも言われるって」

「え？」

　コトハは指で帽子を押し上げ、キョトンとした顔を見せてきた。

「違うの？　私はてっきり、昔の事で気まずい感じになってると思ったんだけど」

　ガツン、と。巨大なハンマーで頭を殴られたような気がした。

　永遠ちゃんがあんまり昔通りだから、ペースというか思考が変になっていた。不意打ちで心の準備がなかったのも、要因かもしれない。あまりにもおかしいのに、どうしてか気が回らずにいた。

　俺は彼女を裏切った相手だ。不安にさせて、泣かせて、彼女の心を踏みにじった。

　なのに──そんな話すにも値しない存在だと言うのに。

「どうして……永遠ちゃんは、相変わらずでいられるんだ？」

「もしかして──」

　コトハが考え考え、二の句を継いだ。

「永と遠わさん。その時の事、覚えてないんじゃない？」

「覚えてない？」

「思い出は個人の物だし……永遠さんが忘れてないって、言い切れないよ」

　可能性の一つ。それは分かる。今日昨日の事ではないから、すっかり忘れている事だってあり得る。一週間前の夕飯時に何を話していたのか、俺だって思い出せない。記憶はあくまでも記憶で、何かに記録しているワケではない。あやふやな物だ。

　しかし、だとしたら……。

　あやふやな記憶の後悔を骨身に染みて覚えている俺は、彼女にどうやって償えばいいんだろう。

「あら？　優ゆうちゃん達たちはどこ行ったのかな？　お～い」

　俺達がいなくなった事に気付いた永遠ちゃんと蓬ほう子こが、辺りを見回し始めた。

「そろそろ行かないと」

　そう言ってコトハは、俺の手に自身の手を重ねた。

「今はちょっと様子を見よう？　優ゆう一いちの気持ちは分かるよ。でも、それは二人きりの時にしたほうがいい。蓬子ちゃんは知らない事だし、優一が私に話した事だって、永遠さんからすればいい気持ちはしないよ」

　俺に向けられた眼まな差ざしは穏やかで、手のひらは温かかった。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その二十五。『謝るときには誠心誠意──落ち度を認めるのもいい薬』、だよ。ウチの家訓だけど、貸してあげる。──大丈夫っ。きっと許してもらえるよ」

　ニッとコトハは白い歯を見せた。

　こちらの鬱屈した気分を晴れ渡らせてくれる笑顔。帽子と相まって、いつも以上にやんちゃ坊主に見えてしまう。元気でワンパクな、輝くくらいに生命力の塊。〈死者の顔デスマスク〉と揶揄される俺までも生き返らせてくれそうなエネルギーを感じる。

　出会ってからというもの、本当に俺はこの笑顔に弱い。

「……ありがとう。家訓の二十五、借りておく」

「あとでちゃんと返してねっ」

　ウィンクしてから、永遠ちゃん達の所に駆け寄っていく。

　そんなコトハの後ろに続き、俺は張り詰めていた緊張の糸を弛ゆるめた。いつの間にか手に汗を握っていたらしい。ベタベタして気持ち悪いし、ちょうどハンカチのコーナーの前だ。やっぱり一枚買っておこうかな──自分用に。




　それからは。永遠ちゃんも含めた四人でコトハの買い物に付き合い、当初の目的だった変装道具を購入して、永遠ちゃんも含めた俺達はファッションセンターを後にした。次は、コトハの希望でＣＤショップに行く予定になっている。その間、俺の永と遠わちゃんに対する気まずさを察したのか、コトハが率先して女子三人で話題を盛り上げてくれた。おかげで罪悪感に押しつぶされずにすんだ、のだが……。

「コトハ」

「何？」

　俺は頭をかき、隣を歩くコトハに率直な意見を述べた。

「やっぱり、それは変だぞ」

「えっ？」

　いやいや、そんな不思議そうな声をされても。

　考えてもみて欲しい。目深に被かぶったキャップ。真っ黒なサングラス。顔の下半分を覆おおう大きさのマスク。それだけでも怪しさ抜群なのに、首から下はスタイル抜群の女子高生。こんな人と街ですれ違ったら？

「……さっきからもの凄すごい確率で二度見されてるぞ」

　完全に不審者扱いされる、という結論が出てしまう。

「未いまだに花粉症に悩まされてる人、って感じでなんとかならないかな」

「ならないから、こっち盗み見ながらヒソヒソ話してる人が出てくるんじゃないかな」

「そこまでなのッ？」

　酷ひどく驚いた……のか？　如何いかんせん表情が読めないから、動きで判断するしかない。

　俺とコトハの前を蓬ほう子こと永遠ちゃんが歩いている。さっきからケータイに目を落としている永遠ちゃんに、蓬子が訊たずねた。

「どうかされたのですか？」

「ううん、なんでもないの。ちょっと知り合いから連絡があってねぇ」

　やんわりと答えてから、永遠ちゃんはこちらを振り向いた。

「そう言えば。どうしてコトハちゃんは、そんなに顔を隠してるの？　可愛かわいいのにもったいないぞ？」

「しっ心外だよ！　私、可愛くなんかないから」

　しかし、足取りはにわかに軽くなったぞ。

「えっと、実はね──」

　コトハから羽は島しまの広告の話を聞いて、永遠ちゃんは口をＯの字にした。

「凄いじゃない。その教会なら学校で聞いたわ。素敵よね。その広告に載っちゃうなんて……お姉さん、なんだか嬉うれしくなっちゃうなぁ」

　ウンウンと頷うなずき、それから考え込むように髪をいじる。

「でもね……あんまり大げさな変装しなくても、バレないものよ？　せっかく可愛いんだし、悪目立ちするのは損だと思うけど」

「だからっ！　私は可愛かわいいとか言われて喜ぶタイプじゃないよ！　へへへ……」

　せっかく否定したのに、照れちゃったよ。

　とにかく俺から言えるのは、マスクでくぐもったまま照れ笑いをするのは止やめたほうがいい、という事だけだ。変質者の気分が高揚したみたいでなんか嫌だ。

「ええと、コトハさん。次のお店は、こちらの道で合っていますか？」

「うん。もう少し行った所。その店のポイントカードも、もちろん持ってるよ！」

　蓬ほう子この質問に答えたコトハ。

「好きなアーティストの新曲でも出たのか？」

「好きっていうか、気になるアーティストかな。デビューしたばっかりなのに、すっごく人気なんだって。タイアップも何もしてないのに、口コミだけでミリオン達成したんだよ？　私もそろそろ演歌以外にも、カラオケのレパートリーを増やさないとさ」

　演歌歌手ではないのか、と意外に思うと同時に、ふと似たような話を聞いていた事も思い出す。

「その人……もしかして、蓮レンって名前じゃないか」

「あ、そうだよ！　よく知ってるね」

　とコトハは言い、永と遠わちゃんがのんびりと言った。

「ああ、私の事かぁ」

「へぇ、永遠さんの事なんだ」

　そこから数メートル程、俺達たちは会話をせずに歩を進め、永遠ちゃん以外の三人がほとんど同時に立ち止まった。

　永遠ちゃん、今なんて言った？

　一人足を止めなかった永遠ちゃんは、こちらに向き直って人差し指を唇に当てた。

「一応、内緒にしててね。あんまり目立ちたくないの」

「え、ぇ、え──えぇえええええええええ？」




　本当だった。

　ＣＤショップの店頭。テレビの音楽番組でも常連の大物と並び、話題の新人として専用の売り場まで確保されている女性アーティスト。今のところ彼女は、デビューシングルに使われている写真のみでしか確認できないという。店員の手書きポップに、そう書いてある。

　そして俺の目の前に並ぶＣＤのジャケットを飾っていた人物は、紛れもなく永遠ちゃんだった。

「あ、もしかして嘘うそだと思ったの？　お姉さん心外だぞ」

　海外のロックバンドの曲が鳴り響く店内で、永遠ちゃんは眉根を寄せた。

「突然だったから、すぐには信じられなくて……」

「まぁ、そうよね。私だって、突然言われたらそう思っちゃうかも」

　コロッと態度を変えて、肯定する永と遠わちゃん。

「それより、大丈夫なの？　本人がこんな目立つトコにいて」

　コトハ（不審者グッズ使用中）が永遠ちゃんに耳打ちしてくる。

「どうかなぁ。バレないと思うよ。服も違うし、撮影の時は照明も暗かったから、印象が──」

　言いかけていた言葉が半端な形で途切れた。それだけでなく、永遠ちゃんは俺の蔭かげに隠れるように、サッと退いた。

「何かお探しですかー？」

　一押しアーティストの販売コーナーで駄だ弁べっていた俺達たちに注意するのも兼ねているのか、営業スマイルを貼り付けた男性店員が話しかけてきた。コトハの変な格好が、防犯意識を高めただけかもしれない。

「えっと……この蓮レンって人、人気なんですか？」

「大変な人気ですね。発売から一週間足らずでミリオンを達成したアーティストは数える程しかいませんが、新人ともなったら蓮が初です！　百年に一人の天才とは、まさしく彼女の事を言うのでしょうね！」

　話している内に熱を帯び始めた事から、こちらの店員さんも猛プッシュしているというのが分かった。確かに、並べられているのもサンプルのみだ。在庫はレジで訊たずねるように注意書きがしてある。

　あまりの熱弁に圧倒されたのか、コトハが若干引いた声で訊きいた。

「え、えっと……それじゃ、一枚欲しいんですけど」

「私も欲しいので二枚です」

「いや、三枚だ」

「三枚ですね。そちらのお客さまはいかがでしょうか？」

　店員が、永遠ちゃんに訊ねた。彼女は返事をせず、ただ首を真横に振る。

　ついさっき自分が猛プッシュした人だというのに、店員は気付く事なく俺達をレジに誘導し始めた。しかし、永遠ちゃんはその場を動こうとしない。

「永遠ちゃん？」

「私、こっちで待ってるわ」

　そう言って、永遠ちゃんは別のアーティストの店頭ＰＶを眺め始めた。

　彼女の態度が気にはなったが……俺はレジに向かい、会計を済ませた。

　それぞれの手にビニール袋を持って帰ってきた俺達に、永遠ちゃんはしずしずと頭を下げてみせた。

「お買い上げ、ありがとうございます」

「ホントは初回限定版が欲しかったんだけど、もう通常版しか残ってなかったんだ」

「だったら、マネージャーに訊きいてみるわ。あったら、お近づきになったご挨拶代わりにプレゼントさせて」

　残念そうなコトハに、永と遠わちゃんが粋な提案をしてくれた。もちろん断る理由もなく、俺達たちは喜んでお願いする。

「凄すごい人気だよね。さっきの店員さんがレジでこっそり教えてくれたけど、私達が買えたのも、再入荷したばっかりだったんだって」

「ありがたい事よねぇ。──ところで、コトハちゃん。今ので分かった？」

　唐突な質問に、コトハだけでなく俺も首を捻ひねった。

「さっきの人、私に気付かなかったでしょ。あんなに褒めてくれたのに。こんなに写真もあったのに。人の注目なんて、そんな物よ。だから、その暑苦しい格好も止やめて大丈夫」

「……そう、なのかな」

　そうよ、と永遠ちゃんはうっすらと微笑ほほえんだ。

「人間の意識なんてそんな物よ。『本人がこんな場所にいるはずない』って考えて、いざ本人を目の前にしても『似てるな』ぐらいで終わっちゃうの。頼りにならないわよねぇ」

　永遠ちゃんの実例を見せられて、納得したらしい。

「そうだね。なんだか自意識過剰みたいな感じがして嫌だし……」

　コトハはサングラスとマスクを外した。

　その時、店内にかけられていた音楽が消える。次の曲に移る間の、数秒の空白。

　それから流れてきたのは、透き通るかのようなピアノの旋律。やがて、弦楽器の調べが付き従ってくる。

「あ……私の曲だぁ」

　永遠ちゃんが言い、コトハがキャップに指をかけた。

　瞬間。店内にいた客の一人が、俺達のほうを指さした。

「おい、あれ……結婚式の広告の娘こじゃないか？」

　そっ──速攻でバレたァアアアアアアアァァァァァ？

　あまりの展開にコトハは冷や汗を滝のように流し、そっとツバを鼻先まで引き下げた。無理無理、もうバッチリ顔見られたから。

　男性の一言が波紋の如ごとく店の中を伝わり、やがてもう一つの事実も露見する。

「ねぇ、あのセーラー服着てるの……蓮レンに似てるよね。そっくりなんだけど」

「ッ！」

　俺達四人の身体が同時に跳ねた。

　マズい……疑惑の視線が着々と蓄積されていく。

　──いつの時にも、悪ノリが好きな人間がいる。そういうタイプに限って、有名人に会っても臆さず行動できたりする。例えば俺の母さんとか。……かつてカツラ疑惑のあったタレントが出演する旅番組の収録現場に偶然遭遇した時。躊ちゆう躇ちよも何も無く頭部を鷲わし掴づかみにして、そのまま手を天に向けてしまった。そしてあろう事か、太陽を受け止めていたのは母さんの手のひらではなく──主から引き離され、寂しそうに風に揺れる人工毛の塊。そして、燦さん然ぜんと輝く男性の頭頂部。タレント蒼そう白はく。番組クルー戦せん慄りつ。母さんは誇らしげで、俺はおなかが痛くなった。救いは、生放送ではなかったことくらいだろう。

　とにかく、そんな蛮ばん勇ゆうを持っていた客はこの場にもいて、冗談半分と言った感じで永と遠わちゃんに近付いてきた。

「うわ、マジだ！　マジで蓮レンちゃんじゃん！」

　見知らぬ男性に警戒した様子で、永遠ちゃんが俺の後ろに回り込む。

「ヤベっ、本物だ！　俺、ちょーファンなんスよォ」

　ファンだろうがなんだろうが、馴なれ馴なれしい口調は好きになれない。なにより、熱心なファンが、その対象を怯おびえさせていいのか。

　俺の制服を掴つかんだ、永遠ちゃんの指が震えている。見えるのは指だけだが、彼女がどんな顔をしているのか、見るまでもない。

　もう二度と。

　もう二度と──俺の目の前で、永遠ちゃんを不安がらせてなるものか。

「コトハ。行けるか？」

「……行けるよ」

　文法も何もあったもんじゃないのに、コトハはハッキリと答えてくれた。

「二手に分かれようよ。一応、私も目立ってるみたいだし」

　永遠ちゃんは歌手。コトハはモデルみたいなもの。パッと見たインパクトはコトハのほうが強い。証拠に、確証もないのに不作法にもケータイで写真を撮り始める人間もいる。

「やっぱり、私と優ゆう一いちが組む？」

　そうだな、と答えかけ──しがみついている永遠ちゃんの事を考えた。

「いや。俺と永遠ちゃん、コトハと蓬ほう子こにしよう。……何かあった場合、蓬子ならコトハのガードもできる」

「おまかせ下さい」

　視線を蓬子に向けると、彼女はカバンと一緒に持っていた小型のバッグから、ピンクのぬいぐるみを取り出していた。

　俺はポケットから取り出した催眠スプレーをコトハに手渡した。すると、コトハはサングラスを永遠ちゃんに押しつける。

「気休めにはなるでしょ？　それかけて」

　周囲に視線を走らせていた俺とコトハは、ここでやっと互いの目を見た。

「上う手まくやってよ」

「そっちもな」

　それから俺達たちは拳を付き合わせ、正反対のほうに駆け出した。

「逃げたぞ！　追えっ」

　どうして追いかけるんだ──よっぽど怒鳴ってやろうと思ったか知れないが、なんとか自分を抑えて肩越しに見やる。

「永と遠わちゃん、いきなりごめん。もうちょっと付き合ってくれる？」

　走る寸前で掴つかみ、今俺が触れている永遠ちゃんの手首は細く、折れてしまいそうだった。

「だ、大丈夫」

　サングラスを押さえた永遠ちゃんがどもるように答えた。

　店から飛び出し、駅前でも入り組んだ路地を選んで走る。赤提灯や焼き鳥屋なんかが軒を連ねる飲み屋横町だ。上手く立ち回れば撒まけるはずだが……これが有名人に遭遇した時の人間の反応なのか、時間の経過と共に追跡者の数は増えていった。

「さっき、は……コトハちゃん達と何、話してたの？」

　中華料理屋の裏口に身を潜めていると、荒い息のまま永遠ちゃんが訊きいてきた。体力作りで毎晩走っている俺ですら、口の中が渇いて息苦しい。キツい油の臭いも耐えがたい。

「そうだな……。強いて言えば──」

「強いて言えば？」

　そこで、ケータイに着信があった。俺はディスプレイに表示されている名前を確認して、耳に当てる。

「未来について、かな」







「おはよう。早かったな、相棒」

『おはよう。ぁ、相棒？』

　まだ「相棒」に慣れていないのか。コトハ（赤）は、この言い方で合っているのか訊たずねるような言い方をしていた。いつまで経たっても初々しいな。

「いきなりで悪いけど、どうすればいい？　なんだか、人数が増えてる気がするんだ」

　追跡者の気配を感じ、俺は会話の声を落とした。

『任せて。だって私は超能力者で……』

　間を置き、蚊の鳴くような声で続ける。

『優ゆう一いちの、相棒だから』

「………………」

『な、何か言って？』

「あ、いや……光栄だな、と」

　それ以上に、何やら胸をキュンと締め付けられたのだが……これについては黙っていたほうが賢明な気がしたので言わずにおこう。

　俺は、ほわっとしてしまった考えを切り替え、どうすればいいか訊たずねた。

『駅前の通りに出ると……ちょうど、駅の反対方向から大きな椅子を抱えてる人が見えるの。通りにでるまで追跡者はいないから安心して』

　永と遠わちゃんの手を引き、通りのすぐ近くまで行く。建物の陰に隠れて、様子を覗うかがうと──コトハ（赤）の言葉通り、大きな椅子から足が生えたみたいなのが、ヨタヨタ歩いてくる。

『カウントする。ゼロの時に、ちょうどあの人とすれ違うように調節して。それから、すれ違った瞬間に、しゃがむ準備も』

「分かった」

　五秒前から始まったカウントダウンを耳にして、目測で速度を合わせる。

『一……ゼロ』

　同時に、椅子を運んでいた男性の背後を見た。すると──着ている内に暑くなったのだろう──彼が腰に巻いていた作業着が、今まさに地面に落ちた所だった。

『拾って』

　生暖かい作業着を拾い上げ、小脇に抱える。

『次……永遠さんからヘアピンを借りて、髪型を変えて』

　俺はサングラスをかけたまま辺りを見回している永遠ちゃんに訊ねた。

「永遠ちゃん、ヘアピン貸してくれる？」

「どうして持ってるの分かるの？」

「なんとなく」

　サングラス越しでも永遠ちゃんが動揺しているのは分かるが、説明している暇はない。俺は受け取ったヘアピンで髪を留とめ──歩きながらだったので、先端が頭皮に刺さって大変だった──出来損ないの七三分けみたいにした。

『追っ手に見つかる。走る準備をして』

　すぐさま背後から、「いたぞ！」の大声が叩たたき付つけられる。再び走る。

『次の角を曲がると、一階が店舗で二階が住居をした建物が見える。そこの二階で干していたシーツが落ちてくる。それを利用するの』

「どうやって？」

『それで、永遠さんを包むの。包んだら、抱きかかえて』

「包む？　それじゃ、まるで荷物じゃ──」

『それでいいの。さっき荷物を運んでた人は、リサイクルショップの人なの。それで、そのシーツを落とすお店の二軒隣り』

　そこまで言われて、やっとの事で相棒の真意を理解する。

「……だから、作業着が必要なんだな」

『うん。追っ手の視界から消える、角を曲がった間に変装して』

「シーツの動きは？　落ちたのを拾えばいいのか」

　さすがに未来の予知ができるとは言っても、風に舞ったシーツの動きは複雑だ。分かっていても身体がついていかないだろう。拾うのにまごつかなければいいが。

『大丈夫』

　俺の不安をよそに、コトハ（赤）は断言する。

『ついさっき、夏か来こちゃんと歌うたちゃんが合流したから』

　新たな情報を得たと同時に、例の角を曲がる。そこにいたのは、清せい納な高校の制服を着た金色の髪の少女。悠ゆう里りさんだった。

　彼女は不機嫌そうな目付きでこちらを見やり、寄りかかっていたポールから離れた。その動きに合わせて、どんな男も釘くぎ付づけにしてしまう事請け合いな胸がたおやかに揺れる。

「……変な頭」

「俺もそう思う」

　悠里さんは永と遠わちゃんをチラッと見てから、耳元で囁ささやいた。

「一瞬だけ最大出力で煽あおる。あの人の注意を逸そらして」

　俺は上着に袖を通しながら、悠里さんの顔を見た。

「どうしたの？」

「いや……協力してくれて嬉うれしいな、と思っただけだ」

「ッ！」

　途端に、あの強気な八重歯が弱気に震えた。むろん錯覚だろうが、こうあからさまに動揺されると、自然にそう見えてしまった。

「Zip it!　〈死者の顔デスマスク〉ッ。アタシは、コトハと蓬ほう子こに言われたから来てるだけだから！　バーカ、前歯欠けろっ」

　また目立つ位置の歯をチョイスするな……。

　俺は永遠ちゃんの手を引いて、一軒の質屋の前に向かった。

「優ゆうちゃん……さっきの胸が大きい娘こ、知り合い？」

　胸に言及するのは憚はばかられたので、何も言わず頷うなずいておく。

「永遠ちゃん。俺のカバンも持ってくれる？」

　彼女にカバンを渡しつつ、もうすぐ真下に着く質屋の二階を見上げる。そこでは、洗いたてのシーツが今にも落ちそうに揺れていた。

「これから、ちょっと驚く事があると思う。でも心配しないで」

　サングラスをズラし、永と遠わちゃんの不思議そうな目が俺とぶつかった。俺からはそんな永遠ちゃんと、その肩越しに悠ゆう里りさんの背中が見える。悠里さんは人の行き来を確認しつつ、電話を耳に当てていた。

『夏か来こちゃん。カウント五秒前』

　俺の耳にも、相棒が悠里さんに出している指示が聞こえてくる。恐らく、蓬ほう子このケータイを悠里さんに繋つなぎ、二台に向かって同時に話しているのだろう。

「何があっても、大丈夫。俺は──それが何か知っている」

「優ゆうちゃん……さっきからどうしたの？」

　走り続けて、疲労から上下している永遠ちゃんの肩。そして、その後ろでカウントを聞き終えた悠里さんが勢いよく腕を振り上げた。

　ただの腕ではない。悠里さんの細い腕──その腕を、蛍の光に似た燐りん光こうが包んでいる。色は薄青。大きさは優に一メートル。形は獣のような三本のかぎ爪を持っていた。それは精神エネルギーの塊。

〈精神動力サイコキネシス〉の持ち主である悠里さんが、最大出力で思い切り腕を動かせば、それはまさに巨大な団扇うちわで煽あおるのと同じ効果を生む。結果、周囲には風が起こり……角を曲がった瞬間だった野や次じ馬うまの先頭が、突風に押され尻餅をついた。

　背後からの余波が、俺達たちの方にも届く。永遠ちゃんが短い悲鳴を上げて膨らんだスカートを押さえ、俺は風の流れを追うように上を見た。

　シーツが風に吹かれ、窓のサッシからするりと落ちる。意思のないシーツは、風になされるがまま、頼りなく宙を漂い……俺の場所より僅かに逸それて、落下を続け──。

　は、しない。

　俺が思うと同時に、視界の隅を真っ白い物が通り過ぎる。予測していた俺が目で追うと、重力に逆らって舞い上がったシーツがそこにあり、微かすかに赤い球体が見えた。その球体は瞬まばたきする頃には消えていた。

　上う手まい具合に広がったシーツが、雪のように永遠ちゃんの身体に降った。

「あ、あれっ？　何も見えないっ」

　すると俺の背後から小柄な女の子がやってきて、小さな声で呟つぶやいた。

「……貸し一つ、ですよ」

　尾お森もりさん。先ほどの赤い球体（これも精神エネルギーだ）を操っていた張本人だ。

　この貸しは、ちょっと大きいかもしれない。尾森さん、色々あって俺の事嫌いだからなぁ……。

「相棒。他に、何かあるか？」

　先の事を考えてげんなりしながら訊たずねると、彼女は考えるような間を取った。

『えっと……あるけど、今は時間がないから無理なの。でも大丈夫。この後、すぐに会えるの』

「また、眠れるのか？」

『うん。……最近、コトハも眠い感覚を思い出してきたから。だから、その……』

　またね、と恥ずかしそうに彼女は電話を切った。

　俺はケータイをしまった。

「優ゆうちゃん、私どうしたのかな？　これ、布？」

　視界が塞がれた永と遠わちゃんに、俺は先に謝っておくことにした。

「ごめん」

「何──きゃっ？」

　すっかり業者の姿になった俺は、永遠ちゃんの身体を抱きかかえた。俗にいう、お姫さまだっこというヤツだ。冷や冷やする側面も多分にあるが、永遠ちゃんが動かなければきっと家具を運んでいるように見えるだろう。……というか、そう思ってくれなければ困る。

　俺は永遠ちゃんを抱きかかえ、歩き始めた。コトハとコンビを組んでから、地道に身体を鍛えてきた甲か斐いがあった。

「辛いと思うけど、動かないで。このまま駅のほうに行く」

「……さっきの人達たちのほうに？」

「静かに」

　俺のいささか失礼な警告に、永遠ちゃんは素直に従ってくれた。

　布越しに彼女の吐息が聞こえてくる。更に感じるのは、彼女の肌。細いのに、触れている全すべてが柔らかい。しかし同時に、すぐにでも崩れてしまいそうなほどの危うささえも感じてしまう。

　漠然とだが……俺が枕役をしている時に触れるコトハとは──他意はないが──違うんだな、と実感した。そして改めて、異性だと思い知らされてしまう。

　いかん。緊張に緊張が上乗せされてきた。

　女の子との密着。変装がバレるかもしれないという緊迫感。ある意味吊り橋効果というヤツになるのか、鼓動がいやに早い。変に息が上がってないだろうな？

　なんとか悟られず、追っ手の団体さんとすれ違った時には──俺はすっかり寿命が縮んだ気になっていた。

「…………撒まいたよ」

　視線の先には、他人のフリをしている悠ゆう里りさん達の背中がある。彼女達について行けば問題ないはずだ。つかず離れず、追っていこう。

「よかったぁ」

　ピクリとも動かないまま、永遠ちゃんが訊きいてきた。

「凄すごいね。どうして、こんな凄い事できるの？」

「俺はなんにもしてないよ。ただ……皆に助けてもらって、俺はその通りに動いただけ」

「へぇ。優ゆうちゃん、顔が広いんだぁ。まるで映画みたいなチームワークだったよね。作業着を落としたり、布を落としたり。お姉さん、怖かったけどちょっと楽しかったぞ？」

　全く動かないままで、声だけは楽しそうにしている。器用だな、と思う反面ちょっと不自然で変な気分にもなる。

　些さ細さいながらも、日常とは確実に食い違っている気分。その気分をどんな言葉で表わせばいいのか、俺には分からなかった。

　分からなくても、今腕の中にいる存在が、どうしようもなく人間離れしているように感じられたのは確かだった。

「優ちゃん？」

「ん？」

「私のデビューシングルの曲名、どう思う？」

「『十二年目の約束』だよね」

「そう」

「……なんだか、素敵な感じがするよ。十二は永と遠わちゃんの好きな数字だし」

　漠然としただけの感想を言うと、永遠ちゃんは小さな声で「そう」と言った。






第三章






「いや～、驚いたね？　まさかあんなに追いかけ回されるなんてさ」

　蓬ほう子こが言っていた和風カフェの席につくと、いち早くメニューを手にしたコトハがため息交じりに言った。

「ええ、本当です。やはり、多少怪しくても変装はされたほうがいいのかも知れませんね」

　眠っていたコトハの警護で気を張っていた蓬子でさえ──コトハの能力が発動したのを見守ったのが初めてだったというのもあって──疲労の色が見えた。力なく水を飲んでいる。

　──羽は島しまグループの特務機関、オカルトを専門に扱う〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉でコトハ達たちのフォローをするようになってから、超能力者でない俺にも、超能力の事が段々と分かってきていた。

　超能力を使役するのには体力や身体能力も大切だが、何よりも重要視されているのはその精神力。メンタル面が大きく作用している。分かりやすい例を挙げるなら、〈精神動力サイコキネシス〉か。名前に『精神』の字がある。超能力の代名詞と言っても過言ではない能力にすら、使われている。これだけでも、その影響力は推し量れるだろう。

　また、減衰効果という物もある。集中力の低下によって能力が弱くなる事を指す。厄介な代物で、超能力者はこの減衰効果にも気を配らないといけない。これもまた、精神力が物を言う。集中する時には精神統一するものだ。この事を上司である章しよう子こさんに教わった時、思わず手をポンと打ちそうになった。

　話が逸それたが──以上の理由から、この中では悠ゆう里りさんや尾お森もりさんよりも、蓬ほう子こが一番疲れていて当たり前だ。ここはお礼の意味も兼ねて、彼女の分を奢おごるべきだろうか。……いや、多分そうなったら、全員分を出さないといけなくなるような気がする。さっきの予期せぬ出費（ＣＤ代）が懐に響いているし……。こういう時には、章子さんに預けている羽は島しまのバイト代がついつい頭をかすめてしまう。我ながら、浅はかだ。

「永と遠わさん、遅いね」

「はい。お仕事の連絡があったそうなのですが」

　ちなみに、今のメンバーは四人から六人に増えている。この店に来るまでに、先ほど合流した悠里さんと尾森さんにも事情は説明済みだ。シーツと作業着も交番に預けた。あとは持ち主が警察に届け出てくれればいいのだが、そこまでの保証はさすがにできない。

「それで、本当なんですか？　さっきの人が……あの、蓮レンって話」

　尾森さんが身を乗り出し、店の入り口を盗み見ながら訊きいてきた。風情がある手動の磨すりガラスの戸には、ぼんやりとした人の姿が見える。店の外で電話をしている永遠ちゃんだ。もちろん、話の内容は聞こえてこない。

「本当だよ。永遠さんもそう言ってたし」

　キャップを脱いだコトハも、テーブルの中央に額を寄せた。

「……嘘うそかもしれない」

　メニューを睨にらんでいた悠里さんがボソリと言って、肘をついた。そんな不遜とも言える態度を蓬子が見逃すはずはない。

「夏か来こさんっ。何を失礼な事をおっしゃっているのですかっ？」

「だって、本人が言ってるだけ。証拠はないよ」

「写真があるではないですか。立派な証拠ですっ」

「写真なんて加工でどうにでもなる。声は……似てる、かもしれないけど」

　ふむ。悠里さんも永遠ちゃんの歌を聴いた事があるらしい。

「第一。デビューしたばっかりで忙しそうな人が、こんなトコでヒマしてるワケない。いくら蓮がテレビにも顔出ししてないからって……」

　メニューから顔も上げずに否定ばかりする悠里さんに、蓬子はムッとした顔で腕を組んだ。反論の内容を考えているらしい。こういう場合、尾森さんは悠里さんをなだめるか応援するかのどちらかだが、今日に限っては、なにやら意味ありげに微笑ほほえんでいる。

　そんな二人のやり取りに慣れたのか、コトハは「抹茶アイス、美お味いしそうだなぁ」と目をキラキラさせていた。結局、和菓子じゃなくてアイスを食べるのか。

　そこに、話題の人がやってきた。

「お待たせ～。私にもメニュー見せて？」

　俺達たちがあてがわれたのは、六人掛けのテーブル席だ。空いていたのは手前の一脚──俺の隣。永と遠わちゃんは、その空いていた椅子の背もたれに手をかけた。

　すると店員が永遠ちゃん用に新しい水を持ってくる。

　途端に永遠ちゃんは顔を強こわ張ばらせた。

「永遠ちゃん？」

「優ゆうちゃん、お願いっ。場所、変わって？　早くっ」

　口早に懇こん願がんされて、わけも分からないまま席を譲った。

　痩せたメガネの男性店員が永遠ちゃんの前に静かに水を置き、「注文がお決まりになりましたらお呼び下さい」とお決まりのセリフを言って帰っていった。それと同時に、永遠ちゃんは安心したような息を吐いた。

「……危なかったぁ」

「何が？」

「ううん、こっちの話。お姉さんの独り言盗み聞きするなんて、趣味が悪いぞ？」

　不作法を窘たしなめる先生のように注意してきた永遠ちゃんは、そのまま真向かいに座っていた悠ゆう里りさんに視線を向けた。

「ね、私の顔に何かついてる？　さっきから、黙って私を見てるよね？」

　対して悠里さんは、メニューで顔を隠して「……いえ」と聞き取れないくらいの声で応じた。都合が悪くなった気弱なお父さん（朝刊を購読中）みたいだ。

　悠里さんの隣にいた尾お森もりさんが単刀直入に訊たずねた。

「お聞きしたいんですけど……あの、アーティストの蓮レンさんなんですか？」

「さっきも言った通りよ？　もしかして、信じてもらえないかなぁ」

「いえ、念ねんの為ために」

　妖精の笑顔で、尾森さんは現実的な事を言う。伊達に、素直じゃない幼おさな馴な染じみ（名誉の為にそれが誰かは伏せておこう）のフォローをし続けてきただけはある。しっかり者だ。

「う～ん、困ったなぁ。──あ。それじゃ、こういうのはどう？」

　あんまり困った顔をしていない永遠ちゃんは、テーブルにあった伝票差しを取った。プラスチックでできた透明な竹やりみたいな、アレだ。

　まだお会計には早いのに──そんな愚問を浮かべた俺の横で、永遠ちゃんは透明の筒を口元に寄せ、瞳を閉じた。短く深い呼吸を一つ。それから、彼女はおもむろに唇を開いた。

　──歌だ。

　自分が一人の歌手である証として、彼女は自分のデビュー曲を歌い始めたのだ。店の中にも和風なＢＧＭが流れている。そのメロディに引っ張られることなく、聴いている人間の心を引き込むような歌唱力をもって、彼女は自分が何者であるかを証明した。

　声は決して大きくない。二席も離れれば、聞こえないだろう。この歌声を布で例えるなら、透けてしまうほど繊細。しかし、決して引き裂かれない──そんなシルクを思わせた。そのシルクが全身を余す所なく包み込み、撫なで、余韻を残す。

「──こんな感じ、かなぁ」

　区切りのいい所まで歌い終えたのか、永と遠わちゃんはマイクにしていた筒を置いた。

　同席している誰もが、すぐに言葉が出てこなかった。コトハと蓬ほう子こ、尾お森もりさんは頬ほおを上気させ、尊敬の眼まな差ざしを永遠ちゃんに向けている。

　さて、悠ゆう里りさんはどうだろう。

　一番勘ぐっていた彼女の事だ。もしかすると、今の歌を聴いても認めないかも……。

　そんな思惑を抱いて、悠里さんを見る。

「………………っ」

　悠里さんは、両手で顔の下半分を押さえていた。その上にある、負けん気の強そうな瞳からは──一筋の露が、流れ落ちてきた。

　な、泣いてるぅ……？

「ほ、本物だぁ……」

　これは……ファンだ。大好きなアーティストが、ライブでバラードを歌った直後のファンのリアクションだ。あのネコ科の肉食動物みたいな目が、ほとんどチワワになってる。













　そんな悠ゆう里りさんの頭をあやすように撫なでながら、尾お森もりさんがカバンから何かを取り出した。

「今日遅くなったのは、ちょっとコレを買いに行ってたからなんです」

「コレって……私の初回限定版？」

　永と遠わちゃんの言葉に、尾森さんが頷うなずいた。

「お姉ちゃん、この曲を聴いてからすっかりファンになっちゃって。でも、ちょっと知った時期が遅くて初回限定版がなかなか手に入らなかったんです。それで、色んなお店に問い合わせて、今日やっと見つけたんですよ」

　尾森さんの表情は、感動から徐々に幼おさな馴な染じみに対する情愛に変わりつつあった。こうなると、二人の年齢は逆転する。よくできたコンビだ。

　思いがけない涙に戸惑ったのは俺だけではない。コトハと蓬ほう子こもバタバタしている。

「夏か来こちゃん、大丈夫？　えっと──はいっ、コレで涙拭いて」

「コトハさん、おしぼりは少し清潔感がないですよっ。この紙ナプキンで……」

「紙だとペタッて張り付いちゃうよ、ペタッて。そうだ！　さっき駅前でティッシュいっぱい貰もらったから、それを……」

　そして押し問答する二人をよそに、自分のハンカチで悠里さんの涙を拭う尾森さん。ちゃっかりさんめ。

「えっと……夏来ちゃん。よかったら、それにサインしようか？」

　永遠ちゃんはやんわりと微笑ほほえみ、悠里さんは感激の吐息を漏らす。

「頂けるんですかっ？」

　滅め茶ちや苦く茶ちや敬語だった。なんというか、フランクなコトハ以上に敬語が似合わない。これはアレか。昭和の不良は捨て猫に優しい──みたいな系統のアレか？

　もちろんだよ、と永遠ちゃんはカバンからサインペンを取り出した。

「私の歌を好きになってくれたんだもの。嬉うれしい気持ちは私も同じなんだから。でも、まだ書き慣れてないから崩れちゃうかも。──あ、ビニール破ってもいい？」

「大丈夫ですっ」

「名前も書いてあげる？　夏来さん、でいい？」

「ちゃん、でお願いしますっ」

「よかったね、お姉ちゃん？」

「うんっ」

　尾森さんにいい子いい子されながら、悠里さんがコクッと頷いた。金色のサイドテールが、文字通りテールしつぽに見えてくる。愛犬家に撫でられて喜ぶゴールデンレトリバー、みたいなイメージだ。

　俺……あの人に胸ぐら掴つかまれて、罵倒された事あったんだよなぁ。

　そんな昔を思い出しながら、俺はなんとも言えない気分でグラスの水を口にした。

　慣れてないと言ってはいても、迷いなくペンを走らせる永と遠わちゃん。

「う～ん……よし。上手に書けた」

「どれどれ？」

　横からコトハが覗のぞき込み、しかる後にテーブルに突っ伏した。

「……なんだか、自分が恥ずかしいよ」

　頭上に暗雲が垂れ込めたまま、沈んだ声で言う。

「ちょっと広告に出たくらいで変装までしてさ……。永遠ちゃんみたいなプロとは違ったよ。サイン、凄すごくカッコいい……調子に乗ってすみませんでした」

　どうやら、コトハが考えていたサインと永遠ちゃんのサインのレベルが違い過ぎてへこんだようだ。

「気にすることないよ。私のサインも、デザイナーさんに考えてもらったサインだもん」

「そんなデザイナーさんとお仕事できる永遠さん……凄いよ。プロフェッショナルだよ」

「コトハさん、お気を確かにっ」

　……これは言葉で慰めるより、アイス食べさせたほうが回復するな。

　悠ゆう里りさんが泣き、その悠里さんを尾お森もりさんがあやす。コトハが沈み、そのコトハを永遠ちゃんがフォローする。責任感の強い蓬ほう子こが、悠里さんとコトハの二人を交互に励ます。

　期せずして無法地帯となってしまったが、何も注文しないで長居すると店側の迷惑になる。俺は注文する為ために、店員さんの姿を探した。ちょうど出迎えてくれたメガネの店員さんと目が合い、それと察して近付いてきた。

「ご注文を承うけたまわりま──」

　あとに続くはずだった「す」の一言。その一言は、脈絡なく聞こえてきた短い悲鳴にかき消された。

「きゃっ！」

　同時にテーブルがガツンと跳ねて、バランスを失ったグラスが一つ、倒れた。中の水が、一枚板の上に薄く広がり、水たまりを形作る。

　……永遠ちゃん？

　まるで幽霊か何かと対たい峙じしたような顔で、永遠ちゃんは呆あつ気けにとられた顔の店員さんを見つめていた。

「あ……あ、ごめん、なさい。ちょっと、びっくりしちゃって……」

　我に返った様子で、永遠ちゃんはおしぼりで濡ぬれたテーブルを拭いた。

　今の悲鳴。今の顔……それはさっきも見た。

　ＣＤショップの店員に話しかけられた時。ファンに正体を知られた時。そして、今。

　いずれの時も永と遠わちゃんの顔に浮かんでいたのは、不安の感情。

　──俺があの時、させてしまった表情だ。

　何か失礼をしたのだと思い込んで平謝りする店員に、そちらの非がない事と注文を伝えて、席から離れてもらう事にする。

「ね、永遠さん。どうかしたの？」

　突っ伏していた所にテーブルが突き上げたからだろう。コトハの額がじんわり赤くなっている。

「う～ん……やっぱり変、だよね」

　テーブルが動いたのは、永遠ちゃんが蹴り上げたからだと言うのは、彼女が膝を撫なでている事で分かった。

　永遠ちゃんはしばらくの間困ったように微笑ほほえんでいたが、

「実は──私、男の人が苦手なの。大げさな言い方だと、男性恐怖症？」

　男性恐怖症……？

「意識してればある程度は大丈夫なんだけど、不意打ちみたいなのは全然ダメ。どうしてもビクビクしちゃう。おかげで、ずぅっと女子校ばっかり」

　ぐっしょりになったおしぼりを指でつつき、水がにじんでは離すのを繰り返す永遠ちゃん。

「小学校の時は大変だったなぁ。私が通ってた学校は、文化祭の終わりにみんなでフォークダンスをするの。だから私は六年連続、文化祭は途中棄権。それで嫌み言われたりしたし。子どもって、良くも悪くもストレートだから」

　皆、黙り込んでいた。

　ここにいる女の子達たちは、例外なく後ろめたい思いをして生きてきたはずだ。超能力という異質の能力。その存在に悩み苦しみ、誰にも言えない焦燥感に駆られていた。

　誰しもが持つ、当たり前の生活。その何事にも代えがたい平凡を取り落とし、自分で当たり前を演じなければならなかった。そんな彼女達にとって、永遠ちゃんの告白は似た者同士と思わせる共感を生んだようだった。

「そんな……皆、暗い顔しないで？　今までもなんとかやってこれたし」

「……………………」

　すると。コトハが無言で立ち上がり、永遠ちゃんの肩に手を置いた。

「決めたっ！　その永遠ちゃんの悩み、私が一肌脱ぐよっ！」

　決意に充みち満みちた顔で拳を固め、いつか聞いたような事を言い始めた。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その三！　『気になることは捨て置くな──思い立ったら即行動』！　続けて、その十四！　『頼られたら、相手が驚くくらいにしゃしゃり出ろ──親しい人間の場合には、頼まれなくても強引に介入すべし』！」

　出たな、家訓その三とその十四の合わせ技！

「それから……その十七。『女の涙は頬ほおだけでなく心を濡ぬらす──心の涙は枯れる事なし』。おばあちゃんがスナックのママとお酒飲んでる時に思いついた家訓だよ」

　ついに家訓誕生の舞台裏まで明かされてしまった。

「永と遠わちゃんのそんな話を聞いたと言うのに、何もしなくちゃ女がすたるよ！　ここは私達たちに何かさせて？　──ね？」

　コトハの問いかけに、皆が一様に頷うなずいた。

「……ありがとう」

　コトハのせいで店内の注目を浴びて面食らっていた永遠ちゃんが、事態を飲み込み柔らかく微笑ほほえむ。

「よしっ！　それじゃまずは──あ、店員さんこっち来たッ！」

　なんだ、その声の鋭さ。敵襲かと思った。

「コトハ。店員さんもびっくりしてるから、まずは座る事から始めような」

「やっと優ゆう一いちが喋しやべったと思ったら、注意を促うながしてきただけだった！　何、そのお父さんみたいな言い方！　私は優一の子どもじゃないですよーだ。……まぁ、座るけど」

　ぶすっと膨らんだ顔で唇を尖とがらせるコトハ。それでも、素直に椅子に座るところが彼女らしい。

　俺達のやり取りを見ていた永遠ちゃんが、おかしそうに笑う。

「二人は、なんだかいいコンビなんだね。う～ん、優ゆうちゃんの新しい一面発見っ。お姉さん、大人っぽい優ちゃんに複雑な気分だぞ？」

「別に……そんなんじゃないよ」

「話し方も、私の時よりカッコいいし。背伸びしちゃって」

　確かにそうかもしれない。彼女達が当たり前を演じていたのと同様に、俺も演じていたと言えるのだろう──年相応に成長している自分を。

　大人になったフリをして。大人になりたくて、背丈だけでも追いつこうとしているガキ。それが俺だ。いつまで経たっても変われない、俺のありのままだ。

　彼女達と同じテーブルにいるのが、申し訳なくなるくらいに稚拙な理由だけど。

　俺はなんとなく気まずくなって、永遠ちゃんから視線を逸そらした。すると、蓬ほう子こが何やら考え込んでいる姿が目に入った。

「どうかしたのか？」

「あ、いいえ……そうです。コトハさん。ちょっとよろしいでしょうか？」

「え、何？」

　蓬子が何やら曇った表情で腰を上げ、コトハと一緒に店の外へ出て行った。

「どうかしたのかなぁ？」

　永と遠わちゃんが首を捻ひねる。

　そうしていると、尾お森もりさんが永遠ちゃんに訊たずねた。

「蓮レンさんは、デス──な、内ない藤とうぅ──せんぱいと幼おさな馴な染じみなんですよね？」

　今、俺の名前を呼ぶときだけ嫌そうな顔したぞ、この娘こ。俺の名前を呼ぶことすら嫌なのか。どんだけ嫌われてるんだよ。

「実は私とお姉ちゃんも幼馴染みなんです。──ね？」

「えッ──ああ、うん」

　ボーッとサインを眺めていた悠ゆう里りさんが、明らかに話を聞いてなかった感じの返事をした。

「そうなんだぁ。幼馴染みっていいよね。でも……」

　永遠ちゃんは髪に触れて、クスリと微笑ほほえんだ。

「優ゆうちゃんは、幼馴染みっていうより──私の王子さまだからなぁ」

「ブふッ！」

　俺は思いきり吹き出した。見れば、悠里さんと尾森さんも口をあんぐりと開けている。

「だって……私に結婚指輪までくれた人は優ちゃんだけだもの」

「けっ、けっ、けっこ、結婚指輪っ？」

　ニワトリみたいに声を詰まらせて、悠里さんがずさっと退く。それとは逆に、尾森さんが身を乗り出してきた。

「詳しく教えてくださいっ」

　激しく嫌な予感がして、俺は阻止すべく口を開いた──ところに、尾森さんが人差し指を一本立てた。彼女の背後に可愛かわいらしくも美しいお花畑が見える。そこで花の冠でも作っていそうな純粋無む垢くな笑顔で彼女は言った。

「貸し一つですよぅ。せ・ん・ぱ・い？」

　うぉう……グゥの音も出ない。

　ガクッと肩を落とした俺の横では、永遠ちゃんは恥じらうように片手を頬ほおに添えていた。

「夏祭りの屋台で射的屋さんがあったの。そこで──優ちゃんは指輪を取ってくれたのよね。ハートの形をした指輪。でね、その指輪を結婚指輪だ、って言って……」

「結婚指輪だ、って言って？」と、勢い込んで先を促うながす尾森さん。

「お祭りの打ち上げ花火を見上げながら、私の薬指にはめてくれたの」

「きゃ────っ」

　いやぁああああああああああああああ！

　尾森さんは驚きよう愕がくの悲鳴を上げて、俺はあまりの恥ずかしさに顔を覆おおった。

「なんですかそれっ。ぷぷっ、デスせんぱい勘弁してくださいよぅ。ちょ、ちょっと、お、おなか痛いですぷぷぷ……」

　完全にツボにはまったのか、尾お森もりさんがニヤニヤしながら俺を見下し始めた。

「花火を見ながら、けっ、結婚指輪って……ぷっ！　一昔前のプロポーズですよね？」

　視線を悠ゆう里りさんに向ければ、彼女は明らかにドン引きした顔でメニューを眺めた。

「………………ノーコメント」

　もういっそ笑ってください。その反応の方がしんどいです。

　怖ぁ……幼少時の無鉄砲さ、怖ぁ！　何してんだ俺？　どこでそんなこと覚えたんだ？

「ほ、他にもあるんですかぁ？　教えて下さいッ。せんぱいの事を……脅迫できるくらいに……もっとよく知っておきたいんですぅ」

　今、えらく穏やかでない事を小声で挟み込まれた気がするぞ！

　そんな要望を受けて、永と遠わちゃんはテーブルに肘をついた。

「聞きたい？」

　小首を傾かしげて問いかけてきた永遠ちゃんに、尾森さんが更に身を乗り出した。更に永遠ちゃんに視線で訊たずねられた悠里さんまでもが身を乗り出した。ファンだからって、話を合わせなくてもいいと思うけれども。

　そんな二人を代わる代わる見やってから、満足そうに微笑ほほえむ永遠ちゃん。

「そうだなぁ……色々あったよぉ。ケンカばっかりしてる優ゆうちゃんのケガを手当てしたり、タイムカプセルを埋めたり、優ちゃんに水着を見立ててもらった事もあったっけ。優ちゃんったら、私がいくら止めてもいじめの現場に突っ込んで行っちゃうんだから。いじめられたりしてる人を見過ごせないのよね。誰にでも優しいんだから」

「そういうちょっといい話より、その水着の話を詳しくお願いします！　本当に幼稚園児ですか？　なかなかの破壊力ですねっ」

　そうですね。かなりの破壊力で俺は精神がガンガン削られていくのを感じます。

　俺の羞恥心が臨界点を突破しようかという段階になって、コトハと蓬ほう子こが帰ってきた。

「あ、コトハせんぱいっ。蓬子せんぱいっ。今、とっても素敵なお話をお聞きしたばかしなんですよぅ」

　妖精のような笑顔の毒舌美少女（ただし、敵視した者に限る）に、コトハ達たちはどこかぎこちない笑顔を向けた。

「そう、なんだぁ！　どんな話を聞いたの？」

「えっとですね、内ない藤とうせんぱ（ぷぷっ）いのオマセさんな思い出についてですぅ」

　何でだろう。悲しいのに涙が一滴も出てこない。人間、限界が近付くとこんな感じになれるのか。

「優ゆう一いちとの思い出？」

　言葉を返し、コトハが蓬子と顔を見合わせた。

「二人とも、何の話をしてたの？」

「えっ？　それは……アレ、だよ」

　永と遠わちゃんの質問にコトハは言葉を濁し、代わりに蓬ほう子こが答えた。

「永遠さんの男性恐怖症をどのように治せばよいかと、そのお話をしていたのです。少々個人的なお話ですから、余り人目につかない所で話したほうが良いと思いまして……」

「ありがとう。親身になってくれて。それで、何か結論は出たかなぁ？」

「それは──」

　蓬子が答えようと口を開いた瞬間だった。店の引き戸が鋭い音をたてて開き、スーツ姿の女性が息も荒く店内に入ってきた。急いで来たのか、かけているメガネがズレていた。

「げ」

　嫌そうな顔をした永遠ちゃんを見つけて、その女性はツカツカと真まっ直すぐに進んできた。

「蓮レンちゃん！　探したわよぉ～……」

　引きつった笑顔で、女性は永遠ちゃんの肩を掴つかんだ。かなりお怒りのご様子だ。

「ちょっと待って。まだ、注文したのが来てないから──」

「お黙りッ！　私の大事なアーティスト！」

「やだ～」

　普段の包容力のある口調で永遠ちゃんは駄だ々だをこね、テーブルの端をしっかりと掴んでいる。その永遠ちゃんの両肩をガッチリと掴み、女性は店の外へと引っ張ろうとしている。

「何をワガママ言ってるの！　スケジュール押してるのよッ！　今さっき新しいお仕事が確定したんだから！　先方との最終確認もバッチリ！　後は蓮ちゃんが虜とりこにすればいいのよ！　その為ためには、レッスン──そしてレッスン！　それから体調管理ィ！」

　メガネをかけた女性は髪を引っ詰めている。キツい生徒指導の先生みたいだが、バリバリのキャリアウーマンにも見える。余裕のある章しよう子こさんとは違うタイプの出来る女、という感じか。

　呆あつ気けに取られた俺達たちに、永遠ちゃんは紹介してくれた。

「この人が、私のマネージャーの魚うお池ちさん。敏腕なんだよぉ」

「蓮ちゃん、何を悠長に紹介なんてしてるの！　どうせなら『フットワークの軽い、敏腕マネージャー』と言いなさ────ハッ！」

　妙なこだわりを見せる魚池さんだが、コトハの顔を見て大きく息を吸い込んだ。マンガで衝撃を受けた時、雷に打たれる描写があったりするが……今の魚池さんのリアクションが、どうにもそんな感じだった。

　更にその反応は、蓬子、悠ゆう里りさん、尾お森もりさんまで行くとますます大げさな物になっていく。しかしテンションが高い。母さんと同じくらい。

「こ、この全身を駆け巡る衝撃という衝撃は……ッ？」

　なんか急に芝居がかった独り言を言い出した。

　魚うお池ちさんは永と遠わちゃんを手放すとすぐさま身支度を整えて、一番近くにいたコトハに近寄ってきた。眉間には深いシワが刻まれ、メガネは蛍光灯の明かりを反射して白くなっている。

「あなた……お名前は？」

「木こ枕まくらコトハ、です」

　怒られると思ったのか、コトハは恐縮した様子で答えた。

「コトハちゃんッ！」

　名前を聞き終えた瞬間、魚池さんの手がコトハの肩をガッシリ掴つかんだ。

「ウチの事務所からデビューしてみないっ？」

「はいっ？」

「ＯＫねッ！」

「あ、今のはそういう『はい』じゃないです」

「ああん、私ったら勘違いっ！　でも大丈夫、あなたなら行けるわッ」

　メガネの奥の瞳を爛らん々らんと輝かせ、息を荒くする魚池さん。

「抜群のビジュアル。そしてスタイル。声もいい。表情豊か。今の返しもなかなか良かったし──バラエティも対応できそうね。蓮レンちゃんとは別の方向で売り出せるわ……」

　グルンと、コトハの顔がこちらを向く。

　こ・の・ひ・と、こ・わ・い──口パクで助けを求められてしまった。

「そして、そっちのお三方っ。あなたたちもいいわぁ……」

　今度は蓬ほう子こ達たちにも品定めを開始した。

「黒髪、真面目そうな顔つき、貧乳──もといスレンダー。着物が似合うわ、超ミニのねっ！　──あなたは……わぉ！　素晴らしいおっぱいねっ。目付きも八重歯も素敵よ。ツンツンしてる感じがベリィグゥゥッド。──あなたに至っては説明不要の完璧なロリータね。ちょっとあざとくて、腹黒そうな側面が垣かい間ま見みえるのも好評価っ！」

　蓬子達に瞬間的なセクハラ染みた評価を下し、魚池さんは自分の身体を抱きしめた。

「ここは何？　桃とう源げん郷きよう？　黄金郷エルドラド？　黄金の国ジパング──ってそれはそうよね、日本だもの。アイム・ジャパニィィィズ。うふふふ……」

　天井を仰ぎ、神経質に笑う魚池さん。その姿に、直接被害を受けていない俺でも戦せん慄りつする。こ・の・ひ・と・ヤ・バ・い。

「魚池さん。コトハちゃん達困ってるから、その辺にしてあげてよぉ」

「無理よ！　見過ごすなんてできないわっ。蓮ちゃんだって、ウチの事務所が今どれだけ大変か分かってるでしょう？　即戦力になる人材の確保が──じゃなくて、蓮ちゃん！　お友達を思うならお仕事よ！　動かなかったら、この四人に公開セクハラを続けるわよっ」

　永と遠わちゃんの良心をえぐるような脅迫をしつつ、コトハ達たちに名刺を渡す魚うお池ちさん。もちろん、俺はスルーされた。セクハラをしてる自覚はあったんだな。

「四人とも、いつでも連絡してちょうだい！　元気っ娘こ、清せい楚そ系、巨乳にロリ！　四人が揃そろえば、我が事務所は十年戦えるわ！　──さ、蓮レンちゃん！　レッスン場までひとっ飛びよ！」

「はぁい。──皆、ごめんね。私、帰らなくっちゃ」

「待って！　永遠さん、連絡先交換しよ？」

「いいよぉ。魚池さん、それくらいはいい？」

　自称・フットワークの軽い敏腕マネージャーは瞬時に計算したようだ。今、コトハのお願いを断ったらスカウトが失敗する恐れがある。ならば、多少のタイムロスは目を瞑つぶるべき。

　そんな予測が出来るほど魚池さんはにこやかに申し出を受け入れてくれた。

「もちろんよ！　さ、蓬ほう子こちゃん達も親交を深めて。──ただし、そこの君はダメ。ウチの大事な蓮ちゃんに手ェ出しやがったらお前東京湾の水はまだ冷たいわよコラ……」

　尋常じゃないくらい歯ぎしりされた……しかし、口汚いな。

　連絡先を交換し終えると、魚池さんが永遠ちゃんと腕を組んで店の扉を開けた。

「お騒がせして申し訳ありませんっ！　よろしければ皆様、希代の新人、蓮のファーストシングル『十二年目の約束』！　全国のＣＤショップで絶賛発売中です！　是非お買い求め下さいませ！」

「皆、またねぇ。──あ、そうだ。優ゆうちゃん？」

　帰りかけた永遠ちゃんが、ふと思い出したように訊きいてきた。

「ん？」

「優ちゃんは、まだお昼寝をしてる？」

　その質問に、何な故ぜか俺以外の全員が答えた。

「毎日寝てるよ？」

「何度も注意していますけれど、改善されません」

「どこでも寝れる」

「いっそ眠って起きなくてもいいんですけどね……そうすればお姉ちゃんを守れますし」

　俺は四人の答えを受けて、永遠ちゃんに頷うなずいてみせた。

「そっか」

　にこっと微笑ほほえんで、彼女が続ける。

「寝る子は育つもの。それでいいわ。──今度こそ、またねぇ」




　……二人がいなくなると、店の中は恐ろしいほど静まりかえった。

「凄すごいインパクトのある人だったね……」

　どうしたものか判別つかない様子で、コトハは他の三人を見た。

「あのような発言は初めてされました……短い着物という物は、存在するのでしょうか」

「酷ひどい、セクハラだった」

「腹黒なんて心外ですぅ」

　傷付いた蓬ほう子こ。身体をかき抱く悠ゆう里りさん。柔らかそうな頬ほおを膨らませる尾お森もりさん。彼女達たちは三者三様の怒り顔を見せていた。

「でも、とにかく……永と遠わさんの連絡先は手に入れられたから、いっか」

「うんっ」

　と、悠里さんが弾んだ声で言った。

「いきなりメールしたら迷惑かな……歌うた、一緒に文章考えて」

「もう、しょうがないなぁ」

　頼りがいのない幼おさな馴な染じみに、尾森さんが満更でもない表情でため息をついた。

　仲間外れになった俺を励ますように、ポケットのケータイに着信があった。電話に出ると、よく知っている軽い口調が耳に飛び込んでくる。

『ハロー、優ゆう一いち君。ご機嫌いかが？』

「章しよう子こさん。どうしたんですか？」

『どうしたも何も……フフッ、私が連絡する目的なんて限られてるじゃない』

　忍び笑いを漏らしてから、上司が告げる。

『迎えに行くわ。お仕事よ』






第四章






　俺達たちは、仕事の連絡をしてきた章しよう子こさんと合流した。

「いきなり呼び出してごめんね～」

　深紅のジャガーを操りながら、運転席の章子さんが詫わびる。強い西日から目を守る為ためにかけられたサングラスは、コトハの野や暮ぼったい変装用とは違い、しゃれたデザインをしていた。

「大丈夫です」

　車はすでに高速道路を走っていて、段々と家から離れていく。あんまり遅く帰ると、母さんの八つ当たりが心配だ。

「私も大丈夫だけど……こういうのは、もうちょっと早く言ってくれてもいいんじゃない？」

「そう言われるだろうと思って──はい。某有名アイス店の期間限定フレーバーセット～」

　助手席に置かれていたクーラーボックスをコトハに手渡す章子さん。

　すると、不満そうに口を尖とがらせていたコトハの態度が百八十度変化した。

「まぁ、お仕事だからしょうがないよねっ。ところで、コレ食べてもいい？」

「もちろん」

「やった！　蓬ほう子こちゃん、どれがいい？」

　完全に籠絡されたコトハが大喜びでクーラーボックスを開け、蓬子に訊たずねた。

「ええと……それでは、抹茶味を」

　ちなみに今、車内にいるのは章子さんにコトハ、蓬子、そして俺だ。悠ゆう里りさんと尾お森もりさんは帰ってしまった。多分、永と遠わちゃんに送るメールの文章を推敲するのだろう。

　コトハがアイスに夢中になってしまったので、仕方なく俺は訊ねた。

「今日の仕事は？」

「ちょっと、取り急ぎ確認して欲しい事があるの」

「確認ですか」

「ええ。そんなところね」

　章子さんが思わせぶりな態度で質問をはぐらかすのはいつもの事だが、今日はどこか様子が違う気がした。受け流しにキレがないというのが適切か。

「……曖あい昧まいですね」

　そうかしら、と章子さんは肩をすくめてみせた。

「例の結婚式場の件で、また新しい情報が入ったの。……というより、限られた人間しか知らなかった極秘プロジェクトが、グループ内で正式に公表された、って言ったほうが正確かしら」

　極秘プロジェクト。その単語だけで、にわかに緊張感が高まる。

「そのプロジェクトと今日の仕事が、関係してるんですか」

「グッド。その通りよ」

「そのプロジェクト、ってどんなの？」

　アイスを一生懸命食べていたコトハが、やっと話に加わってきた。

「大げさに聞こえるけどね、要はＰＲ作戦よ。グループが所有する場所を使って、大々的に宣伝してもらおう、ってワケ。ＣＭより安上がりで、しかも印象に残る。いい事尽ずくめね」

　映画に使われた観光地には、経済効果が生まれる──そんな話を耳にした事がある。つまりは、そういう感じだろう。何にせよ話題になった者勝ちか。

「二人にして欲しいのはその場所で当日、危険な問題が起きないかどうか、調べること。──せっかく来てもらったけど、蓬ほう子こちゃんの出番はないかも」

　ごめんね、と言う章しよう子こさんに、蓬子は首を振った。

「構いません。私が勝手についてきてしまっただけですので」

「ありがと。あ、目的地がそろそろ見えるわよ。左側」

　言われて、俺達たちは左側の窓に視線をやった。目にも留まらない速さで後ろへと流れていく防音壁。その残像に似た壁の向こうには、高架線の下に広がる都心の街並みが見える。夜を迎える準備が着々と進行し、ネオンが光っているのが目についた。

　にょきにょきとそびえるビル群。その中に、一際目を引く建物があった。高さもあるが、なにより他のビルより太く見える。線香とろうそくぐらい違う。威圧感が圧倒的だ。

　あれが羽は島しまの所有する複合商業施設──『羽島六本木タワー』。

　その屋上には、走行する車内からでも見えるようにライトアップされた純白の建物の外観が確認できる。さらにもっと目を凝らせば、金色の鐘も見える。

　コトハがイメージキャラクターに（流れで）なってしまった、都内で一番天空に近い場所にある教会。

「こんなに短期間で行くなんてうんざりだろうけど、辛抱してね」

　章子さんはアクセルを更に踏み込み、速度を上げた。

「コトハ。さっきも寝たけど……行けるか？」

　ちょっと待って、とコトハが目を瞑つぶった。片手を心臓に当てて、ジッと息を殺している。

　まるでもう一人の自分に語りかけていたようなコトハだったが、しばらくして目を開いた。

「大丈夫だと思う。アイスもあるし、食べたくなって出てきてくれるよ」

　どことなく漂っていた神秘的な雰囲気がブチ壊しだった。

　しかしそう言えば、コトハ（赤）も今日もう一度出てくる旨を言っていた。俺は納得し、コトハからアイスのカップを受け取った。俺にはアイスを選ぶ権利がないらしい。




『羽は島しま六本木タワー』は、平日だが意外に利用者が多かった。

　羽島以外のファッションブランドのテナントも多くあるし、仕事帰りの会社員同士のカップルや、仕送りの額がたいそう羨ましい大学生が来ているのだろう。中には俺達たちみたいな学生服姿はパッと見では少ない。全体的に大人、もしくはお洒落な雰囲気が漂っている。

「……どのお店も、いい値段するね」

　庶民派ファッションセンターで買い求めたキャップを被かぶったコトハが、興味深そうに周囲のショーウィンドウを眺めている。

「うわっ、見て！　あそこのお店っ──靴下一足で五千円だって！　確かに可愛かわいいけど、五千円あったら、二十五足買えるのが常識だよね？」

　五足セットで千円換算……俺も、そっちの計算方法がなじみ深い。蓬ほう子こも同じなのか、酷ひどく真剣に靴下を見つめていた。

「生地がいいのではないでしょうか？」

「そっか。……穴空いても、直せば履けるのに」

「そうですね。ほころびでしたら、すぐに繕えます」

　女の子同士の会話というより、物持ちのいい奥さまの井戸端会議みたいだ。

　補足すると、コトハはすでに車イスに座っている。このまま、式場への直通エレベーターで移動して、その間に（赤）と入れ替わろうというワケだ。

　仕事前とは到底思えない緩い会話をしながら、式場への直通エレベーターへ。式場自体はオープン前だと言う事もあり、相乗りする人はいない。事前に連絡を受けていたらしい警備員さんに見送られて、四角い箱が上空へと滑っていく。

　重力加速を感じる中、俺は車イスの傍かたわらに膝をついた。手には催眠スプレーがある。

「準備ができたら教えてくれ」

「手、握ってくれたら、いつでもいいよ」

　俺は要求に応じる事で、返答の代わりとした。

「コトハ。お休み」

「……うん。お休み」

　スプレーを彼女の顔に吹きかける。

「うっ……ぅん」

　途端に彼女の力が抜け、握っていた手が抜け落ちそうになる。しかし、その脱力の時間もわずかに数秒だ。

「あ──あぁんんっ！」

　背が仰のけ反ぞり、背もたれがギチギチと悲鳴を上げた。指先は手すりと俺の手を潰さんばかりに握られ、この変化が如い何かに特異であるかを物語っている。

　俺は痛みに耐えながら、ハンカチで彼女の額ににじむ汗を拭った。

　次いで、髪の色が赤く変色していく。

「本当に、変化が早くなったわよね。……紛まぎれもない進歩だわ」

「コトハ達たちが頑張ってますから」

　俺の言葉に、章しよう子こさんは苦笑した。

「優ゆう一いち君のおかげなのに」

「俺はそばにいるだけの安眠枕です。枕は成長しません」

「フフッ、意固地ね」

　楽しそうに笑い、それを蓬ほう子こが受け取った。

「ですから、内ない藤とう君は始末が悪いのです」

　ホントね、と章子さんは髪をかき上げた。

「そばにいるだけって事が……どんな奇跡か、知らないのね」

「奇跡？」

　何でもないわ、とはぐらかされてしまった。

「そろそろ到着よ。コトハは？」

「もう少しです」

　速度を上げていたエレベーターの勢いが徐々になくなっていく。止まる為ための減速だ。それとは対照的に、コトハの赤い変化は加速していく。

　電子音が響くのと、彼女が口を開くのはほぼ同時だった。

「──誰たがためにドアは開く？」

「おはよう。今日は二回目だな」

「ぉはよう……」

　ハンカチで拭われるのが気に入ったと見えて、彼女は心地よさそうな顔をしている。

「おはよう……蓬子ちゃん」

「おはようございます。コトハ、さん」

　蓬子はこちらのコトハをどう呼ぶべきか悩んだようだったが、結局コトハと呼んだ。

「おはようございます、章子さん」

「おはよう。そうそう。ちゃんとアイスも持ってきてるから、あとで優一君に食べさせて貰もらいなさい」

「はいっ」

　ここでもやっぱり、俺に選択権はなかった。




　エレベーターホールを出ると、まずは目を瞑つぶりたくなるようなビル風がお出迎え。この風が気にならなくなれば、このタワー最上階の空中庭園及び教会での結婚式を楽しめるだろう。

「……綺き麗れい」

　ライトアップされた教会が、夕闇の中に浮かびあがっている。新品同様の鐘がつやつやと光っていた。

「ステンドグラスもよく見える……夜もいいね」

　夢見るような顔をしているコトハ（赤）。

「先日は昼でしたから……おっしゃる通り、夜も風情がありますね。お星さまもよく見えます」

　俺はコトハ（赤）が見やすいように、教会に向かって車イスを押した。

　章しよう子こさんは「あとは若い子達たちで……」とお見合いの席に同伴した両親のような事を言って、どこかに消えてしまった。三人でお見合いもないだろうに。

「先にアイスにするか？」

「ううん。お仕事が先なの」

　こういうところが、普段のコトハと違う。ちゃんとしてる。

　章子さんから渡されたメモ書きの日時を伝える。その日、その時間に俺がここにいた場合、どんな未来が見えるのか。コトハの視点が俺を基点にしているからには、そういう事になる。

　そうは言っても、未来の数は膨大だ。それこそ一人一人の人生が複雑に絡み合っている。たった一人の判断で、ドミノ倒しのような連鎖反応を起こしかねない。その反応を全すべて見られるのが、コトハの能力。〈アカシック・レコード〉という地球の全てを記録したデータバンクにアクセスして、未来を読み取る〈未来予知〉だ。

「あの、私もどこかに行っていたほうがよろしいでしょうか？」

「ううん。蓬ほう子こちゃんにもいて欲しいの」

　蓬子の申し出に、コトハ（赤）は首を振った。

「私も蓬子ちゃんとお話したいの。……ダメ？」

　彼女の控えめな懇こん願がんに、蓬子は首を縦に振った。

「…………」

　コトハ（赤）の邪魔をしないよう、俺達は口をつぐんで吹き付ける風に身を震わせた。

「………………」

　空を見る。薄く雲が広がり、夕日と夜空のグラデーションが鮮やかだった。

「……………………」

　おや、と思う。痺しびれを切らしたわけではないが、こんなに長い時間彼女が何も言わないのは珍しい。

「コトハ？」

「やっぱり……」

　コトハ（赤）の声が震えていた。風に当たって身体を冷やしたのかもしれない。

「寒いのか。風の当たらない場所に移動しよう」

「違うの。そうじゃないの」

　ふるふると首を振る。

「未来が……おかしい」

　俺は彼女の前にしゃがみ込んだ。

「どうおかしいんだ？」

　コトハ（赤）は探し物をするように顔を四方八方に動かしている。まぶたに遮られた眼球も、そうだ。忙しなく視線を飛ばしているのが分かる。

「さっき、優ゆう一いちに言いたかったのはこの事なの。こんな事、今までなかったの……未来が、定まってない」

「申し訳ありません。私にも分かるようにご説明頂けませんでしょうか？」

　蓬ほう子こがわざわざ挙手して発言した。だから、俺が代わりに解説する。

「未来は確定してないんだ。現時点で、ある程度の流れは決まってるが、細かい分岐点が数え切れない程ある。その分岐点を見て、選択できるのがコトハの能力だ」

「そうなの。でも、この場所の未来は何一つとして定まっていないの。大きな流れ一つでさえ、見る事ができないの。皆の動きが目まぐるしく変化しすぎていて、ぐちゃぐちゃになってる……見えているけど、目が追いついていけない」

　そこに異変を感じたのか、章しよう子こさんがやってきた。

「何かトラブル？」

　コトハがもう一度同じ説明をすると、章子さんはアゴに手をやった。

「……なるほどね。見え過ぎちゃうコトハだからこそ、そうなるのね。多分、私がパートナーの場合だったら、不規則で何も見えなかったと思うわ。……はァ、ちょっと厄介」

　ため息をつき、髪をかき上げる。バラの香りが風に乗り、俺の鼻腔をくすぐった。

「章子さん。訊きいてもいいですか」

「何？」

「ここを使ったＰＲって、どんな物なんですか？」

「あら、コトハからまだ聞いてなかったの？　歌番組よ」

「歌番組？」

　俺は確認するように、コトハ（赤）を見やった。

「それも……自信なかったの。人とテレビカメラがたくさんいたのは、ぼんやり見えたんだけど」

　そこまでの不安定ぶりだったのか。これはいよいよ何かある。

「歌番組って言っても、全部をここでやるワケじゃないの。アーティストが一人、ここで一曲歌うだけ。バラードで、宣伝にはもってこいだったらしいわ」

　問題は、と不吉な単語で章しよう子こさんは繋つなぐ。

「そのアーティストが所属している事務所が、羽は島しまから独立したばかりの芸能事務所だという事。結構強引な独立だったから、羽ウ島チも向こうも、しばらく顔は見たくないハズなのに。分かりやすく言えば、ケンカ別れね」

　ケンカ別れした相手が、羽島の新しい事業のＰＲ。確かに、よく成立した契約だ。そんなにビジネスライクに話が進むのだろうか。

「しかもプロジェクトを進めていたメンバーが全員、そのアーティストの熱狂的なファンになっちゃったのよ。デモテープを聴いてから惚ほれたみたい。割を食ったのはこっちなのに、むしろお願いしちゃうくらいの入れ込みようでね」

「なんてアーティストなんですか？」

「蓮ハス、って書いて──蓮レン。現役の女子高生よ」

　一陣の強い風が吹いて、コトハの被かぶっていた帽子を取り上げてしまった。俺はその行方を眺め、途中でハッと我に返り、その帽子を拾いに行った。

　永と遠わちゃんがここで歌う。ただそれだけの事なのに、胸がざわつく。

　コトハの所に戻った俺は、彼女に帽子を被らせた。

「それで、ここで二つ目の問題」

　章子さんが二本指を立てて、新たな情報を口にする。

「その事務所にはね、確実に一人。超能力者がいるのよ。元々〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉にいたんだけど、どうしても芸能関係の仕事がしたい、って飛び出しちゃったのよ。優秀な超能力者だったから、ホントに困っちゃったわ。……私もよくお酒飲みに行ったし。それを踏まえた上で、三つ目の問題」

　深紅のマニキュアに彩られた指が三本、濃紺になりつつある空を向いた。

「その人とはグループと別れた後も、個人的な付き合いがあったの。それで一度、酔い潰しちゃった時に……気になる事を言ってたのよね」

　焦れる。章子さんも記憶を探っていて、また憶測を口にするのを躊躇ためらっているのだとは分かる。そういう意味で間を溜ためているのだ。だがこちらとしては、悪戯いたずらに忍耐力を削られているような気がしてならない。

「どんな事ですか？」

　章子さんは撫なでるような流し目を俺にくれ、

「『ウチの事務所には、〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉が束になってもかなわない能力ちからを持った超能力者がいる。オカルト関係の妨害をしてもムダ』──呂ろ律れつは回ってなくても、確固たる自信をありありと感じたわ。今、コトハの予言を聞くまでは半信半疑だったけど……どうやらハッタリじゃなさそうね」

　へべれけになった酔っ払いの絵空事だと断じたい。それは章しよう子こさんも同じだったはずだ。それなのに俺達たちに言ったという事は、さっきの予言の異常性が高い事を意味している。

　コトハ（赤）が、両手を強く握りしめた。

「さっきの景色は……未来がぐちゃぐちゃになったのは、その超能力者の能力……？」

「忌々しい事に、それが正しそうね。癪しやくにさわるわ」

　皮肉げに唇を吊つり上あげ、章子さんはハイヒールをカツンと鳴らした。

「ここから徹底的に、その超能力者を洗うわ。事務所のスタッフ、事務所が入ってるビルの関係者、所属アーティスト──片っ端から」

「所属してる人も疑うんですか？」

「当たり前よ。いつも言ってるじゃない。羽は島しまの幽霊ゴーストは甘くない。甘いのは身内だけ」

「…………」

「コトハ、大体で構わないわ。超能力者が誰なのかに絞って未来を見られない？」

「難しいです……。さっき、いつもと違うのに気付いて探してみたんですけど……分かりませんでした」

　申し訳なさそうに、コトハ（赤）は声を萎しぼませる。

「その日、ここにいる人……全員が普通なんです。取り立てて変わった行動をしてる印象が見えないんです。あれだけの異変を起こせる影響力を持った何かが必ずあるはずなのに、誰も気に留とめていない。誰も影響下にある事を分かってないんです」

「つまり無自覚の内に超能力の影響下に置かれている、という事ですね」

　蓬ほう子この確認に彼女は小さくアゴを引いた。

「無自覚、ね……」

　章子さんは、いつになく苦々しそうな顔を一瞬だけ見せて、すぐに飄々とした笑顔に戻った。

「とにかく、今日の所はこれ以上の予知はしなくていいわ。二人とも動揺してるから、魂の波長も合いにくいでしょうし。長い時間だと減衰効果も出てくる。コトハ、あとは優ゆう一いち君にアイスを食べさせてもらいなさい」

　言い置いて、章子さんはケータイで話をしながらエレベーターホールに入っていった。

　残された俺達は、手近なベンチに腰を降ろした。コトハ（赤）は車イスから移動してはいない。

「ごめんね」

「何が？」

「私、上手に未来が見えなかった」

　俺は車イスに下げていたクーラーボックスから、カップアイスを取り出した。

「たまにはそんな事もあるだろ。気にするな」

「でも────むっ？」

　スッキリしない面持ちのコトハ（赤）がまた謝罪しようとしていたので、素早くすくい取ったアイスを口の中に突っ込んだ。

　突然の不意打ちに目を白黒させていた（だろう）彼女は、口内の氷塊がなくなるとちょっぴり口を尖とがらせた。

「……意地悪。せっかく謝ってるのに」

「謝る必要がないのに謝るからだ。──はい、あ～ん」

　最も早はや躊躇ためらいなく「はい、あ～ん」が実行できるようになった自分に一抹の不安を覚えながらも、顔には出さずにアイスを食べさせる。

　が。すぐ近くから、ビル風とは違う涼しさが襲い掛かってきている事に気がついた。

「……………………」

　蓬ほう子こが……以前の、永久凍土のような目で睨にらんできてる。唇をこれでもかとかみしめ、腕を組んで無言の圧力をかけてきている。かつては、この永久凍土を吹き抜けるブリザードのような眼光に人々は恐れおののき、特殊な性癖を持つ一部の人間は喜びで悶えた。

　久しぶりに怖いな……。

「あの、蓬子──」

「私がやりますっ。やはり、ご一緒して正解でした。よもや、このようにはしたない行為をしているとは思いませんでしたが」

　蓬子は俺からアイスを奪い取り、暖かみの欠片もない目で見下ろしてきた。

「どいてください。私がコトハさんの隣りに座ります」

「……分かりました」

　すごすごと場所を譲ると、コトハに「あ～ん」を始める蓬子。

　これはこれで珍しい光景ではある。転校初日は、これとは全く逆の光景が見られたものだ。

「そう言えば……蓬子ちゃん。優ゆう一いちに、話しておきたい事があるんだよね？」

　アイスを飲み込んだコトハ（赤）が言い、蓬子が「あ～ん」をしかけた手を止めた。

「ご存じだったのですか？」

「ぼんやりと、なの。だから、詳しく話して欲しいの」

「……はい。あ～ん、なさってください」

　そこはかとなく上品にアイスを食べさせて、蓬子は躊躇ためらいがちに口を開いた。

「先ほど、永と遠わさんがおっしゃっていた事です。思い出してください。彼女は男性恐怖症だとおっしゃっていました」

「ああ」

　間違いない。どの場面でも男性店員に怯おびえていたし、その時の表情は確認している。

「そうなのです。ですが……そう考えると、どうしてもおかしいのです。皆さん、気になさらないから私も自信が持てませんでした。今になれば確実におかしいと言えるのに、先ほどは小さな違和感を覚えただけだったのです」

　それもおかしな感覚でした、と彼女は結んだ。

「一体、何がおかしいんだ？」

「もしもです。もしも永遠さんのおっしゃる事が真実だとするならば──」

　蓬ほう子こは俺を真まっ直すぐに見つめて、

「どうして、永遠さんは内藤君と自然に接する事ができるのでしょうか？　そして、皆さんがその事に疑問を持たれないのはどうしてでしょうか？」

「…………それは」

　確かに、話が合わない。

「おかしい話なの。優ゆう一いちも男の人なのに……」

「それはやっぱり、俺達たちが幼おさな馴な染じみだからじゃないか？」

「ですが、それだけでは説明が足りないように感じます。お二人の間に、何かあったのであれば話は別かもしれませんが……」

「何かって────」

　言いかけて俺の眼前に、あの光景が蘇よみがえった。

　あの夕焼けの公園。いや、その直前に起こった俺の裏切り。永遠ちゃんの、笑顔。

「……あの事、かもしれないの」

　コトハ（赤）が囁ささやくように言った。

「俺が……原因だって言いたいのか」

「その可能性が高いの」

　俺のせい？　俺が永遠ちゃんを裏切ったせいで、永遠ちゃんは男という生物を信じられなくなった？

　──認めたくない。

「それじゃ、なんで忘れてるみたいな素振りをしてるんだ」

　独り言のような俺の言葉に、コトハが答える。

「あくまでも永遠さんの言ってる事を信じて話を進めてるから、なんとも言えないけど……忘れたいくらいショックだったのかもしれないの。同じショックでも、受け止め方は人それぞれだから」

　俺は頭をかき、目を瞑つぶった。

「つまり……永と遠わちゃんは俺がやった事を忘れてる、かもしれない。でも心には確かに傷が残っていて、それが今まで永遠ちゃんを苦しめてた。そういう事か？」

「あくまでも推測だけど。ちょっと急ぎ足な考えだし……」

「そんな──いや、待ってくれ。その話はおかしい」

　食い違いを見つけ、俺は思わず呼吸を止めた。

「俺は永遠ちゃんを傷つけた張本人だ。その張本人を前にして──例え忘れてたんだとしてもだ──平気でいられるのか？　無意識でも、会いたくないって思うのが普通だろ？」

　俺の見苦しい抵抗に答えるまで、コトハには数秒の沈黙が必要だった。

「…………好きだったから、かもしれないの」

　その答えに顔を上げるまで、俺には十数秒の覚悟が必要だった。

　彼女は辛そうに顔を歪ゆがめていた。

「優ゆう一いちが好きだったから、優一のせいで男の人が怖くなっても、優一だけは平気でいられたのかも。大嫌いなのと同じくらい、大好きだったから」

　同量の好きと嫌い。両者が打ち消し合ってプラスマイナスゼロ。

　だから、久しぶりに会った幼おさな馴な染じみとして接する事ができた。

　例え忘れていても。忘れていたからこそ。俺達たちは再び出会った。

「〈アカシック・レコード〉で調べられないか？」

「無理なの。〈アカシック・レコード〉には事実しかデータがないの。誰が何をしたのかは分かるけど、心の中までは調べられない。人の行動から、気持ちを推測するだけ。その推測も、定かじゃないの」

　つまり、永遠ちゃんの気持ちは永遠ちゃんにしか分からない。

　俺はさらに何か可能性を引き出そうと、懸命に知恵を絞った。

　すると、コトハ（赤）に俺の名前を呼ばれた。

「優一。これはチャンスなの」

「チャンス？」

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その二十五。『謝るときには誠心誠意──落ち度を認めるのもいい薬』」

「………………」

「ちゃんと認めて、それで永遠さんの力になろう？　私も手伝う。蓬ほう子こちゃん達だって手伝ってくれる。だから──」

　そんなに悲しそうな目をしないで、と唇を結んだ。

　俺が暗い目をしてるのは昔っからだ。悲愴感ならずっと出てる。俺から言わせれば、そっちの方が重症だ。見ているだけで辛さが移る。

「…………分かった」

　俺はあがくのを止やめた。認めよう。俺が永と遠わちゃんを傷つけた事は依然変わりなく、事実は決して変えられない。その傷の深さに──自分の責任の重さに逃げ出すのは、如い何かにも卑怯者のやりそうな事だ。

　さすがに……今よりも卑怯になるのは願い下げだ。

「コトハの考え、認める。永遠ちゃんの力になる。誠心誠意で」

「うん。私も手伝う」

「迷惑かけて、すまない」

　彼女はブンブンと頭かぶりを振り、ぎこちなく笑った。

「そうだ。えっと……私、優ゆう一いちの事励ましてあげる」

「ん？」

　突然為なされた奇妙な提案に、俺は首を傾かしげた。

「蓬ほう子こちゃん。アイスとスプーン、私に持たせて？」

「ですが、コトハさんは身体が動かせない、ですよね？」

　同意を求めるように、蓬子が俺を見た。俺は頷うなずく。

「大丈夫。……アイスとスプーン、持たせて？」

「大丈夫とおっしゃられても……」

　たちまちシュンとなるコトハ（赤）。

「持たせてくれないの？」

「ええと、ですから……」

「持たせて、くれないの？」

「……………………分かりました」

　蓬子も折れてしまった……というか、これ以上強情を張れるヤツがいたら大したもんだ。

　白旗を上げた蓬子は希望通り、彼女の手の内にアイスとスプーンを持たせた。

　それから、コトハ（赤）は再び自分の隣りに俺を座らせ、満足そうに微笑ほほえんだ。

「ふぅ」

　どこか緊張した様子で、彼女は息を吐いた。それから、口を真一文字に結ぶ。

「…………おぉ」

　思わず目を見張った。眠っていて、身体を自由に動かせないはずの彼女の手が、ゆっくりと……動き始めている。

「いつから手が動くように──」

「静かにしてっ。今、集中してるのっ」

「……すいません」

　普通に怒られた……。

　太極拳でもしているように、コトハ（赤）は深く長い呼吸を繰り返している。そして問題の手だ。見れば動いているのは、スプーンを持った利き手だけ。それでも、アイスをすくう手つきには危なげがない。

　小さなアイスの塊が、ゆっくりと俺の口元に運ばれた。

「はい。あ～ん……」

　時間が経過するごとに、微かすかな震えを見せる彼女の手。時折手首が折れそうになってさえ、ここまで運んできてくれた。それだけで、何かが胸に詰まる。

　俺は口を開き、ありがたく厚意に甘える事にした。

「お、美お味いしぃ？」

「ああ」

　彼女がホッとした顔で「よかった」と言うと同時に、スプーンを持った手が自身の膝の上に力なく落ちていった。

「もう限界……」

「大丈夫か？　あんまり無理するな」

「だって、いつも食べさせてもらってばっかりだから……お返し、しないと」

　彼女は、疲労を感じさせる笑顔を浮かべた。

「章しよう子こさんに手伝ってもらって、時々……身体が動かせるように練習してるの。歩くのは無理でも、もっと色々やってみたいの。自分で身体を動かして、色んな事」













「……そうか」

「偉い、かな？」

「偉い」

　彼女ははにかみ、ふと表情を曇らせる。

「さっきので無理し過ぎちゃった。もう、時間なの」

　それに同じ日に二回の予知が堪えているのだろう。眠る事に抵抗があるコトハにとって、二度も意識を失うのは相当のストレスに違いない。限界というのも頷うなずけた。

「できればもう少し、こっちにいたかったんだけど……」

「無理するな。コトハ達たちは十分頑張った。今日はもうゆっくり休んでくれ」

　でも、と彼女が言い淀よどみ、それから気持ちを奮い立たせるように、やや語調を強めた。

「でも、せめて……永と遠わさんが超能力者じゃないって事だけでも、調べてあげたかったの」

「…………」

　可能性がないわけじゃない。むしろ、可能性としては大きい。

　永遠ちゃんの所属している芸能事務所に超能力者がいて、永遠ちゃんが出演する歌番組の収録現場にも、その超能力者がいる。どちらにも、永遠ちゃんは当てはまるのだから。

「大丈夫だ」

　自分の悪い考えを切り捨てるように、俺は彼女に言ってのけた。

「永遠ちゃんは超能力者じゃない。もしそうなら、俺が気付いてる。永遠ちゃんの髪の色が変わった時なんてないし、〈念動力テレキネシス〉の光も〈精神動力サイコキネシス〉の光も記憶にない。コトハの考えすぎだ」

「本当に、そう思ってる？」

「もちろん」

　理由を挙げていく間に、自分でもあり得ないと思えてきた。そうだ。あるハズない。あれば、永遠ちゃんは教えてくれた。裏切る前の俺になら、絶対に打ち明けてくれたハズなんだ。

　一種の自負心が鎌首をもたげ、杞き憂ゆうだと大声で主張する。俺はその主張を受け入れる事にした。

　俺の言い分に納得してくれたのか、コトハはこくりと頷いた。

「永遠さんが超能力者だったとしても、超能力者じゃなかったとしても、強力な超能力者の近くに居続ければ、何かしらの影響が出ていると思っていいの。だから……永遠さんにも影響が出てるかもしれないの」

　それは朗報だ。

「そういう事なら話が通る。きっとそうだ。永と遠わちゃんは超能力者じゃなくて、影響を受けていただけなんだ。さっき、俺達たちが疑問に思わなかったのはそれが理由だ。間違いない」

「役に立てた？」

「ああ。十分だ、相棒」

　彼女は優しく微笑ほほえんだ。俺は彼女からアイスを取り上げる。

「──そは、汝なんじが為ためにドアは開あく」

　いつも通りの挨拶をして、コトハ（赤）は眠りについた。すぐに人格交代でうなされ出す。俺はハンカチを取り出そうとして、アイスを蓬ほう子こに持ってもらおうとした。

「…………」

　彼女は……かなり不機嫌そうな顔でアイスを受け取った。

「どうしたんだ？」

「いいえ、別になんでもありません。ただ、お二人だけで内緒の話をされていますし……のけ者にされた気分になっていただけです。別に気にしていませんけれど」

　め、滅め茶ちや苦く茶ちや拗すねてるー……。

「いや、これはちょっと個人的な問題で……」

　などと言い訳していたら、コトハが苦しそうな吐息を始めた。こっちも大変だ。

「いえ、別に気にしてなどいませんよ？　私はチームではないですし。お二人だけの秘密の会話もあるでしょう」

　しかし、こっちも大変ご立腹だ。

「えっと……コレはつまり」

「ふぁあああんッ！」

「いいえ、私はお気になさらず。コトハさんのお加減を見守ってください」

　とりつく島もない言い方で、蓬子はアイスを食べた。それはついさっきまでコトハ（赤）が食べていたアイスだから間接キスになっているのだが……なんとなくそれを指摘するのはやけ食いをしている彼女の火に油を注ぐ行為になるような気がして、俺は何も言わなかった。

「ですが……どうして、私だけおかしいと感じる事ができたのでしょうか」

　蓬子の些さ細さいな疑問は、コトハのあえぎ声に掻き消され、風に吹かれてオフィス街へと運ばれていった。




　家に帰ると、玄関のドアノブが紛失していた。俺の帰宅が遅いので、母さんの悪戯いたずら心が爆発したらしい。仕方ないのでドア越しに平謝りする事三十分。なんとか家に入れてもらうと、こんどは俺の部屋のドアノブがなかった。トイレに行くとトイレのドアノブが消えていて、風呂場に至っては脱衣所のドアと風呂場のガラス戸が取りさられていた。今日はドア関係で攻めてみたかったらしい。

　長年の経験を活いかし、隠されていたドアノブ達たちを発見し速やかに所定の位置に戻した後、どこから出てくるのか分からない執念でもって実子との混浴を敢かん行こうしようとする母さんと不毛な攻防を繰り広げてから部屋に帰ると、コトハから着信とメールが来ていた。

　メールには、何度電話しても出ない事への文句が長々と書かれていて、本題がほんの数行だけ書かれていた。

『──ところで、永と遠わさんの次のお休みは土曜日だって。その日に男性恐怖症改善作戦第一弾を実行します。お昼までだけど予定は空けておいてね。遅刻厳禁っ！』

　文末には怒った顔文字まで付け足されている。

　俺は了解した旨のメールを送り、買ってきたばかりの永遠ちゃんのＣＤを聞いてみようとして、止やめた。色んな事がありすぎて、とにかく眠かった。

　寝る子は育つ。少しでも成長しておこう。






第五章






　土曜の朝。カーテンを開けた俺の目を、真夏かと錯覚するような陽光が突き刺した。目を瞬まばたかせ、反射的にカーテンを閉める。

　いやいや……身支度を整えて、すぐに出発しなければ。遅刻厳禁だ。

　ごくごく無難な服を選び、朝食もそこそこに家を出た。地元のママさんバレーの練習に参加していて母さんが不在だった事に感謝して、最寄り駅に自転車を走らせる。馴染みの駐輪場に自転車を停とめ、待ち合わせている駅前広場に足を踏み入れた。時間は待ち合わせの十二分前。余裕だろう。

「わッ！」

　遅刻回避に安あん堵どした俺のすぐ背後から、大きな声を出されて思わず飛び上がった。

「おはよっ。目、覚めた？」

　コトハだ。先日買ったキャップを頭にかぶり、ミリタリー系のジャケットにハーフパンツというアクティブな服装をしている。そして、まだ朝だと言うのにシャーベットアイスを手にしていた。おなか壊さないといいが。

「おはよう。……目なら、とっくに覚めてるぞ」

「ふぅん？　その割には、信号待ちしてる時におっきなあくびしてたよね」

　気を抜いた瞬間を盗み見られた……。

「蓬ほう子こ達たちには、もう会ったか？」

「蓬子ちゃん達なら来ないよ」

　アイスをかじったコトハは、初耳な情報を口にした。

「来ない？」

「うん。皆、予定が合わなくて。でも永と遠わさんのお休みは今日くらいしかないし。だから、今日は三人だけ。どうせなら、皆で来たかったよね」

「そうだな」

　肯定しながら、俺は別にこうも考えていた。三人なら、永遠ちゃんと話す機会も多い。ちょっとでも男性恐怖症を克服するには、まだ耐性のある俺と触れ合うのが一番いいハズだ。罪滅ぼしをするチャンスかもしれない。

　駅前広場の隅で、大陸を見つける冒険家のように目をこらすコトハ。

「永遠さん、もう来てるかな……」

「来てるよ？」

　余りにも自然な流れで会話に入ってこられて、コトハと俺は飛び上がった。

「と、永遠さんッ！　いつの間に？」

「ついさっき」

　しれっと答える永遠ちゃんは、薄紫のワンピースに薄手の白いジャケットを羽織り、日差し対策バッチリなツバ広の帽子を被かぶっていた。顔も少しは隠れそうだ。

「これで全員よね？　それじゃ、行こうか」

「うんっ、いざっ！」

　アイスを持った手で駅を指し、コトハは楽しそうに宣言する。

「動物園へ────って、ああッ！　アイスが溶けておっこちちゃった！」




　上機嫌から一転して半べそになったコトハと、有名人なのにのんびりと路線図を眺めている永遠ちゃんに挟まれて、満員気味の電車に揺られる事二十分ほど。そこから歩いて五分の距離に目的地の動物園があった。

「わぁ～、昔のまんまだぁ」

　園内に入ると、永遠ちゃんは感慨深そうな笑顔で辺りを見回した。

「花壇の位置も、お土産屋さんの場所も変わってない。この案内板も、色落ちしてて全然読めなかった。懐かしいなぁ……」

　──動物園に行きたいという永遠ちゃんの希望をコトハから聞いたとき、俺の脳裏に浮かんだのは、この動物園だった。なにしろ、ここは俺達が通っていた幼稚園の遠足で来た場所というだけでなく、この辺りで生まれ育った人間なら、動物園と言えばこの寂さびれた動物園を連想する。ある種のご当地あるあるというヤツだ。

「前から閉園しそうだったけど、残っててよかったよぉ。う～ん、来てよかった」

　まだ入園したばかりだというのに永と遠わちゃんはご満悦だ。

「あ、優ゆうちゃん！　来場記念のスタンプ押そう？　どっちが綺き麗れいに押せるか勝負ね」

「ん。──あれ、コトハは？」

　やけに静かだと思っていたら、コトハが忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　全く、落ち着きがないな──などと保護者目線で探していると、コトハが両手に巨大なソフトクリームを持って走ってきた。

「見て見て～！　美お味いしそうだから買っちゃったーっ！」

　早いよ！　アイスは中盤辺りで休憩がてら買うものだろ。

「永遠さん、バニラでいい？　二個しか持てなかったから、優ゆう一いちは我慢してね」

　別に悔しくないので、俺は頷うなずいておいた。別に悔しくない。ちょっとのぼり旗の『ジャージー牛乳を使った美味しいソフトクリーム』の文字が気にはなるが、別に食べたいわけじゃない──気になるだけだ。気になるから帰りに食べてみよう。

「ありがとう。お礼に、お昼はごちそうするわ」

　チロっとソフトクリームをなめて、永遠ちゃんは美味しそうに目を細めた。

「やった！　永遠さん太っ腹！」

「こらっ、女の子に対して『太っ腹』はダメ。お姉さん、悲しいぞ？」

「そっか。気をつけるね」

　あはは。うふふ。そんな感じで二人は笑い合い……俺は堪らず挙手していた。

「確認したい事がある。今日の目的はなんだっけ？」

「それは、永遠さんの男性恐怖症を──あ」

　はい、完全に忘れてたときの『あ』が入りましたー。

　コトハは明後日のほうを向いて、ソフトクリームにかぶりついた。

「も、もちろん覚えてたよ？　（ぱくっ）らから、れんぶわらしのさくひぇんり──」

「食べながら喋しやべるなって」

　久しぶりにやらかしたコトハを窘たしなめた俺の隣りでは、永遠ちゃんがアイスのコーンを千切って足下のハトに食べさせていた。

「……そう言えばそうだっけ」

　永遠ちゃんも忘れてたんですか……。

　──そういう事で。やっと話は本題に入った。

「えー、皆さん。お忙しいところ、お集まり頂き、ありがとうございます」

　粛しゆく々しゆくとコトハが挨拶して、彼女が考えてきたプランを説明する。

「今日はズバリ、永と遠わさんの苦手意識を克服したいと思います。方法は簡単！　優ゆう一いち。怖かったり不安だったりした時は、どうすればいいんだっけ？」

「それは……誰かにそばにいてもらうのが一番だ」

　俺が視線で永遠ちゃんに同意を求めると、

「いい子ね。よく覚えてました。偉い偉い」

　頭を撫なでられてしまった。嬉うれしいがこそばゆい。

「つまり、その安心効果が大事なんだよ。男の人である優一のそばにいる内に、段々と男の人全体に対する恐怖心が軽減されて──いつか完全に平気になるっ。優一がいるからこそ、できる作戦だよ」

「う～ん、なるほど。それなら荒療治ってほどでもないわね。コトハちゃん、あったまいいっ」

「へへへ……」

　照れくさそうなコトハの提案は理解できた。

「それで、具体的にはどうする？」

「うん。今日一日、優一と永遠さんは離れないで。常に近くにいる事。……トイレの時は例外で」

　トイレの話題が恥ずかしかったのか、コトハは顔を赤くした。

「案外難しそうだな？　どのくらい離れるとアウトなのか、線引きが曖あい昧まいだ」

「そこら辺は臨機応変に」

　要はこっちに丸投げの姿勢を取るんだな？

「だったら、腕でも組んでみる？」

　ポツリと。

　永遠ちゃんが遠くのほうを眺めながら、呟つぶやいた。

「腕？」

「ほら。カップルの人って、腕を組んでるでしょ？　そばから離れてない感じがしない？」

　証拠を示すように、園内にいた何組かのカップルをアゴでしゃくる永遠ちゃん。

「確かに……その手があるね」

　コトハが唸うなる。

「それじゃ決まりね。優ゆうちゃん。腕、貸して？」

　永遠ちゃんの腕がスルリと絡みつき、ぴったりと身体が寄せられる。

「自分で言ったのに……いざやってみると、ちょっと緊張するなぁ。これは効果あるかも」

　帽子の蔭かげから、ぎこちなく微笑ほほえむ永遠ちゃんの目が見上げてくる。顔もほんのり色付いて、彼女の言葉を裏付けする。

「やだなぁ。心臓の音、聞かれちゃいそう」

　いやしかし、俺からすれば……至近距離から香ってくる砂糖菓子のような甘い香り。全身が腕になったみたいに、感覚が研ぎ澄まされ、永と遠わちゃんから与えられる情報全すべてを漏れなく受け止めようとしていた。

　特に肘。なにやら……肘が、柔らかい物に触れているような気がする。ふわふわのスポンジケーキのような密度と反発、フォークを入れたらギリギリまで受け入れる柔らかさ。この感触は、位置から考えても──。

「タイムっ！」

　危うく全ての感覚が肘に集結するところだった。それを押おし止とどめてくれたコトハは、ひどく赤い顔で腕をブンブン振った。

「ダメだよ！　そういうのはまだ早いからっ。腕を組むのはちゃんとその、所定の手続きを踏んでからじゃないと、いけないと思います！」

　なんで敬語？

「それに、永遠さんは有名人なんだから、そういう紛らわしい事したらマネージャーさんに怒られちゃうよ！」

　間違いなく怒るな。下手すれば、消されるかもしれない。先日の『もしも手を出したらただじゃおかないぞオーラ』は殺意だった。

　思春期の男子としては名残惜しいが、彼女の未来と俺の命には変えられない。別の案を出そう。そう考えた時だった。

「だったら、コトハちゃんも腕を組めば？」

「私もッ？」

「そうすれば仲のいい友達同士みたいに見られるんじゃないかなぁ。名案じゃない？」

　木を隠すには森の中。一組の男女でそう思われるのなら、グループで挑めばいいというわけか。さすが永遠ちゃん──って、

「それはないよ！」

　ナイス、コトハ！

　俺の気持ちも代弁してくれたコトハが、永遠ちゃんに詰め寄る。

「ますます目立つし、変だよ！　それに優ゆう一いちが女の子二人と腕組みしてたら、ドＳな人が二股してるのを自慢してるみたいに見えちゃうから！」

「………………」

　うわぁ……人間性を疑いたくなる自慢だ。俺は血も涙もないように見えるだけで、中身は実に小市民的な感性しかないんだぞ。ゴミの分別は守るし、節電だって心がけてる。初日の出を見たら心が洗われた気分になる。アブノーマルな発想はしない。

「大丈夫。お姉さんを信じなさい」

　取り合う様子もなく、永と遠わちゃんがますます俺の腕を身体に押しつける。これは本当にマズい。肘が「むにっ」てなった。「むにっ」って。

「優ゆうちゃん、そんなに平気そうな顔しないで、ちょっとくらいドキドキして？」

「あ……いや、その……あ、うん。えっと、ごめん」

　何を言えばいいものやら、言葉を探しているとコトハが上着からメモ帳を取り出した。

「今の動き──口をちょっと広げて左下を見る！　私の研究だと、この動きをした優ゆう一いちは考え事をしている時だよっ。しかも途中で頭もかいたし……これ以上ないぐらいに動揺してるはずっ！」

　あのメモ帳にはそんな利用方法もあったのか？　俺の内心が筒抜けだ！

「そうなの？　う～ん、だったらお姉さん。ちょっぴり嬉うれしいな。私だけ緊張してるなんて、悔しいもん」

「いや……永遠ちゃん、そんなにくっつくと……あんまり、よくないよ」

「おや？　優ちゃんの口調が可愛かわいくなってきたよ」

「……『声の高さは変わらないのに、弱気に聞こえる』っと」

　永遠ちゃんが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、コトハが熱心にメモを取る。嫌なチームプレーが出来上がっていた。

「ほら、コトハちゃんもメモ取ってないで腕組みしようよ。私の顔に免じて、ねっ？」

　コトハは渋い顔でソフトクリームのコーンをかじり、やがて覚悟を決めた。

「……『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その八。『イベントごとでは躊躇ためらうな──踊る阿あ呆ほうに見る阿呆、それより上の止まらぬ阿呆』っ！　町内会のちびっ子相撲にも小学六年生まで皆勤出場した私に、恥じらうものなど何もない！」

「ちびっ子相撲って単語を久々に聞いたぞ」

「ちなみに優勝経験は三回。……お米が一俵貰もらえたからね」

　そういうとこでも生活感が出ちゃうのか……。とりあえず、この情報は俺の胸三寸にしまっておこう。特に親おや川かわ辺りの耳に入ったらどうなるか分からん。

「それじゃ──行くよ？」

　いそいそとコトハは永遠ちゃんと逆に回り込み、腕を組んできた。

「……うん。なんか、ひざまくらとは違う緊張感があるね」

「……奇遇だな。俺もそう思う」

　今は膝より肘にきてる。何がきてるかは、お察し下さい。

「それじゃ、行こっか。優ちゃんからちょっとでも離れたら、負けね？」

「え、これ勝負なの？　──だったら負けないよ！」

　永遠ちゃんの無む茶ちやぶりにコトハがノリ良く応じ、美少女二人に連行される宇宙人のようになった俺は、ただただ従うしかなかった……。




「あ、キリンだよキリン！　首、長っ！」

「エサも売ってるよ。買ってみようかぁ」

　えーっと……コレはどうしたものなのか。

　今日は休日で、時間が過ぎるにつれて来客数も多くなる。家族連れにカップルが和気あいあいと動物にエサをやったり、意外な生態に感心したりしている。

　そんな中。何をしなくても視線を集める美少女二人が、和気あいあいと談笑しながら園内を歩き回っているわけだ。

　ただし、俺を挟んで。

　人々の問いたげな視線が痛い。

　──なんだあれ？

　──どういう関係なんだ？

　──お母さん、あの人達たちはどうしてくっついてるの？　人には色んな事情があるの。

　目は口ほどに物を言い、異質な空気はさざ波のように心に届く。

　やっぱり、これは逆効果だったんじゃないかな……。

「優ゆう一いち、ちょっとこのエサの袋持ってて」

「……はい」

　俺のポジションに近い物を言うなら、アレだ。ちょっと広い映画館の肘置き。飲み物だけじゃなくてポップコーンも置けるくらいのスペースがあるヤツ。今の俺は、二人の為ために両手でエサの袋を持って直立不動の体勢だ。

　目の前では三頭のキリンが、入れ歯が外れたみたいにフガフガしながら首を伸ばしている。鼻先にあるのは、コトハと永と遠わちゃんが差し出した生野菜のエサだ。

「来たよっ。……キリンってまつげも長いね」

「あ、そうそう。キリンってウシの仲間なんだよ。スタイル違うよねぇ」

「だから、黄色いウシ柄なんだ！　勉強になったよ」

　エサを食べてくれた感動より、ズレた会話が続行されていた。……しかし、キリンの角みたいな部分はなんの役割があるんだろう。車のサイドブレーキみたいだよなぁ。昔アフリカに旅行に行った時、母さんがあの部分を掴つかんでキリンを制御したとか言ってたけど……いやぁ、さすがに嘘うそだろ。

　それからもゾウやら猿山やら回り、やがてポニーのいるスペースに行き当たった。

「乗馬体験が出来るの？」

　コトハの琴線に触れるものがあったらしく、目をキラキラさせた。

「やってみたいのか？」

　彼女は激しく首を上下させた。

「時代劇に馬はつきものだよ！　波打ち際を白馬で走るんだ！」

　あぁ、見た事ある。殿さまなのに暴れちゃう人が主役のドラマだ。

「せっかくだから体験したほうがいいよ。私達たち、見てるから」

「乗らないの？　乗馬なんてお金持ちの道楽なんだから滅めつ多たにできないよ」

「うん。……インストラクターさん、男の人だもん」

　永と遠わちゃんの言う通り、乗馬コーナーでポニーを撫なでているのは壮年の飼育員さんらしい男性だった。

「ごめんっ。うっかりしちゃった」

　気まずさを覚えたのか、コトハはバツが悪そうに手を合わせた。

「いいわよ。さ、楽しんできて？」

「うんっ。優ゆう一いち、ちゃんと写真撮ってね」

「ああ」

　俺の返事に太陽に似た笑顔を見せて、彼女は走っていった。

　コトハに解放されて、自由になった腕を大きく回す。

「コトハちゃん、嬉うれしそう……」

　未いまだに俺の腕を取っている永遠ちゃんが、静かに呟つぶやいた。

「コトハはいつもあんな感じだ」

「ニコニコしてて、楽しそう？」

　俺はケータイを取り出し、カメラを起動させた。

「ああ」

「そうね。ホントに──」

　続きがあるような言い方だったが、永遠ちゃんは何も言わなかった。

「永遠ちゃん？」

「────ねぇ、優ゆうちゃん。ちょっとだけ、他の所も見てみない？」

　突然、そんな事を言い出す。

「いや、コトハに写真を……」

　言い返そうとしていた言葉を失う。

　彼女は俺の腕どころか身体半分に全身を押し当てて、耳元に唇を寄せてきた。

「──やっと二人きりになれたのよ？」

　囁ささやかれる。

「私の言う事に従えないの？」

　急速に、身体の芯が冷えていく。奇妙な心地だ。気を抜けば奥歯が鳴るくらいの寒気を感じるのに、額からは脂汗がにじんでいる。表面を砂漠の太陽に焼かれ、内面を北極圏に置き去りにされたような。

　言えるのは、この声にただならぬ威圧感があるという事。従わなければならないと思う、強制力。

　いつの間にか、俺は彼女の言葉に従っていた。起動させたケータイをポケットに突っ込み、乗馬コーナーに背を向ける。

「いい子ね。それでいいわ」




　永と遠わちゃんに連れられたのは、様々な鳥類が観察できる一角だった。南国にいるカラフルな鳥が聞き慣れない鳴き声で出迎え、進むと猛もう禽きん類るいがぎらつく眼光で射貫いてきた。目にも鮮やかな羽根と、タカやワシの荒々しさに小さな子ども達たちが興奮した様子でオリに食いついている。

「……かごの中の鳥ね」

　出し抜けに、永遠ちゃんはそんな事を言った。

「かごめかごめよ。優ゆうちゃん。かごの中の鳥は、いつ、かごから出てくると思う？」

　俺は頭の中で、歌の一節を口ずさんでみた。

「確か……夜明けの晩、だっけ」

「違うわ。鳥かごが壊れた時よ」

　どうやら、歌詞の話ではなく、現実に置き換えた話をしているようだった。

「こうやってかごがあるから、人は安心して鳥を見れる」

　永遠ちゃんに促うながされ、俺達は次の展示コーナーへの導線に従った。その移動中も、彼女は話を続けている。

「鳥に限った事じゃないわ。この動物園全体が、そうなってる。人間が作って、強度や信頼性を分かっているオリが私達の安全を保障してくれる。……もしオリが壊れたら、大変な事になるわよね」

　想像できる？　と、背を向けたまま、永遠ちゃんが静かに笑った。

「人間より大きいゾウとか、ツメが鋭いクマなんかが暴れたら大変。捕まえるのにも、骨が折れるわ。比喩表現じゃなくて、本当に折れたりするかも。──それはどうして？」

　また、至極当たり前の事を訊きいてくる。

「動物だからだよ。動物は言葉が通じない」

「ええ。言葉が通じない──意思の疎通が出来ず、ワケが分からないから。ワケが分からないけれど、優れた能力を持っている。そんな動物達を人間が無理に押し込めているのが、ここなの。人間は、ワケが分からない物を放置できるほど強い精神を持っていない」

　にわかに哲学染みてきたので、俺の脳細胞が早めのギブアップを要求してきた。

「……難しいね」

「それじゃ、違う例題にするわ。──ワケが分かるものと、ワケが分からないもの。その両者に決定的な違いがあるとするなら、それはなんだと思う？」

「ワケ、だから……意味とか原因が、しっかりしてるかどうか、かな」

「そう。意味や原因を知って納得できるか否か。もっと言えば、第三者と共有できるかどうかよ。自分の頭の中だけで分かっていても、伝えられなければワケが分からないと言われてしまう」

　説明が下手な人が言われてしまいそうな、手厳しい指摘だ。俺も苦手だから耳が痛い。

「詰まるところ人間は、他者と価値観が共有できる物が好きなのよ。お金。地位。ブランドのバッグ。オリンピックの金メダル。学歴。ルックス。マイホーム。希少価値の初版本。命。等しく一定の価値があって、共有し、評価される物」

「逆に……ワケが分からない物はどういう物？」

「万人が共有できない物よ。例えばＵＦＯ。魔術。超能力。魂──まとめると、オカルト関係が代表的かしら。世間一般の反応を考えてみれば分かりやすいかも。テレビの討論番組でも反対派の学者がふんぞり返って言うでしょ──『科学的に立証してみせろ』って」

　やっと俺でも分かるようになってきた。いつかコトハの言っていた話だ。

　──人は価値観が共有できない人間に対してとっても冷たい。圧倒的多数が共有する当たり前から追い出された少数派は、どう足あ掻がいたって元には戻れない。その当たり前の外にあるのが、非現実的な存在──オカルト。

「人間にとっては、ワケの分かる物だけが、当たり前に存在していい物なのよ。把握できなければ排除する」

　永と遠わちゃんは立ち止まった。ちょうどライオンのオリの前で、居眠りをしていた雄ライオンが、鬱陶しそうに片目を開けた。

「私も、そう思うの。目に見える物が全すべて。目に見えない物なんてくだらない。ＵＦＯはないし、ネッシーだってねつ造。魔術は思い込み。幽霊の正体見たり枯れ尾花。魂なんて信じる人間の気が知れないわ」

　最後の一言は、さすがに言い過ぎではないかと思った。

「魂はあるかもしれないよ。輪りん廻ね転生って話もあるし」

「まさか〈ソウルメイト〉を信じてる、だなんて続けたりしないわよね。そういう事を言う人間を電波っていうのよ」

　先んじて全面否定をされ、二の句が継げなくなる。

　……永遠ちゃん、二人きりになってから雰囲気が少し変だ。

「目に見えない物はくだらなくて、頼りにならない。全部、一つ残らず。人の心も」

　永遠ちゃんが、ゆっくりと俺を見上げた。真昼に近いと言うのに、彼女の瞳は暗く見えて、まるで奥深い井戸の底をのぞき見ているかのような錯覚を覚えさせた。

「──優ゆうちゃんが、私の事を裏切ったのがいい例よ」

　その井戸に、俺は落ちた。臓ぞう腑ふが抜け落ち、足下が一気に崩れる。

「……覚えて、たの？」

　喉が強こわ張ばり、上う手まく発音できなかった。そんな俺をあやすように、永と遠わちゃんの口調はどこまでも優しい。

「忘れるわけないじゃない。日付も時間も場所も、優ゆうちゃんのズボンの折り目まで覚えているわ。それなのに、優ちゃんはどうしてその事を訊きいてこないの？」

「永遠ちゃ──」

「やり過ごそうとしたの？」

　まるで断頭台にかけられたように、時間稼ぎの言葉は断ち切られた。

「私が覚えていなければ、思い出しさえしなければ、やり過ごせると思った？　人の記憶は一緒じゃないから、逃げられるとでも思っていたの？　──あの女が入れ知恵したのね」

　途切れることなく、永遠ちゃんは話を続ける。瞬まばたき一つせずに俺の顔を見ていて、口の動き以外は余計な動作を一切放棄していた。

「木こ枕まくらコトハ。あの女がいたから、優ちゃんは冷静でいられた」

「違う……コトハは、俺がちゃんと謝るように、協力してくれたんだ」

「あのニヤつく事だけが取り柄えの女に、私の優ちゃんがこんなにたぶらかされるなんて……忌々しいけど能力ちからは本物のようね」

「能力……？」

　唇に、冷ややかな物が触れた。永遠ちゃんの指だ。

「そうそう、さっき言い忘れてたけど。超能力、コレはあると思うわ。くだらないのに変わりはないけど。あんな物、どうにでも好きなようにできる。私はね」

　その時だった。すぐ近くから唸うなり声ごえが聞こえてきて、緊迫していた俺は過剰とも言える動きでオリに視線を向けた。寝起きで機嫌が悪いのか、立派なたてがみをしたライオンがオリの向こうからこちらを睨にらみつけてくる。

　スッと永遠ちゃんがライオンに顔を向けた。

「──仔ネコは毛玉でも喉に詰まらせてなさい」

　百獣の王はネコと軽んじられた事に腹を立てたらしく、憤いきどおりを露あらわにして吠ほえ哮たける。

　そして──キバを剥むき出だしにして、動きを止めた。反比例して目の瞳孔が激しくぶれて、息切れを思わせる呼吸が空気を裂く。コヒュー、コヒューと、壊れた笛に似た音が鼓膜に刺さる。

「これで少しは静かになったかしら」

　俺は踏ん張り切れなくなったライオンが、倒れ伏す様子を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「一体、何が……」

「簡単な事よ。あのネコに喉に何か詰まってると思わせてあげただけ」

　ツゥと、口元だけで永と遠わちゃんが微笑ほほえんだ。

「これが私の能力ちから──〈催眠ヒユプノ〉。私は声でも視線でも、相手が五感で私を認識した瞬間から、催眠下に置くことができる。知り合いからは〈総身催眠パーフエクト・ヒユプノ〉なんて言われてるわ」

「能力……〈総身催眠パーフエクト・ヒユプノ〉？」

「分かってるくせに。お姉さんを困らせないの──暗号名コードネーム・〈茨いばらの騎士〉」

　腹部にマンホールが出来たかのように、底冷えのする風が吹き抜けたような気がした。

「木こ枕まくらコトハ、暗号名コードネーム・〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉。小こ日ひ向なた蓬ほう子こ、暗号名コードネーム・〈朧おぼろかぐや〉。悠ゆう里り夏か来こ、暗号名コードネーム・〈獣爪の令嬢ブルート・ブラツド〉。尾お森もり歌うた、暗号名コードネーム・〈銃公女ガンネリーナ〉。全員がどんな超能力を持っているかも言ってあげる？」

「それを、どこで……？」

「夏来ちゃんと歌ちゃんからよ。連絡先、交換したでしょ？　あの二人は私に心を開いてくれてるみたいだったから、楽勝だったわ」

　俺の口に人差し指を押し当てたまま、永遠ちゃんは慈しむように目を細めた。

「あと邪魔なのは、あの女の厄介な能力だけ……でも、それも終わり」

　頬ほおに、手が移動してきた。冷たく、心地いい体温。

「私の能力で作り上げた初めての人。私の大事な、たった一人の人。──そして私に逆らった、許せない唯一無二の人。私の、私だけの優ゆうちゃん」

　彼女は髪を耳にかけて──それから俺にキスをした。

　しっとりと濡ぬれた唇の感触。どうしようもなく柔らかく、溶けてしまいそうなほどに熱い。甘い。ミルクの味がする。さっきのソフトクリームだ。こんなに甘い味だったのか。

　粘膜に覆おおわれた舌が、こちらに差し込まれる。ぬるりと忍び込んだ永遠ちゃんの舌が、前歯の両面から奥歯まで余す所なく、蹂じゆう躙りんしていく。情け容赦のない密ひそやかな暴力に、俺はどう対処すべきか分からず、ただなされるがままになっていた。

「────んっ」

　彼女が身体を引く。薄く開いた口と俺の口を、透明な糸が伝っていた。唾液の糸は自重に耐えきれなくなって、切れて、落ちた。

「ちょっと夢中になっちゃった。う～ん、反省反省」

　彼女の余韻が残る唇を、他でもない彼女の指先がなぞる。

　俺は喉を鳴らし、口の中に溜たまった唾液を飲み込んだ。その中には多分に自分の物ではない物が混ざっていたに違いなかった。

　永遠ちゃんが、不意に視線を逸そらした。俺も釣られてそちらを向く。

　コトハが立っていた。余程俺達たちを探していたのか、額にはうっすら汗が浮かんでいた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすコトハに、永遠ちゃんは冷ややかな笑みを見せた。

「思ったよりも早かったわね。でも、ちょっとタイミングが悪かったかしら」

「永と遠わ、さん……？　何してるの？」

「キスしてたの。あなたみたいなお子さまにも分かるように言えば、チュウ」

　コトハは顔を赤くした。目を吊つり上あげ、固く拳を握る。

「怒った？　でもね──頭に来てるのはこっちよ、睡眠不足の電波女」

　余裕のある笑みを消し、仮面のように一切の感情を消してみせる永遠ちゃん。

「あなたのせいで、優ゆうちゃんを囲っていたかごに傷が入った。優ちゃんは、ずっと昔のままでいるはずだったのに。あなたがヘラヘラ笑ってたぶらかすから、優ちゃんの気持ちがふらついた。私にはそれが許せない」

　気持ちを抑えるように息を震わせ、コトハは今にも爆発しそうな声で言った。

「優ゆう一いち、は……永遠さんの物じゃないよ」

「笑わせないで。安眠枕？　物扱いしてるのはどっちよ」

「……………ッ！」

「こっちはね、十二年も待ったのよ。十二年。なのに、優ちゃんの記憶は悲しいくらい曖あい昧まいになってる。それもこれも、記憶や心なんていう曖昧な物のせい」

　すると──不意に、耳鳴りがした。次いで、ライオンのオリの中に異変が起きた。全身を痙けい攣れんさせ、舌をだらりと垂らした獣の横に、ノイズが起こる。

　空間が歪ゆがむ点では陽炎かげろうや蜃しん気き楼ろうのようでもある。だがそれ以上に、映像がブレた瞬間のテレビ画面を想起させる風景の荒れ具合。

　すぐにそのノイズは立体的な影になり、スーツ姿の女性へと姿を変えた。

「蓮レンちゃん、そろそろいいわね──って、ちょっと着地点を間違っちゃった！」

「魚うお池ちさん、盗聴器なんて趣味悪いよぉ。どこに仕掛けたの？」

　タイミングのいいマネージャーの登場に、永遠ちゃんが服を探りながら訊きいた。

「教えないわ！　可愛かわいいアーティストが大事だから、私はどんな手段も辞さないっ。──あらあら、このライオン虫の息じゃない。早く催眠を解いてあげないと逝いっちゃうわ」

「解いてあげてもいいけど……そこにいたままじゃ、魚池さんが危ないよぉ」

「そうね！　今すぐそっちに行くわ──」

　ラジオの周波数を合わせる過程を視覚化したようなノイズの塊が、オリから永遠ちゃんの隣に移動した。

「元・羽は島しまグループ特務機関〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉所属の〈瞬間移動テレポーテーシヨン〉の超能力者──魚池零れい。かつては〈ライトニング〉と呼ばれていたわ。今はフットワークの軽い敏腕マネージャーよ」

　メガネの位置を直して、魚池さんが胸を張った。

　永遠ちゃんはライオンのオリに手をかけた。

「──なぁんてね」

　その一言が〈催眠ヒユプノ〉を解除するキーワードだったのか、横たわっていたライオンは悪夢から跳ね起きたように立ち上がった。動物も驚くと目を丸くするのか。

「ナイスよ、蓮レンちゃん！　さ、お仕事お仕事！　まずはオカルト関係で厄介な羽は島しまを潰すわよ！　私の情報網と、夏か来こちゃんと歌うたちゃんから仕入れた情報でじょじょに内部も催眠状態にかけて骨抜きに！　そうすれば、他社の超能力者など恐るるに足らずッ！」

「はぁい。頑張るよぉ」

「うふふふっ……この国、いやさ世界が蓮ちゃんの色に染まる日は近いわね！」

　舞い上がる魚うお池ちさんに肩を抱かれ、永と遠わちゃんはやんわり微笑ほほえんだ。

「またね、優ゆうちゃん。それと──コトハちゃん」

　笑顔がノイズに変わり、それからすぐに永遠ちゃんと魚池さんは姿を消していた。

　俺は、誰もいなくなった空間から目が離せなかった。

「ぅわ、ライオンじゃんっ！　すげーっ」

　そんな子どもの声が聞こえてきて、数人の子どもがライオンのオリに駆け寄ってきた。

「……さっきまで、この辺りは誰も近寄ってなかったよ。多分、永遠さんが誰も近付かせないようにしてたんだね」

　永遠ちゃんの能力は〈総身催眠パーフエクト・ヒユプノ〉。見られただけでも催眠効果を発揮できる。近付かせないぐらい容易なのか。

「……コトハ」

「何？」

「永遠ちゃん、覚えてた」

「うん」

　互いに、よそよそしい響きのする声をしていると、感じた。その距離感をどうすればよいのか、測りかねて、俺はただつま先で石畳を蹴った。

「俺も永遠ちゃんの催眠にかけられていたらしい」

「ねぇ、優ゆう一いち。十二年、って何の事？」

　俺はもう一度、石畳を蹴った。

「十二は……永遠ちゃんの好きな数字だ。だからいつも、俺は十二分前には、そこにいなくちゃいけなくて……」

「そう言えば、永遠さんのデビューシングルのタイトルも『十二年目の約束』だったよね」

　俺は地面を蹴っていた足を止めた。

　待てよ。確か……俺達たちは何かを約束してた。そう、大体十年くらい前に。もしかすると、十二年前かもしれない。いや、きっとそうだろう。

　俺は頭をかきむしった。

　──思い出せ。どうして、覚えてないんだ。こういう大事な事に限って、どうして俺は忘れている？

　何かをしていた。何かを約束していたハズなんだ。

　記憶を辿たどる。今日の記憶。動物園、駅前の待ち合わせ。

　それから、久しぶりに出会った時の記憶。そこで何を話した？　そうだ、昔話を尾お森もりさんにせがまれてたっけ。それで、指輪の話が──。

「……指輪」

「指輪？」

　呟つぶやいた一言を、コトハに聞かれた。俺は彼女の方を見ず、ハッとして呼吸するのも忘れた。

「指輪だ──永遠ちゃんにあげたオモチャの指輪！　それを、俺達たちはタイムカプセルに入れたんだ！　それを、十二年後に掘り起こす約束をしてた！」

『優ゆうちゃん？　──私のデビューシングルの曲名、どう思う？』

　やっと分かった。永と遠わちゃんは、俺との約束を守る為ために帰ってきたんだ！

　いつの間にか、俺は動物園の出口を目指して走り出していた。

　コトハに名前を呼ばれ、彼女が追ってきている事に気がついた。

「どこに行くのッ？」

「タイムカプセルを埋めた場所だ！　まだあるかどうか、確認しに行く！」

「覚えてるのッ？」

　ああ、と俺は確信を持って返事をした。

「間違いない！　俺と永遠ちゃんが何かを隠す場所といったら、一カ所だけだ！」




　動物園から飛び出した俺達は、折良く到着したバスに乗り込んで駅に向かった。駅前の花屋で小さなシャベルを買い、また違う路線のバスに乗り込む。休日の昼時だけあって、バスの座席は空いていなかった。俺はつり革を握りしめ、緩慢に流れていく景色を眺めた。

　園芸用のシャベルを手にした無表情の男が仁王立ちになっているというのは、けっこうな恐怖心を煽あおるようで、運悪く俺の前の座席に座っていた子どもが泣き出してしまった。

「はい、泣かないで？　この人、こう見えて大人しいからっ」

　コトハが幼児をなだめるように言って、俺の顔を引っ張った。

「ね？　噛かみついたりしないでしょ？　だから安心してっ」

　そんな風にフォローしてくれる彼女の言葉すらロクに入ってこない。道が、段々と見たことのあるように感じられるようになってきた。曖あい昧まいで断片的な記憶がつなぎ合わされ、足りない部分を補い、また変化を認める。

　──覚えている。通りの向かいにある駄菓子屋の看板。変わった屋根の家。小さな道祖神のある曲がり角。バス停の文字は十二年前よりもかすれていて、木造の一軒家は三階建てのアパートになっていた。

　一つの角を、一基の信号機を通過する毎に戻っていくような気分になる。

　あの頃へ。永と遠わちゃんと過ごしていた、あの頃の俺へ。




　あの公園に一番近いと思われるバス停で下車し、公園に入る。

　俺が通っていた幼稚園に近い場所にある小さな公園。入る時に公園の名前を確認して、こんな名前だったのかと驚いた。子どもの時には「いつもの公園」としか呼んでいなかったし、あの時以来、近付くのが怖くて寄りつかないようにしていた。それに、小学校も中学校も家から近い場所で、こちらとは無縁の場所だった。

「十年……いや、十二年ぶりに来た。近付かないように、してたから」

　誰に言うでもない独り言に、コトハが息を飲んだ。彼女にも見当がついたらしい。

　だから、隠さず答えることにした。

「そうだ。俺は──ここで、永遠ちゃんを裏切ったんだ」

「ここで……？」

　背後にいるコトハに、俺は頷うなずいてみせた。その動きだけで分かってもらえるハズだった。

　俺は視線を動かした。あともう一つ、この場所で重要なのは……。

　園内を囲うように植えられた樹木。この木の数も、偶然に十二本だった。確か、それの入って右側──一本目の木の下。そう、優一だから一本目だ。

　俺は木の根元を掘った。少々堅いが掘れない事もない。何より、幼稚園児の俺でも掘れたんだ。今の俺が掘れなくてどうする。

　隣りでは、コトハも無言でシャベルを動かしていた。逆手に持って、地面に先端を突き刺している。

　ガキッ。手応えがして、俺はシャベルを持つ手に力を込めた。コトハも手伝ってくれて、異物の上に蓄積していた土が除よけられる。

　やがて現れたのは、クッキーの小さな缶だった。こびりついた土を手で払い、息を吹きかけ、砂すな埃ぼこりに咳せき込こむ。その甲か斐いあって、表面に書かれた文字が微かすかに読み取れた。

『とわ・ゆういち』

　自分の名前は自分で書いたのだろう。油性マジックで書かれた文字は、永遠ちゃんの字は整っていて、俺の名前は大きさも形も滅め茶ちや苦く茶ちやで読み難にくかった。酷ひどい字だ。

　俺はその缶を開けようとしたが、さび付いていてなかなか開かない。もどかしくなって、スコップを隙間に差し込み、テコの原理で無む理り矢や理りこじ開ける。

　勢いがつきすぎた。コトハの「あっ」という声と共に、楕だ円えん形けいのフタがポンと飛ぶ。

　そして、飛んだのはフタだけではなかった。中から小さなプラスチックの塊が飛び出してきて、土が剥むき出だしの地面に転がった。

　コトハがそれを拾い上げ、ジッと見つめる。

「これが……」

　ハートのついたオモチャの指輪。コトハが手にしているのは、俺がかつて永と遠わちゃんに贈った結婚指輪に違いなかった。

　まだ缶の中に何かが入っている。白くて、ちょっとザラザラした紙……画用紙か。それが折り畳まれて、入っていた。俺は画用紙を開き、そこに書かれた文字を読んだ。

『こんいんとどけ。すいれんじとわと、ないとうゆういちは、おおきくなったらけっこんします。ちかいます』

「………………」

「これって……」

　コトハが俺から紙を奪い、食い入るように見た。

「これが十二年前の約束？　ってことは、つまり……」

　俺は足から力が抜け、地面に座り込んだ。そのまま空を見上げる。

　頭上を覆おおった枝の向こうには、まだ高い場所にある太陽があった。網膜を焼くような光に目を細めながら、俺は思い出していた。いつだったかの──会話を。




『よし！　これでだれにもみつからないね！』

『そうよ、ゆうちゃん。じゅうにねんまったら、わたしたちはおとなよ。それで、このかみをもってやくしょにとどけるの』

『わかったよ！　──あーあ、はやく、おとなになれないかなぁ』

『だったら、いいことをおしえてあげる。たくさんねたら、はやくおとなになれるのよ。そういうのを、ねるこはそだつ、っていうの』

『へぇ～、そうなんだ。とわちゃんはすごいなぁ。それじゃ、ぼく、いっぱいおひるねするよ！　それで、はやくおとなになって──とわちゃんとけっこんするんだ！』






第六章






　永と遠わちゃんは、俺の裏切りを覚えていた。

　それも俺の記憶よりも微に入り細にわたり、克明に。

　いや……その俺の記憶でさえ、もしかすると彼女の能力で何か手を加えられているのかもしれない。かつての俺が、永遠ちゃんが持つ能力の影響を受け続けていたとしたのなら大いに考えられる話だ。

「────内ない藤とう、どうかしたの？」

　中なか友ともから声をかけられて、俺はぼんやりしていた意識を戻した。

「別に」

「そう？　それにしては、なんだか様子が違うけど。……あと木こ枕まくらさんもね」

　俺は答えず、何のことか分からないな、という風に首を捻ひねってみせた。

　──週が明けた月曜日。科目は体育だ。

　つい先日までは無意味に延々とランニングさせられていたが、今はソフトボールの試合をしている。今は俺のチームが攻撃で、バッター以外はこんな風に隅の方でダベっていても、なんの問題もなかった。……というよりも、虚弱体質で有名な体育教師、町まち谷や先生の方に問題がありそうだ。現に木陰でぐったりしている。直射日光で生命力を奪われたらしく、保健委員が二人、付き添っている有様だ。

「ま、何があったのかは分からないけど……何かイベントがあったことだけは分かるよ」

　こちらのチームのバッターが出塁し、親おや川かわのヤツが無駄に素振りしてバッターボックスに向かった。主に「ヘンタイ」という単語が含まれる声援──みんな異様に肯定的な──を受け、調子に乗って予告ホームランのポーズまでしている。

「木枕さんに何かしたの？」

「コトハには……何も」

「木枕さんには、ね。その言い方だと、他の誰かには何かした、みたいに聞こえるよ」

　バッターの親川は一球目を見送った。判定はストライク。

「大したことはない。幼おさな馴な染じみと会っただけだ」

「へぇ。それはまた、ギャルゲー鉄板の属性だね。世話焼きのお姉さんタイプ？　それとも、世話の焼ける妹タイプ？」

　そういう言い方なら、多分前者──なのかな。合っている自信がないし、答える義務もなさそうなので、「分からん」と流しておいた。

「その人の属性は気になるけど、それよりも木枕さんの態度の方が気になるな。全然話そうともしないし……その割に内藤の事をチラチラ見てる。それで凄すごい勢いでメモ帳に何か書き殴ってる。悶もん々もんとしてるの丸わかりだよ──ホントに幼おさな馴な染じみさんと会っただけ？」

「ああ」

　俺は、短く答えて立ち上がった。ズボンの汚れを払い、バッターボックスに向かう。

　そこでは、ツーストライクと追い込まれて、三球目でデッドボールを受けた親おや川かわがのたうち回っていた。見間違いでなければ、ボールはアイツの股間にストライクしていたはずだった。




　早めに切り上がった体育の後、内股で歩く親川に肩を貸し、俺は校舎に入った。

「ぁ、内ない藤とう……もうちょっと、ゆっくり歩いてくれ……っ」

　前まえ屈かがみになった親川が、か細い声で訴えてくる。耳にかかる吐息が気持ち悪いことこの上ないが、同じ男として痛みには共感が持てた。黙って頷うなずいておく。

「くそう……事故とはいえ、俺は男相手に痛めつけられて悦よろこぶような趣味は──おう？」

　親川の視線を追うと、ゲタ箱に寄りかかり、一人の女子が立っていた。

　体操服姿の悠ゆう里りさんだ。先に授業を終えて、誰かを待っていたらしい。

　彼女は俺の姿を確認すると、キッと両目を吊つり上あげた。

　あれ？　なんか怒ってる。

「内藤よ。こいつァ天の助けだぜ……」

　悠里さんを見て、親川が真に迫った声を出す。

「この痛みを夏か来こさまから受けた痛みだと思えば──あ、もちろんシチュエーションも想像してだぜ──激痛から逆に、腰が砕けるように甘美な快感へと変貌を遂げるッ！　個人的には、夏来さまにボンデージを着て欲しい！　俺はイスに縛り付けられて──」

　もう大丈夫そうなので、俺は親川を放置して悠里さんに話しかけた。

「何か用か？」

「まぁね」と、にべもない返事。

「ちょっと顔、貸して」

　人前でしたくない話題のようだ。靴を履き替えて、廊下を移動する彼女の後に続いた。

「……用件は？」

　校舎の北側にある階段下の暗がりに到着すると、俺は先に用件を聞くことにした。授業もそろそろ終わる。人目が多くなる前に、済ませておきたかった。

　外から帰ったからか、埃ほこりっぽい空気はひんやりと感じられる。奥に置かれた事務用品の段ボールや机の余りが物置を連想させて、父方の田舎にあった土蔵を思い出した。

　そんなノスタルジックな思いとは裏腹に、振り返った悠里さんの目は燃えていた。

「アンタ、コトハに何したの？」

「何も……」

「嘘うそ。絶対、何かした」

　疑う余地はないとばかりに、手に力を込める悠ゆう里りさん。刺とげ々とげしい美貌を近付けて、食い縛った口から野生的な八重歯を覗のぞかせる。

「えっと……何か、コトハが言ってたんでしょうか？」

　確認すると、今の今まで好戦的だった悠里さんの勢いが、にわかに緩んだ。

「……はっきりとは、言ってない。第一、何も答えてくれない」

　という事は、コトハは永と遠わちゃんの〈催眠ヒユプノ〉に悠里さんがかかっていた事をバラしていないのか。抵抗もできない能力で情報を漏らしたという事実を伝えて、悠里さんを傷つけたくないのだろう。

「どんなに訊きいても、黙ってる。元気がなくて……」

　明らかな戸惑いを見せた彼女は、頬ほおを上気させていた。

「……それで無む理り矢や理り、アタシをマットに押し倒した」

　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ン……。

　間延びしたチャイムを聞き終えてから、俺はやっとのことで言葉を発した。

「すいません。話の全容が掴つかめないんですが？」

　最後の一言だけ世界観が違った。酷ひどくいかがわしい妄想に発展しそうな字面。

　知らないよ、と悠里さんは上目遣いに俺を睨にらむ。

「何も答えてくれないんだからっ。それなのに抱きついてきて、ずっと……」

　とうとう耳まで赤くなってしまう。自身をかき抱き、背中を丸くした。

　つまり、アレか。体操着ブルマ姿のコトハが悠里さんに覆おおい被かぶさって、その大変魅力的な球体（×２）を触っていた、と。しかも体育倉庫のマットの上で。

「まだ、ちょっとゾワゾワする。感覚が……」

　以前からちょいちょい思っていたんだが、悠里さんは質問に対して律儀に返答しすぎじゃないだろうか？　ツンツンしてる割には無視せずに説明してくれる。こっちがどうにか妄想しないで踏みとどまっているというのに。

　この辺で切り上げるのが、互いの為ためになるだろう。彼女には名誉を守って欲しいし、俺は彼女の胸の感触を思い出して──思い出し笑いならぬ思い出し鼻血を噴き出してしまうかもしれない。

「相棒が大変失礼をして……申し訳ありません」

「コトハには怒ってないよっ」

　調子を取り戻した悠里さんがキツく睨んでくる。

「とにかく、アンタが原因なのは分かってる。何したの？　コトハに謝って」

　謝る……。

「────どうしてだ？」

「え？」

「コトハの様子がおかしかったのは、俺が原因だと思う。だけど……その、俺がされたことで、コトハに謝る必要はない」

　確かに、俺はコトハの目の前でキスをした。それが彼女に動揺をもたらしていることも理解できる。以前、事故で蓬ほう子こにキスをしてしまった時も腹を立てていた。細かいことは分からないが、相棒としての微妙な心理なのだろう。

　しかし、だ。

「俺がした事と、コトハは関係がない。あくまでも俺個人の問題だ。俺が、してきた事の問題なんだ。コトハが何かしらの影響を受けたのだとしても、それはコトハの価値観だ。巻き込んだわけじゃあない」

　そう。彼女の価値観──俺とは違う、共有できない価値観の問題。

「アンタ……なんか、変」

　訝いぶかるような目をして、首から下げたクローバーのペンダントをいじる悠ゆう里りさん。

「らしくない。今までのアンタなら──自分が良くても悪くても、コトハの為ために動いてた」

　一言ごとに俺の反応を見るような慎重さで、悠里さんは目を細める。

「ホントに、何があったの……？」

「評価が高すぎる。俺はそんなに気の回る人間じゃない。ただのガキだ」

　廊下がざわつき始めた。着替えもしなければならない。早く教室に戻らないと。

　俺は話を切り上げて、悠里さんに背中を向けた。

「まだ話は────ぁ」

　服の裾を掴つかんできた彼女が息を飲むのが分かった。振り返る。

「…………」

　悠里さんは口をかすかに開き、俺の服から手を離してはいない。しかし、目だけは真まっ直すぐにこちらを見ている──というよりも、見つめ過ぎている。まるで、他の何かが視界の隅に入っていて、その何かを見ないように努力している感じがする。

　その何かと言うのは、今まさに彼女の顔の横に垂れ下がってきた──クモだろう。

「……いる？」

　主語がなくても、揺れる彼女の瞳の動きで分かった。

「いる。ほとんど物置みたいになってるから……巣を作りやすかったのかもな」

「Zip it……。冷静に判断しないでよ……」

　唇がほとんど動いていない。プルプルしていて、声がかすれている。

　そうしている間にもクモは糸を伸ばし……ヘリコプターからロープを伝って地面に下りるレスキュー隊員ばりの手際の良さで、彼女の体操着に着地してしまった。

「──────ッ！　ヤダヤダヤダっ！　クモ、ヤダ！　怖い！」

　こちらは平静さを保っていた最後の糸が切れたのか、駄だ々だっ子こみたいにわめき出した。

「取って取って取って取って！　早く取って！　お願い、こないでッ！」

「え、どっち？」

「取って欲しいのはアンタに言ってて、こないで欲しいのはクモ！　それくらい分かりなさいよ！　バカマスク！」

「……すいません」

　また変なあだ名つけられた……。

　悠ゆう里りさんは最も早はや膝はガクガク腕はブルブル、強気な八重歯でさえも何な故ぜか頼りなく見えてしまう。対してクモは、慣れない地形に戸惑っている動きをしていた。

「もうヤダぁ……。早く取って……。ぅ、歌うたぁ……」

　幼おさな馴な染じみの名前を呼び出すくらい、今の彼女は怯おびえきっていた。〈精神動力サイコキネシス〉という能力ちからを持ち、石像の一つや二つ軽く投げ飛ばせる程の破壊力を見せつける彼女が、たった二センチ弱の虫に泣かされるとは……。

「──ちょっと、ごめん」

　俺は悪いと思いつつも、彼女の肩に手を添えた。こう小刻みに動かれては、目標が定まらない。触れると、丸みのある肌が強こわ張ばるのが分かった。

「すぐ終わる。大丈夫だ」

「……うん」

　悠里さんは素直に頷うなずき、キュッと目を瞑つぶった。

　不安そうな顔だ。もう、本当にこの表情だけは嫌なんだ。

『私の能力で作り上げた初めての人。私の大事な、たった一人の人。──そして私に逆らった、許せない唯一無二の人。私の、私だけの優ゆうちゃん』

　永と遠わちゃんの声が、ふと頭をよぎる。

　この、不安そうな顔を見るのが嫌だという感情すらも永遠ちゃんに作られていたのだとしたら……俺自身の価値観は一体どこにあるんだろう。

「ま、まだダメ……？」

　誰が言ったのかと不安になるか細さで、悠里さんが急せかしてきた。慌ててクモに狙いを定める。位置は、肩より少し下。付け根の部分。そのまま動いてくれるなよ。

　気配を悟られないように、そろそろと指を近づけ──一気に距離を詰める！

　すると殺気を感じたのか、今までの慎重具合を忘れさせる俊敏さでクモは退避行動を取った。させるかっ！

　逃がすまじと俺は追撃し、

「はぅんっ！」

　生クリームに手を突っ込んでしまった。

　ケーキ屋にいるわけではないのに、どうしてかそう直感した。

　キメの細かい……例えるなら、そう。「クリスマスぐらい奮発しようか」という浮かれ気分でないと買わないような高級店のケーキ。ベチャッとした不快な食感が少ない、キメの細かい生クリームだ。

　その塊を掴つかんでしまった。指の隙間からこぼれんばかりの柔らかさ。しかし決して崩れない弾力。だと言うのに、真っ向から拒絶はせずに吸い付いてくる。俺が触れている半球体の隣には、よく似た物体がもう一つ。

　つまり……その、アレか？　これは生クリームではなく？

　俺は悠ゆう里りさんの胸を鷲わし掴づかんでしまった？

「ぁ、ちょ、っと……動かさないでぇ……」

　現状確認が出来ず、つい指を動かしてしまった。数ミリだとは思うが、悠里さんは鋭敏に感じ取ったらしい。慌てて手を離す。

「す、す、すいませんっ！　──あ、クモ、取れました！」

　全くの偶然だが、クモが俺に移動した瞬間に手を離したので、目的自体は達成できた。できた、のだが……。

「ア、アタシの……」













　完熟トマトも青く見えるくらいに顔を赤くした悠ゆう里りさんは、胸の前で腕を交差させた。

「今──今、ホントに……触った……」

　俺がクモをそこらに放った事も頭に入らず、うわごとのように独り言を言っている。

「し、し、しかも、触るだけじゃなくて……も、揉もんで……？」

　あまりの事実に、九十度の角度で頭を下げた。

「すいませんでしたッ！　完全にこちらの不注意です！」

　悠里さんの胸との接触はこれで二度目。一度目は顔が埋もれて息苦しさも感じられたが、今回は手のひら。感触だけで言えば顔よりも遥はるかに正確な記憶が残ってしまう。もう、触れた手だけ別の次元──イメージとしてはお花畑や天国か──に旅立ってしまっている。なんかフワフワする。

「…………帰るっ」

　最初だけ、呟つぶやくように言った彼女は、二言目を言う時にはパッと顔を上げた。涙が溜たまった目を吊つり上あげ、

「帰るッ──もう帰る！　〈死者の顔デスマスク〉のヘンタイ！　優しい声だったから安心したのに！　靴擦れおこせ！」

　徒競走かと思うばかりの勢いで、廊下へと駆け出して行った。

　…………やらかした。

　もう一度下を向き、ため息をつく。そのため息に応じるかのように、声が聞こえてきた。

「──どうして、そんなに不景気なため息をつくんですかぁ？」

　脊せき髄ずい反射的な速度で、声の主を確認する。

　やはりというのか、当然というのか、はたまた「どうしてここが分かったんだ？」というか……とにかく、階段の蔭かげから姿を現したのは、尾お森もりさんだった。

「どうしてここが分かったんだ──という顔をされていますね」

　心が読まれたっ？　エスパーか！　……あ、エスパーか。

　天使のような笑顔を貼り付けた尾森さんは、一歩一歩踏みしめるように近付いてくる。

「何のことはありません。なんとなく、嫌な予感がしたので、お姉ちゃんを探しにきたんです。こういうのを、虫の知らせって言うんですかね？　私は精神系の超能力者じゃないですけど、やっぱり……少しは、そういう第六感みたいな物が磨かれたりするんです」

　章しよう子こお姉ちゃんから聞きました、と尾森さんは情報源を明らかにした。

「──それよりも、せんぱぁい？　ここからが本題なんですけどぉ」

　舌足らずな彼女がゆっくりと話すだけで、耳にねっとりと絡みつく。

「さっきぃ……お姉ちゃんにぃ……何をしてたんですかぁ？」

　もうこの無邪気な笑顔が逆に恐ろしい。

「あ……その、悠里さんに、くっついたクモを取ろうとして……それで」

「それで？」

　怖い怖い怖い。どうしていつもみたいに毒を吐かないんでしょうかッ？

「あ、その……悠ゆう里りさんの──」

「この手ですね」

　キャアァァァァァァァァッ！　右手持ってかれたぁああああああ！

　全すべてを見ていたのだろう尾お森もりさんは、悠里さんの胸を鷲わし掴づかみにした俺の手を取った。

「デスせんぱい──生命線が長いですね。〈死者の顔デスマスク〉なのに、皮肉ですぅ」

「て、手相が見れるんだね……」

「簡単なのですけど。──これが生命線。これが、感情線。これが、知能線」

　小さな指が手のひらを這はう。今までの人生の中で、ここまでぷにぷにとした指に触られたことがあっただろうか。

「そしてこれが────お姉ちゃんのおっぱいを触った手ですね」

　あ。もうダメだ。終わった。

「尾森さん。……一発、その手を叩たたいてくれないか」

「痛みで余韻を消して、ケジメをつけるつもりですかぁ？」

「……はい」

　それでどうにか許してもらえませんでしょうか。

「いい覚悟です。でも、嫌です」

　俺の疑問の視線に答えるように、彼女は俺の生命線をなぞる。

「私も手が痛くなるのは嫌ですし。〈精神動力サイコキネシス〉で撃ってもいいですけど、それだと加減を間違えて大変な事になっちゃうかもしれません。それに、デスせんぱいは痛いのが好きなタイプの人の可能性がありますから。叩いたら悦よろこばれるかもしれません。それは避けたいです」

　俺の評価は、地に落ちるどころか、もう地面にめり込んでいる気がした。ボコボコにされるくらい嫌がられてるばかりか、その実力行使がご褒美だと思われているとは……。

「ですから。お姉ちゃんをヘンタイさんから守るために、根本的な部分を取り除きます」

　そう言って尾森さんは、俺の手を自分の胸に押しつけた。

　はいっ？

「……せんぱいを、ロリコンにすればお姉ちゃんから興味をなくすハズです」

「な、なるほど……」

　何を感心してるんだ、俺は。

　一理あるかもしれないが、お互いに失う物の方が多いトンデモ理論を展開する尾森さん。さすがに羞恥心が強いと見えて、頬ほおはほんのりと色づいていた。

「どうですか……目覚めそうですか？」

「えあっ──なんというか、その……」

　ぺっっっったーん。

　いや、しかし集中すれば、どことなく柔らかい何かを感じるような──いやいやッ、感覚を研ぎ澄ますなよ！　期待に応えなくてもいいだろ！

「──って言うか、こんなことしちゃダメだ！」

　苦く悶もんの形に眉を寄せる彼女から手を引きはがし、

「もっと自分を大切にしてくれ。俺が原因なのは分かってるけど、だからって……」

　混乱して舌が追いつかない。「えー」とか「あー」とか意味の無い音が口の中を満たした。

　すると、尾お森もりさんが制服の乱れを直しながら、

「私だって、恥ずかしいですよぅ。でも、お姉ちゃんを守るためです」

「だからってだな……自分を犠牲にしていい事にはならないだろ？」

「私にとっては、なるんです」

　彼女はきっぱりと言い切った。

「お姉ちゃんがいなかったら、今の私はありません。私はまだまだお姉ちゃんを必要としていますし、悲しむところは見たくありません。お姉ちゃんが幸せでいてくれるなら、私は喜んで泥にまみれます」













「………………」

「ところで、せんぱい？」

　赤らめた顔と批難するような目で、尾お森もりさんは見上げてくる。

「永と遠わさんの事はどうなんですか？　結婚（ぷぷっ）の約束までしたんですよね？」

「……永遠ちゃんは、関係ないだろ」

「関係大ありですよぅ。永遠さんがせんぱいと結ばれてくれれば、お姉ちゃんは守られますし、私の貞操も無事で済みます」

「……そうかもな」

　俺が素っ気ない返事をしたのが想定外だったのか、尾森さんは微かすかに動揺したような顔をした。

「えっと……怒りましたか？」

「別に」

　俺は彼女を残して、廊下に出た。やっぱり、気持ちがどこか変になっている気がした。




　昼休みになると同時にケータイに章しよう子こさんから連絡が入った。

『ハロー、優ゆう一いち君。ご機嫌いかが？』

「まあまあです」

　俺は教室から移動して、屋上へと通じる階段に向かった。昼休みで人がいるだろうが、教室で通話をするのは気が引ける。

『それならよかったわ。コトハは機嫌が悪かったから、心配してたの』

　俺は屋上のドアを開いた。やはり複数のグループがベンチに陣取り、昼食をとっていた。中には俺の姿を見て席を立とうとする女子グループもあったりする。俺は努めて冷静を装い、出入り口から最も離れた場所にあるフェンスの隅に背中を預けた。

「……コトハから理由を聞きましたか？」

『ええ。あの蓮レンってアーティストが優一君の幼おさな馴な染じみだった事も、能力ちからの事も』

「永遠ちゃんの能力に、見当はついてたんですか？」

『ええ。思い込ませる事にかけて〈催眠ヒユプノ〉ほど厄介な能力はないわ。まさか、ここまでとは思わなかったけど』

　俺は何も言わなかった。

『……不安なのね』

　冗談めかしていた章子さんが、突然語調を重くした。

『理解できるつもりよ。今までそれと信じていた物が、実は別物だった。そういう経験、私にもあるもの。優一君の場合……今のあなたを形成している根本に亀裂が入ってしまった。口数が少なくなるのも無理ないわ』

「……元々、無口なほうですよ」

『自虐的な言い方しないの。こっちは心配してるんだから』

「すいません」

　話を上う手まく膨らませられない。会話が続かず、沈黙が流れた。

　すると、章しよう子こさんが関係ない話題を振ってきた。

『ねぇ、優ゆう一いち君。〈アカシック・レコード〉の話をしてみない？』

「地球上の全すべての情報が載ってるデータバンクとかって……」

『グッド。よく覚えてました。〈アカシック・レコード〉には全てがある。そこにアクセスして情報を引き出せるからこそ、コトハ達たちは〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉と名付けられた。今はまだ〈未来予知〉が主だけれど、将来的には過去も現在も自在に調べる事ができるようになると思うわ』

「ますます全知全能に近付くんですね」

『そうなればいいわね。さて、ここで違う角度から話をしてみようかしら。データバンクという事は、必ずデータを収集する工程が必要になるわよね。それじゃ、〈アカシック・レコード〉はどうやって情報を集めているのかしら』

「それは…………」

　コトハによれば、未来はめまぐるしく変化をしているという話だ。そうなると……インターネットに例えるなら、常に最新の情報に更新され続けている事になる。

『優一君。虫の知らせ、って言葉は知ってる？』

　また話が飛躍する。さっき尾お森もりさんも言っていたセリフだ。

「改めて訊きかれると自信ありませんけど……確か、悪い予感みたいなものですよね」

『グッド。俗に言う、不吉な前兆ね。コップが割れたり、物がなくなったり。正直なところね、その現象については問題じゃないの。コップを割っちゃうことだってあるもの。重要なのはね──不吉な予感がすると認識することなのよ』

「認識、ですか」

『ええ。第六感なんて言い方もするわね。そこで、問題──人間はどこから、その予感を持ち出してくるでしょうか？　ヒントは、今までの話の流れね』

　話の流れ。まず、〈アカシック・レコード〉の話をした。〈アカシック・レコード〉は全知全能のデータバンク。地球上の全ての情報が記録されている。

　次に、そのデータの収集方法。リアルタイムで最新状態を保ち続けられる何らかの方法が存在している。

　そして、虫の知らせ。その不吉な予感を、人はどこから感じ取るのか……。

　────まさか。

「〈アカシック・レコード〉？」

　電話の向こうで、章しよう子こさんが指を鳴らした。

『グッド。人は誰でも〈アカシック・レコード〉と繋つながっている。繋がっているからこそ、個人の一生なんて情報も見られるのよ。──ま。多くの人は繋がっているだけで情報は引き出せないわ。そこから先は、コトハみたいな能力ちからを持っていないとね』

「でも……時には、虫の知らせという形で逆に情報を引き出す事もある？」

『そういう事』

「どうして、そんな事が？」

『あえて言うとすれば生存本能かしら。あとはそうね……相手を思う気持ちとか。自分の大切な人が危ない目に遭う──そんな予感だって、虫の知らせよ。自分以外の誰かのことも、人は無意識に救いたいと思う時がある』

　そう言えば、〈アカシック・レコード〉には、魂でしかアクセスできないんだった。

『魂同士の相性。それが〈アカシック・レコード〉を使うのには必要なのよ。強力なアクセス能力を持つコトハですら、優ゆう一いち君の力を必要とする。そして……そんなコトハと優一君の絆きずなが強くなるほどに、魂の繋がりはますます太く強きよう靭じんになっていく。比例して、コトハの能力も上昇する。実際問題、上昇しているわ。魂の入れ替わりの速度。それに赤いコトハも、少しずつ肉体を使役できるようになっている』

　それは俺も実感している。コトハ達たちは以前よりも能力を使いこなしているように見える。

『一つの身体にある二つの魂。それほど密接な関係なら、成長と共に影響し合うのも道理だわ。そして、そんな二人を補助している優一君の身にも、影響があるとみてもいい』

「俺にも？」

『影響という物を考えてもみて。例えば、蓬ほう子こちゃん。彼女も睡すい蓮れん寺じ永と遠わと接触した。それにも拘わらず、彼女には深く催眠がかからなかった。これはね──彼女にとっては、コトハの影響力が大きかったからよ』

　コトハの影響力。コトハを目標にしている蓬子なら、確かに影響は受けやすいだろうが……。そう言われれば、永遠ちゃんの発言を最初に変だと思ったのは蓬子だった。

『長い前置きになったけど、ここからが私の本当に話したかった事なの。コトハの〈アカシック・レコード〉と睡蓮寺永遠の〈総身催眠パーフエクト・ヒユプノ〉。この二つの能力は、対極にあると言ってもいいわ。つまり、本当と嘘』

「本当と、嘘うそ……？」

『〈催眠ヒユプノ〉とは嘘を上書きする能力。一を十にも百にも見せかけるけど、所詮は精巧な偽いつわり。それに対して、〈アカシック・レコード〉には事実しかない。あり得る可能性は平等に存在するけれど、それは全すべて可能性があるという事実なのよ』

「………………」

『いつだって、嘘うそを破れるのは真実なの。偽物の百ではなくて純然たる一なのよ。だから、睡すい蓮れん寺じの能力を打ち消せるとすれば、可能性があるのは一人だけ』

「──コトハ」

『そう。そして、優ゆう一いち君。あなたは催眠を受けて、常人よりも深く睡蓮寺永と遠わの事を思うようになった。けれど必ず、コトハの影響も受けているはず。少なからず催眠に耐性が出来ている。だからこそ、彼女は優一君にキスをする必要があった。より強力な印象を利用しなければ、影響下に置けなかったのよ。同時に、コトハにショックを与えて精神力を乱す目的もあった』

「そんな事言われても……俺には、何がなんだか……」

『今の優一君には嘘と本当が入り乱れて、深く身体に根付いている。色で言えばグレー。どちらにでも転べる位置にいる』

　言い終えて、章しよう子こさんは口調を和らげた。

『ホント、優一君は不思議な存在よね。超能力者じゃないのに、限りなく超能力者側にいる。当たり前と異端の狭はざ間まを綱渡りしているみたい。そんな人、私は優一君以外知らないわ。そうね──異端なる一般市民、ってトコかしら』

「その肩書き……カッコよくないですね」

　なんとか絞り出した軽口に、章子さんは小さく笑ってくれた。

『章子さんからの情報は以上で～す。少しは参考になったかしら。それと……最後にもう一つ。今日が、例の音楽番組の生放送がある日よ。今までメディア露出していなかった彼女がテレビに出るってだけでも注目が高まってるわ。この機を逃すとは思えない。何かしら仕掛けてくるはず』

「〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉は動くんですか？」

『警戒はするつもり。羽は島しまの持ちビルでの撮影だから、何か仕掛けられた時に困るもの』

「チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉の出動は？」

『考えてないわ。今の心理状態で正確な予知が出来るとは思えない。それに、個人的な関係が深いあなたたちが現場に行ったら状況が悪化する恐れがある。相手の出方が予想ができない以上、下手な手出しはできないわ。それは〈獣爪の令嬢ブルート・ブラツド〉と〈銃公女ガンネリーナ〉も同じ。戦力に数えられるのは……そうね、〈朧おぼろかぐや〉だけかしら』

　ビジネスライクな決断だ。慎重な対応だと思う。

　そうして章子さんは電話を切った。




「内ない藤とう君。少々お時間をいただけますか？」

　放課後になると、蓬ほう子こに声をかけられた。

「お時間は取らせません。どうか、お願いします」

　手本のようなお辞儀をする蓬子に、俺は頷うなずいてみせた。

　俺達たちは教室を後にして、進路指導室へと向かった。

「まだ数ヶ月も経たっていないというのに、随分懐かしい気がします」

　ドアの鍵を施錠して、蓬ほう子こが言う。

　──四月中旬。俺と彼女はここで交戦した。と言っても、一方的に俺がやられていただけだったが。

「超能力者であるのが知られ、道場が救えて。同じ境遇の方とお友達になれて……泳げなかったのが、泳げるようにもなりました。密度が濃かったのでしょう」

「俺もそう思う。毎日が……なんていうか、充実してた」

「これも、コトハさんがいらっしゃったおかげですね。コトハさんが、運命の歯車という物を回してくれたのでしょう」

　詩的な言い回しをする蓬子は、気恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。

「私はコトハさんとお友達になれてよかったです。自分の境遇を恨んだ時期もありましたけれど、最近ようやく受け入れられるようになってきました。皆さんと出会う為ために、全すべては必要だったのだ、と。掛け替えのない今の為に、過去を積み重ねてきたのだ、と」

「…………」

「それを教えてくれたのは、内ない藤とう君。あなたです。あなたのおかげで、そう思えるようになったのです」

「俺は……何もしてない」

　彼女は穏やかに首を振った。

「それは違います。あなたがいたから。あなたがいなければ、今の私はいなかった」

「持ち上げるなよ」

「私の正直な気持ちです。過去の重要性を教えて下さったのも、あなたです。ここにお呼びしたのは、そのことをお伝えしたかったからです」

　そう告げて、伏し目がちに腕を組んだ。

「章しよう子こさんから、永と遠わさんのお話を聞きました。内藤君と永遠さんの関係についても」

「なら分かるだろ。俺には、永遠ちゃんを傷つける事はできない。たとえ何をされても、絶対にだ」

「…………」

　蓬子が顔を上げた。

「そのたとえの中には──コトハさんが傷付かれる事も含まれていますか？」

　真まっ直すぐに見つめる彼女は、真摯な気持ちをひたむきに見せてくる。

「コトハさんだけではありません。夏か来こさんも歌うたさんも章子さんも……親おや川かわ君や中なか友とも君だって、コトハさんと内藤君に何かあった事に気付き、心を痛めています。あなたはもう、私達の深い場所にいらっしゃるのですよ」

「そんなことッ…………」

　気持ちが一瞬にして膨れ上がり、沸点に達して下がってくる。

　分かってる。俺とコトハの事を皆が気に病んでくれている事ぐらい。

　だから何度も質問されたんだ。いくら馬鹿でもそれくらい察せる。

　しかしそれでも、永と遠わちゃんを責める権利は俺にない。彼女をこうしてしまったのは、他でもない、俺なのだから。

　俺はパイプ椅子に崩れ落ちるように腰掛け、目を閉じた。

　──きっと全すべては無駄じゃない。無駄ではないと思いたい。

　しかし……だとしても、代償が大き過ぎる。

「内ない藤とう君」

　蓬ほう子こに名前を呼ばれる。

「内藤君は、私に水泳を教えてくれました。人に心を開く事も教えてくださいました。私にとって、その二つはとても恐ろしい物でした。子どもの時に受けた衝撃が尾を引いて、今までずっと私を縛っていたのです。内藤君のおかげで、私はとても楽になる事ができました。感謝しています」

　そこまで言って、彼女は微笑ほほえんだ。

「──次は、あなたの番です」

「俺の番……？」

「次に過去を乗り越えるのは、あなたの番です。過去はもちろん大切ですが、過去が全てではありません。今も未来もあるのです。そして、その選択は今のあなたにしかできないのです。今の内藤君の魂にしか」

　俺の魂……。

「内藤君。お願いです。お願いですから──自分の気持ちを裏切らないで。大事なのは、今の内藤君は何をしたいかなんです」

　蓬子がすがるような目をして、胸に手を当てた。

「ワガママになってください。誰も否定はしません。内藤君は、何をすべきか悩んで不安になっているあなたは、誰にそばにいて欲しいのですか？　誰かではなく誰に？」

　そばにいて欲しい人の、名前を呼ぶ。

「過去にばかり呑のまれないで。超能力でも、予知でもなく……あなたが一歩踏み出すだけで、少し顔を上げるだけで、それだけで──」

　ちょっと間を置いて、教えてくれた。

「未来はあなたに微笑みます」

　最後に彼女は深い息を吐き出して、辞去の礼をした。鍵を開けて部屋を出て行く。

　置いてけぼりにされて、俺はぼんやりと背もたれに寄りかかった。

　俺は今、誰にそばにいて欲しいのか……。

「俺は──」

　何分そうしていたのか。不意にドアが開き、誰かが室内に入ってくる。

「…………」

　コトハが、ドアノブに手をかけたまま立っていた。

「どうしたんだ？」

「蓬ほう子こちゃんが、優ゆう一いちがここにいるって教えてくれたんだ」

「……そうか」

　コトハは俺の隣の席にちょこんと座り、

「さっき、永と遠わさんからメールが来たよ。今日の生放送で能力を使う、って」

「効果は？」

「……内緒だって。止められる物なら止めてみろ、って内容だった」

　瞬間。オリの中で這はい回まわるライオンの姿がフラッシュ・バックした。彼女には、人の生死すら自由にできる能力がある。もしも、その能力を悪い方に使うとすれば……。

　俺は何も言わず、ポケットからプラスチックの指輪を取り出した。手のひらで転がし、その感触を確かめる。

　──自分の気持ちを裏切らないで。大事なのは、今の内ない藤とう君は何をしたいかなんです。

「そういえば……忘れてた。俺、まだ借りっぱなしだったよな」

「何を？」

　小首を傾かしげたコトハに、俺は言った。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その二十五。『謝るときには誠心誠意──落ち度を認めるのもいい薬』」

「…………あ」

　コトハも忘れていた様子で、口をあんぐりと広げる。

　やっと分かった。今の俺が、一番やりたい事。

「俺……まだ、永遠ちゃんにちゃんと謝ってなかった。謝らないと」

「もしかしたら、ボディーガードみたいな人に守られてるかもしれないよ？」

「そうだな。妨害されないように手は打ってあるだろう」

　コトハが立ち上がり、テーブルを叩たたく。

「絶対危ないよ！　永遠さんの能力は並の超能力者でも勝てない！　永遠さんの存在自体が、〈催眠ヒユプノ〉なんだよ？」

「ああ。だから……コトハの協力が必要だ」

「…………私の？」

　俺はコトハに向き直った。

「俺には超能力も何もない。平凡な一般人だ。それだけならまだしも、今回はそれだけじゃなくて永と遠わちゃんの催眠を受けやすい状態になっている。旗色は確実に悪い」

　だけど、と言葉を続けた。

「それでも行きたいんだ。永遠ちゃんがこれ以上苦しまないように。何より俺は彼女に謝らないといけない。たった一言でボロボロにした彼女に、たった一言謝りたいんだ。その為ために、コトハの力を借りたい」

　俺は頭を下げた。

「頼む。俺のそばに、いて欲しい」

「………………」

　コトハが椅子に座った音が聞こえた。

　さすがに……呆れられたか。

　諦めた俺の頬ほおに、彼女の手が触れ──攻撃の形になった指が皮膚をつまんだ。

　ん？

　ぎゅうううううううううううううううううううううううううううううッ。

　え、ヤバいヤバいヤバい！　なんでいきなりこんな事にッ？

　コトハの全力つねりが、前例のない威力で襲いかかってきた。思わず身をよじる俺を逃すまじと、コトハは全身で押さえにかかってくる。正面からの密着状態で色んな柔らかさが押しつけられているが、そんな甘美を圧倒的な暴力が支配する。もはや全すべての触覚・痛覚が両頬に集中していた。

「くぅ～らぁ～え～ッ！　うりうりうりうりうりうりうり～！」

　興が乗ってきたのかコトハの顔に悪い笑顔が張り付いていた。

「ダメなのか？」と痛みやら何やらで喋しやべりにくいままで答えた。

「違うよ！」

　そう言って、コトハは思いっ切り唇を尖とがらせた。

「優ゆう一いちが、水くさい事言ったから怒ってるの！」

　パッと指を離し、彼女は腕を組む。

「私は優一の相棒だよ？　どんな時でも一いち蓮れん托たく生しよう！　私のワガママは優一のワガママで、優一のワガママは私のワガママ。そんな事当然でしょ！」

　俺は痛みの残る顔を撫なでて、

「いいのか？」

　すると、彼女は不意に眠そうな目つきになって声を低めた。

「別にいい」

「……もしかすると、ケガをするかもしれない」

「問題ない」

　妙に淡泊な返事だな──そう思ったら、彼女は悪戯いたずらっぽく笑った。

「今の、優ゆう一いちのマネ！　似てた？」

「………………」

　一気に肩の力が抜ける。笑えるものなら笑っていた。

　やられた。ホントにやられた。

　俺の相棒は、どこまでも俺の先を行く。なんだか、悩んでたのが馬鹿らしくなってきた。

「念ねんの為ため、もう一度確認しとくぞ。これは仕事じゃない。俺のワガママだ」

「分かってるよ」

　彼女はニッと笑い、握った拳を突き出した。

「相棒が心配だから、私が勝手についていくだけ。私もただのワガママ」

「いいのか？」

「くどいよ？」

　拳を握り、内心苦笑する。まったく……俺の相棒は頼りになる。

　俺達たちはコツンと拳を合わせた。

「それじゃ、まずは何しようか？」

「決まってる」

　俺は今度こそドアを開けた。

「俺ガ達キらしく、悪戯いたずらの準備からだ」






第七章






　俺とコトハは『羽は島しま六本木タワー』につくと、エレベーターでホテル棟に上がった。タワーの一階から式場に向かうには、まだ関係者しか使用できない直通エレベーターを使うしかない。今日の俺達たちには無理な相談だ。

　そうなると、他の手段はホテル棟から上に移動する事だ。式場は一応ホテルウェディングの形式を取っているらしく、ショッピングのフロアーからは隔離されている。誤って不審者が結婚式に乱入しないための配慮だそうだ。

　俺達がホテルのカウンターを横切り、非常階段のドアを目指していると、訝いぶかしげな顔をしたホテルマンに呼び止められた。

「どうかなさいましたか？」

　不審がられるのも無理はない。俺もコトハも黒い中折れ帽子を目深に被かぶり、襟を立てた同色のトレンチコートを着込んでいる。暖かくなってきた今の時期にも合わないし、なにより怪しい。

　どうしたものか言い訳を考えていると、向こうが先に訊きいてきた。

「失礼ですが、内ない藤とう優ゆう一いちさまでいらっしゃいますか？」

「もし、俺がその内藤優一だったらどうなんですか？」

「全力で阻止せよ、と睡すい蓮れん寺じさまから仰せつかっております」

　すると──フロントにいた従業員も、ロビーで話し込んでいた宿泊客も、荷物を運んでいたベルボーイも、俺達をグルリと取り囲んだ。……ここはもう、やられてるらしい。

　すると、背中合わせになったコトハが囁いてきた。

「この上も、こういう感じだろうね」

「何階分上がればいいんだったか？」

「二十五階分」

　骨が折れるな……。

「お客さま。お話し中の所申し訳ございませんが、我々の質問にお答え下さい」

　しつこいな。こうなると、俺も意地が悪くなって本名を名乗りたくなくなる。かといって、〈茨いばらの騎士〉も名乗れない。今日は仕事じゃないからな。

　そうなると、思いついた偽名は一つ。

「──〈死者の顔デスマスク〉」

「と、その相棒ッ！」

　名乗りを上げ、俺達はコートの前を開けた。内側に隠していた電動の強力水鉄砲を構え、目を丸くする包囲者全員に銃口を向ける。

　モーターのけたたましい音と、水流の弾ける音。そこに、阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が重なる。

　これはただの水じゃない。水とタバスコを混ぜ合わせた物だ。そんな殺傷力激高の液体が、刺激臭を放ちながら一人また一人と撃ち落としていく。

　この人達たちに恨みも何もないが、邪魔をするなら容赦はしない。

　わずか三十秒足らずで、赤く染まってのたうち回る人間が二ダースほど出来上がってしまった。

「……行こう。あんまり息を吸うなよ」

「もう、ちょっと目がヒリヒリしてるよ」

　これからの道のりを考えると、体力は温存しておきたい。俺達は行けるところまでエレベーターで移動する事にした。乗り込み、最上階のボタンを押す。

　──透明の強化ガラス越しに、都内の夜景が広がっている。俺は時計の文字盤を確認した。八時二十三分。

　事前に番組を確認したところ、蓮レンの出番は一番最後と明言されていた。この番組の終了時間は八時五十五分。一曲を大体五分と考えて……残り二十七分。それまでに最上階に着かなければ。

　そんな計算をしていると、エレベーターが減速し始めた。さっきのフロアから四階しか移動していない。

　俺はスーツの腰に手を回した。

「ドアが開いたら仕掛ける。思いっ切り体当たりをかましてやれ」

「任せて！」

　コトハはショットガンの形をした水鉄砲を抱えて、腰を落とした。

「ちびっ子相撲大会優勝者のタックルを甘く見ないでね。──これでも『突き押しのコトハ』って恐れられてたんだからさ」

　エレベーターが停止して、ドアが開く。それと同時に俺達は前方目がけて突撃した。

　手応え──あり。確実に一人二人を突き飛ばしたのを感じてから、振り返る。

　人数を確認する。尻餅をついているのが三人……立っているのが四人。戦況を把握するのと同時に、俺は小麦粉爆弾を叩たたき付つけて視界を塞いだ。

「コトハ！」

「任せて！」

　炸さく裂れつ音おんがたちまち水鉄砲の駆動音に取って代わる。それもまた、泣き喚わめきの叫び声にかき消された。

「さ、どうする──階段で行くか？」

　階段は二つある。エレベーターの横にあるのが一つ。もう一つは、正反対の場所にある非常階段だ。

「私任せでいいの？」

「ああ。コトハの勘に頼る」

「そうだね……なんとなく、今はこっちの階段を使ったほうがいい気がする」

　コトハの意見を取り入れ、エレベーター横の階段を使う。

　俺が上、コトハが下を警戒しながら三階ほど進んだ。

「下から来た！　人数多いよ」

　銃を構えるコトハを俺は制した。

「任せろ。上、注意しててくれ」

　俺は片膝をつき、ズボンをめくった。スネを覆おおうように取り付けていた袋の縛り紐ひもに指をかける。袋の口は下を向いていて、開ければ中の物がぶち撒まけられるようになっている。

　踊り場に追っ手が大挙襲来する。その大部分が階段に足をかけたところを見計らって、紐を引いた。豪雨が屋根を叩たたくような音が響き渡る。

「ぱっ、パチンコ玉だァ！　退け、退けぇえええええええええええ……」

　一人が足を滑らせれば、あとはドミノ倒しだ。足の重りもなくなって一石二鳥。

「……行こう」

　まだ半分も移動してない。時間もある事だし、急がないと。

「今の所、超能力者が出てきてないのが救いだな」

「そうだね。でも、そろそろ出てきてもおかしくないよ」

　などと話し合っていると──どこからか風切り音が聞こえてきた。

「何……この音？」

　コトハが立ち止まり聴覚に意識を集中させた。俺も倣ならい、耳を澄ます。

　音が反響して、発生源がどちらか分からなくさせる。上か、それとも下か……。

　上と下を交互に見やっていると──下から、一人の男が現れた。

　しかしその男は地面に足をつける事なく、空中を滑るように移動していた。

「コトハ、下だ！　〈空中浮遊リビテーシヨン〉！」

　髪をオールバックにした超能力者は、俺と目が合うとにっこり微笑ほほえんだ。

　俺はその男に水鉄砲の銃口を向けた。しかし、相手のほうが早い。たちまち肉迫され、男の見事な回し蹴りが脇腹をえぐる。それだけでなく、銃もはたき落とされた。

　が、俺とてこれで終わりではない。銃を構えると同じくして、片方の手はコートから防犯用のペイントボールを取り出していた。それをぶつける。

「ムッ？」

　当たり所がよくない……っ！　顔を狙ったのに、逸それて胸元に着弾した。

「優ゆう一いち、頭下げて！」

　反射的に膝を折る。すると頭上から、赤い液体が〈空中浮遊リビテーシヨン〉の男の顔に襲い掛かる。

　断末魔の悲鳴を上げて階段を転がり落ちていった男を見やってから、コトハに礼を言う。

「助かった。ありがとう」

「優ゆう一いちが隙を作ってくれたからだよ。でも、この水鉄砲は今ので終わり。優一のは……タンクから水が零こぼれちゃってるね。もう使えないか」

　コトハは片手を大きく振った。そうする事で、袖に仕込んでいた小型の水鉄砲が手のひらに収まるように飛び出す。隠し武器のスリーブガンと呼ばれる物だ。

「この小ちっちゃいのじゃ頼りないよ……」

「他の装備もある。なんとかするさ」

　俺達たちは先に進んだ。




　そして……十分後。俺とコトハは息も絶え絶えになって、ホテルの一室に隠れていた。悪戯いたずら道具も底をつきかけている。小麦粉爆弾……ゼロ。サラダ油爆弾……ゼロ。ロケット花火……ゼロ。爆竹……ゼロ。蛇のオモチャ……効果なし。血糊まで武器にしたが、それももうなくなった。

「コトハ……あと、何が残ってる？」

　ケータイのワンセグで歌番組を確認していたコトハが、ポケットからブーブークッションを取り出した。それだけか。

「優一。これ、見て」

　コトハからケータイを受け取り、画面を見やる。音量を抑えているが声は聞こえる。あの教会を前にレポーターの女性が立っていて、スタジオにいる司会者と中継を繋つないでいた。

『──蓮レンさんのお話では、この曲に込められているのは「あなた以外必要ない」と言う深い思いだそうです。あれほどの美女にそこまで思われるなんて、男性なら誰しも憧れるんじゃないでしょうか。さぁ、蓮さんの「十二年目の約束」はまもなくです！』

　時計を見れば、あと十分程で放送終了。いよいよタイムリミットだ。

「……急ごう」

「うん。ブーブークッションで、どこまでやれるかな」

　心許ない装備の俺達は部屋を出て、廊下を忍び足で進んだ。エレベーター周辺に人影はない。ホッと胸を撫なで下ろしかけて、すぐさま気がつく。

　移動している。段々上に……上がってきている。

「どうする？」

「時間がない。階段よりもエレベーターのほうが早く着く」

　このタイミングを逃したら、アウトだ。何人いようと、押し入るしかない。

　コトハも分かったのか、クッションを手にしてエレベーターの横にある壁に張り付いた。俺も催眠スプレーを取り出し、エレベーターからの襲撃に備える。

　息を殺し、ドアが開くのを待つ。……二階下に到着した。……次は真下。

　次にこの階──覚悟を決めた時だった。

「いたぞォ！」

　という大声が前に延びた通路から聞こえてきて、十数人が押し寄せてきた。

　向こうの階段から来たのか。これじゃ、挟み打ちッ……！

　しまった──そんな心の叫びとは裏腹に、エレベーターのドアが開く。

　絶体絶命の大ピンチに、俺とコトハは思わず目を瞑つぶった。

「──フン。大した事ない」

　聞こえてきたのは険のある声。それと、舌足らずのアニメ声。

「そうだね。私達たちの敵じゃないよぅ」

　エレベーターの光の中から現れたのは、黒の帽子とベストを着た金髪の少女。傍かたわらには赤いキャスケット帽を被かぶった短パン姿の小柄な女の子。

　青い精神エネルギーを腕にまとった悠ゆう里りさんと、帽子のツバに手を当てた尾お森もりさんがエレベーターからの光を背に受けて立っていた。

「二人とも……どうして？」

　信じられない気分なのは俺とコトハで共通していたらしい。コトハの質問に、悠里さんが答えた。

「蓬ほう子こから連絡があった。ここにコトハ達が来るはずだから助けてやって欲しいって」

　そう言ってから、悠里さん達は俺達に頭を下げた。

「夏か来こちゃん、歌うたちゃんッ？」

「アタシ達が永と遠わさんの催眠にかかったせいで、羽は島しまの情報を漏らした。皆に迷惑をかけたんだ。本当にごめん」

「仕事の依頼がない以上、私達は〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の人間としてここにはいません。せんぱい達の友達として、お手伝いに来ました。足を引っ張ってしまった罪滅ぼしを」

〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉のバッジがないのを見せるように、彼女達は自分の服を見せてきた。それから彼女達は大群の前に進み出る。

「ここは私達に任せて、行ってください」

「永遠さんをよろしく。……あの人は、ホントにいい歌を歌うんだ。実力で有名になって欲しい」

「大丈夫なの？」

　コトハの心配そうな声に、悠里さんは青い野獣の腕を見せつけ、尾森さんは親指をくわえて手に赤い球体を作る。

　駆けつけてくれた二人に、感謝の思いが溢あふれてきた。

「二人とも、ありがとう。──悠里さん、いつも迷惑かけてすまない。──尾森さん、自分を大事にしないと悠里さんが悲しむぞ」

　俺が頭を下げると、二人は何な故ぜかほんのりと頬ほおを染めた。

「Zip it!　謝ったのはこっちだし、そ、そういうのいいから早く行って！」

「そうですよぅ……お姉ちゃん関係で注意されると、デスせんぱいの忠告でも無視できなくなるじゃないですかぁ」

　俺はエレベーターの閉じるボタンを押した。細くなっていくドアの隙間から、被害者達たちの哀れな悲鳴が聞こえてくる。〈精神動力サイコキネシス〉を思う存分発揮して、暴れてくれるようだ。

　エレベーターは順調に進み、残り三階で惜しくも停止した。俺達は恐る恐る、開いたドアから外を確認した。

「ハッ！」

　気合一いつ閃せんのかけ声が聞こえてきて、目に飛び込んできたのは──周囲で転がり呻うめく人の影。そして、〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の制服を来た蓬ほう子こが自分より遥はるかに大柄な男を組み敷いている姿。

「──内ない藤とう君、コトハさん！　ご無事でしたか……よかったです」

　蓬子は男の拘束を解き、俺達のほうへ駆け寄ってきた。

「夏か来こさん達とはもうお会いになりましたか？」

「うん、さっきも助けてもらって────蓬子ちゃんッ！」

　コトハの声が鋭くなる。先ほど蓬子に技を決められていた男が、腕を押さえて走ってきていた。

　蓬子は長い黒髪とコートを翻ひるがえし、背後からの襲撃者を迎え撃つ。

「ゆう君！」

　彼女が俺──ではなく、自分のぬいぐるみの名前を呼んだ。無論ぬいぐるみが返事をする事はなかったが、蓬子の被かぶっていた帽子が上空に勢いよく飛び上がった。その中に隠れていたピンクのウサギが、勢いをつけるようにその場でグルグルと回転する。

「アームストロングさん、砲キヤノン！」

　蓬子のかけ声と同時にピンクの砲弾が大男の腹に突き刺さり、男はどうと倒れ込んだ。

　彼女は落ちた帽子を拾い上げ、汚れをはらってから被り直した。

「この階はもう大丈夫です。さ、参りましょう」

「今の、必殺技の名前？」

「……変、でしたでしょうか」

　ネーミングセンスの追及から逃れる為ためか、彼女は赤面した状態で咳せき払ばらいをした。

「じ、実は私、お仕事を早退してしまいました。ご覧の通り、〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉のバッジもありません。一個人として、この場にいます」

「蓬子ちゃん……っ」

　感極まった様子で、コトハが蓬子に抱きついた。

「……私はお二人にご恩があります。それをお返しする為ためでしたら、私は誰からの追求にも屈しません。例え、難攻不落の催眠でさえ」

　蓬ほう子こがコトハの背中を撫なでながら、俺に視線をやった。

「永と遠わさんは教会にいるはずです。それに……スタッフの方も女性ばかりです。男性は他のフロアへ回されてしまいました。この事からも、永遠さんの男性恐怖症は本当である事が分かります。……彼女が苦しんでいた事もまた、事実なのでしょう」

　憎みきれませんね、と蓬子は辛そうに眉根を寄せた。

「でも……行かなくちゃ」

　コトハが蓬子から離れて、エレベーターのボタンを押した。

「だって、私達たちはその為に来たんだから」




「あ、三人とも。遅かったわね～」

　そこには、意外中の意外な人が待っていた。

「章しよう子こ姉？　いったいどうしたの？」

「どうしたの、って……フフッ、言わないと分からないかしら？」

　章子さんは優雅に微笑ほほえみ、アゴに手をやった。

「お仕事でもないのに、自分勝手に大暴れしている子ども達が……保護者としては気になっちゃったのよね～」

　立ちふさがった上司の目は、全く笑っていなかった。

「皆、自分が何をしてるか分かってるの？　あなたたちの能力は派手に使っていいものじゃあない。今日もここに来るまでに、蓬子ちゃんや夏か来こちゃん、歌うたちゃんの精神エネルギーは監視カメラにバッチリ撮られているわ。このビルが羽は島しまの物だから削除できるとはいえ、今後もこんなことをされたらたまったもんじゃないわ」

「章子姉っ、これは、えっと──」

「コトハは一週間アイス禁止」

　問答無用とばかりに、章子さんはコトハに命じた。ムンクの『叫び』のようなポーズをするコトハから、今度は蓬子に視線を移す。

「蓬子ちゃんは一週間あんみつ禁止」

「そんっ──な……」

　わなわなと唇を震わせ、蓬子は握り潰さんばかりに『アームストロングさん』を抱きしめる。

「優ゆう一いち君──は、なんかパッとしたのが思いつかないから、とりあえず一週間お肉食べちゃダメ。育ち盛りには辛いでしょ？」

　雑な割に手痛い仕打ち！

　こんなとこかしら、と章しよう子こさんは満足そうに髪をかき上げた。

「それじゃ、章子姉のお仕置きタイムはこれまで。次に、章子姉のお願いタイムよ」

　最も早はや半泣きのコトハが、鼻声で訊たずねる。

「お願いタイム？」

「簡単な事よ。──睡すい蓮れん寺じ永と遠わを止めなさい」

　急激に真剣になった章子さんは、すでに上司の顔をしていた。

「彼女の能力は危険すぎる。彼女の存在を強く認識すればするほど、指先一つで人の人生を狂わせる事ができる。今の注目度の高さ、更に生放送で本気の能力を使おうものならテレビを観みている視聴者全員を大なり小なりの催眠状態に落とす事が出来る」

　そう言いながら、章子さんは隅に置いてあった観葉植物を触っていた。

「さっきのインタビューの内容からしても……かな～りマズいわ。もしかして、自分と優一以外の人間、全すべてを消すつもりかも。フフッ、アダムとイブ気取りね」

「だとしても、通さないわよ！　章子ちゃんっ」

　いつの間にそこにいたのか。空中庭園へと続く扉の前に、魚うお池ちさんが立ち塞がっていた。

「たとえどんな結果になったとしても、私は私の大事なアーティストを守り抜くッ！　それがマネージャーの使命だからよ！」

「ねぇ、魚池ちゃん。ちょっとだけでいいからどいてもらえないかしら？」

　旧知の仲らしい二人は、敵対していてもどことなく親しみのある話し方をしていた。

「ダメよダメッ！　もしも章子ちゃんがウチでデビューしてくれるなら考えるわ！　そのナイスバディを活用しないなんて、勿もつ体たいないわよッ」

　魚池さんが熱の入った懇こん願がんをするが、章子さんは青々とした葉っぱに指を走らせているだけだ。

「それはパス。私は自分で見せつけるのは好きだけど、見せつけるのを強要されるのは嫌いなの」

　魚池さんは首を振り、ため息を吐いた。

「いつまで昔の事を引きずってるの、章子さま。カルト教団に祭り上げられてたのは、もう二十年も前の話じゃない」

　カルト教団──穏やかでない単語が飛び出し、俺は思わず章子さんを見やった。

「どんな病も傷も癒やす奇跡の少女、章子さま。教団は当時、文字通りカルト的な勢力を誇っていたじゃない」

「昔の話はやめてよ、今の私は章子さん。もしくは──」

　章子さんが観葉植物の葉っぱを一枚手にした。その葉がみるみる内に大きくなっていく。成長していた。

「羽は島しまの超能力者。暗号名コードネーム・〈オアシス〉。──〈朧おぼろかぐや〉、協力して？　私は補助が専門だから」

「は、はいっ」

　俺は章しよう子こさんの手が、白く発光しているのに気がついた。

「私の能力は〈治癒ヒーリング〉。ま、生命力のお裾分けよ。──さ、久しぶりにやりましょ？　〈ライトニング〉」

　まるでゲームにでも誘うような章子さんの台詞に、魚うお池ちさんは余裕の笑みを浮かべた。

「覚悟するのね。私が勝ったら──絶対にウチからグラビアデビューしてもらうわ」

　段々と論点がズレてきた魚池さんが、ノイズと共に消える。

「コトハ、優ゆう一いち君。早く行きなさいっ」

　俺達たちは弾かれたように駆け出した。すると、すぐ目の前に人型のノイズが現れる。

　完全に道を塞がれた──そう観念したら、魔法の絨じゆう毯たんのように巨大になった緑の葉が滑り込み、魚池さんを捕らえる。

「これは……？　章子ちゃんの〈治癒ヒーリング〉じゃないッ！」

「植物を強化できる私と、植物を操れる蓬ほう子こちゃんが組めばこんなもんよね～」

「お二人とも早く！」

　蓬子と章子さんに道を開けてもらい、俺とコトハはライトアップされた教会が待ち受ける空中庭園へと駆け出していった。

　夜も深まった教会の入り口に、テレビ局のカメラが並んでいる。スタッフが指示を出し合い、慌ただしく撮影準備を整えていた。そのスタッフは全員が女性だった。

「君達、勝手に入ってきちゃダメだよ！」

　スタッフに見とがめられ、追い出されそうになる。

　しかし、それをやんわりと制止する声があった。

「──通しなさい」

「これは蓮レンさん！　しッ、失礼しました！」

　教会の中から、永と遠わちゃんが姿を現す。目映い光の中に降り立った彼女の姿に、テレビクルーから感嘆の声が漏れる。コトハも目を見張り、俺はただただ呼吸を忘れた。

　純白のウェディングドレスに身を包んだ永遠ちゃんは、青々とした芝生を踏みしめ俺の前までやってきた。スカートの端をつまみ、優雅に頭を垂れる。

「──ようこそ」




「もう少しで本番だから、あんまりお喋しやべりしてられないけど」

　永遠ちゃんが俺達たちを先導して、教会の中に入っていく。

「私の『十二年目の約束』、聴いてくれたかなぁ？　あれって、バラードなの。だからこんな格好をしてるわけ。──似合う？」

　彼女が着ているのは、以前コトハが着ていたドレスとは少し違うようだ。コトハの物よりもフリルが多く、ゴージャスに見える。

「ああ。よく似合ってる」

「ありがとう。ところで……どうして、コトハちゃんも一緒に来てるのかなぁ？」

　コトハは一歩踏み出し、永と遠わちゃんの視線を受け止めた。

「私は優ゆう一いちの相棒だから」

「ああ、それの理由も訊きいたわよ。──いきなり、〈ソウルメイト〉だなんだ、って言って優ゆうちゃんの家に押しかけたんですってね。電波の極みじゃない。ホント、迷惑な女」

　吐き捨てるように永遠ちゃんが言った。

「魂なんて、くだらないのに」

「くだらなくないよ。……私、優一に会えて安心したから」

「安心？」

「うん。……私も、最初は魂なんて半信半疑だった。だけど──不思議だけど、何な故ぜだか優一のそばにいると安心するんだ」

「……そんなの自分のさじ加減一つじゃない。思い込めば、なんだって言い訳がつく」

「そうかもしれないね。でも、はっきり感じるんだよ。目に見えなくても、耳に聞こえなくても、指に触れなくても。……心が、感じとってくれるんだ」

　永遠ちゃんは、髪の毛を指に絡ませた。

「電波の次は精神論？　ますます、くだらない」

「はっきりしない物は、全部くだらないの？　はっきりしない……不安な不確定要素がある物は、くだらないの？　それだったら──」

　コトハが永遠ちゃんの剥むき出だしの肩を掴つかんだ。

「くだらないなら、どうして……優一との思い出を大事にしてるの？　すぐに消えちゃいそうなくらい不安定なそれを、どうして今まで大事に持っていられたの？」

　コトハの手を見て、永遠ちゃんが言った。

「……触らないで」

「言ってあげようか。永遠さんは……優一に〈催眠〉をかけてない」

　心臓が鷲わし掴づかみにされた気分になった。俺は……〈催眠ヒユプノ〉をかけられてない？

「だから、優一を試したんでしよ？　あの日──優一が、永遠さんをずっと守り切れるかどうか、試したんだよね？　今日みたいに、皆を操って──」

「喋しやべりすぎよ」

　薄い手袋に包まれた永遠ちゃんの手が、コトハの頬ほおを撫なでた。

「あなたが一番欲しい物をあげるから、二度と話しかけないで」

「私が欲しい、物…………」

　永と遠わちゃんの言葉を反はん芻すうしたコトハが、大きく目を見開いた。

「あら、気がついた？　勘のいい娘こね。でも──」

　もう遅いわ。

　永遠ちゃんの唇が、コトハの真白い頬に吸い寄る。

　この場所に来てからずっと感じていた疎外感が、色濃くなったように思えた。

　二人だけが、この場所とは違う場所にいるように見える。手が届く距離なのに、どうしてか手が伸ばせない。伸ばしても届かない。そんな気がした。

　圧倒的な真実と容赦のない偽いつわり。その化身たる二人が、神の膝元で寄り添っている。ステンドグラスから降り注ぐ鮮やかな光が足下に落ち、静せい謐ひつな空間にささやかな華やかさを添える。

　時間にすれば十秒程度。しかしその十秒は神秘的な濃度で、この教会に満ちていた。

　永遠ちゃんは、コトハから唇を離した。

「不本意だけど……あなた相手では、私もこれくらいやらなくちゃいけないの」

　コトハの身体がゆらゆらと動いている。ガクンと首を落とし、頭を振って、額に手をやる。あまりに不安定な彼女に腕を伸ばし、抱き留とめる。

「あれ……変だな。なんだか、凄すごく……眠い」

　目はほとんど閉じていて、呂ろ律れつも回っていない。

「お休みなさい、〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉。それから、さようなら」

　コトハが閉じた目を動かし、手を伸ばす。重くなった唇をかすかに開き、俺の名前を呼ぶ。

「優ゆう一いち……」

　抱きかかえた彼女から、力が抜けていく。

「コトハ、コトハ──しっかりしろ！」

　身体を抱き寄せ、名前を呼びかける。

「ダメよ、優ゆうちゃん。寝た子は起こしちゃいけないの」

　遥はるか高い場所から、声が降ってきた気がした。

「コトハちゃんは眠りたかったの。だから私が眠らせてあげた。ただし……永久に」

　そこまで言って、永遠ちゃんは貧血でも起こしたようにふらついた。説教台に手をつき、気け怠だるそうに笑う。

「さすがに……二人分は大変だったわ。でも、これでもう大丈夫……ふふふ」

　あとは、と天井を仰いだ。

「私が歌って……聴いた人、見た人全員を、私と優ちゃんに従わせる。最後に鐘の音が鳴った瞬間から……世界は私達たちの物よ。どんなワガママでも許される、最高の世界」

　俺は眠りに落ちたコトハの頬ほおを軽くつねった。起きない。怒りもしない。

「……鐘？」

「大規模だもの。何か……催眠のスイッチが必要なのよ。教会だから、鐘にしたわ。──ロマンティックだと思わない？　他の誰のためでもない。私達のために鐘は鳴るのよ」

　俺が何も言わなかった事に腹を立てたのか、彼女はいささか冷たい口調で訊きいてきた。

「まさか、優ゆうちゃん。今、あの女が言った事……信じてないわよね？　あんなのデタラメ。ただ嘘うそをついただけよ。優ちゃんは、私が全部作り上げたんだから……」

　コトハの額にかかった髪を払う。

「優ちゃん……訊きいてるの？」

「永と遠わちゃん。どうすれば、コトハは目が覚めるんだ？」

「……何を言ってるの？」

「言った通りだよ。どうすれば、コトハは目が覚める？」

「どうして、どうして、そんな女の事を気にかけるの……？」

　そう言った永遠ちゃんの声が震えていた。

「優ちゃんは、私の事が好きだったんでしょ？　それなのに裏切って……それなのに……それなのに、そうして逆らおうとするの……？」

　俺は声を荒らげる事なく訊いた。

「もう一度訊くよ。──コトハが目を覚ますには、どうすればいい？」

「………………っ！」

　永遠ちゃんが苛いら立だたしそうにブーケを説教台に叩たたき付つけた。

「できるものならやってみなさい！　その女の暗号名コードネームにちなんだ解除方法にしてあるわ」

「〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉……」

「分からないでしょ？　いいえ、分かったとしても出来るはずないわッ。いくら、いくら──優ちゃんでも……っ」

　永遠ちゃんの声が下がっていく。

　考えろ。俺が出来そうにない事。それがヒントだ。そのヒントを暗号名コードネームに結びつける。

　出来ない。〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉。全知全能は……出来ない。違う。こっちじゃない。姫君に……出来ない事。こっちのほうがしっくりくる。

　──待てよ。

　俺は頭を上げ、教会の中を見回した。そうだ。ここだ。ここで、俺は夢を見た。

　眠りに落ちた姫君は、どうすれば目覚めるのか。

　閃ひらめきは止まらない。あまりの事に自分の考えではないのではないか、とさえ思う。こんな発想ができるなら、大学入試もなんとかなるかもしれない。

　そうだ。コトハの暗号名コードネームは一つじゃない。もう一つ、ある。他でもない、俺とのチーム名が。

「〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉……」

　この二つに共通するものは──。

「永と遠わちゃん」

　彼女の名を呼び、青白く見えるコトハの顔を覗のぞき込む。

「俺は頭が悪いから、お姫さまの起こし方は一つしか知らないんだ」

「優ゆうち──」

　俺はコトハに口づけた。

　柔らかい。

　なんの抵抗もない。

　触れているだけで、それ以上はいらない。

　互いの体温が確かにあるのを知るだけで、胸が破裂しそうになる。

　これが──キス、なのか。

　俺はゆっくりと、彼女から唇を離した。

　しかし、コトハは目を瞑つぶったままだった。

　……違ったのか？

「ふざけないで……！」

　永遠ちゃんがブーケを床に払い落とした。そして、代わりに小型の拳銃が握られている事に気付く。すでに銃口は俺に向けられていた。













「今から私の銃弾が身体を貫く！」

　永と遠わちゃんがトリガーを引くと同時に、肩を衝撃が貫いた。逆の手で傷口に触れる。ぬるりとした感触と、声も出せない程に尋常ではない激痛が襲う。

　これは、思い込みだ。俺が撃たれたと思い込んでるだけで、実際は何もされてない。服にも身体にも傷一つついていない……はず、なのに……口の中に、血の味が広がる……ッ！

　歯を食いしばり、永遠ちゃんを見上げる。

「ふざけないで……」

　彼女は瞳に涙を浮かべ、銃を持った腕を突き出していた。トリガーにかけられた指は硬質で、頑なに見えた。

「俺は──」

　呼吸を整え、もう一度口を開く。

「俺は、君を傷つけた。だけど、コトハは巻き込まないでくれ。それに、無理に寝かしつけるのも、止やめて欲しい」

　永遠ちゃんは首を横に振った。ヴェールがふわりと舞い落ちる。

　同時に銃声が鼓膜を破り、腹を焼かれる。腹部を撃ち抜かれた。

「俺は……ずっと、後悔、してた」

　言わなければならない。例え彼女に耳を塞がれても、言わなくてはならない。

「永遠ちゃんを、裏切った……あの日から、俺は、ずっと後悔してた。それで、動けなくなった。ほとんど、死んでた、のかも、しれない」

　だけど、変わったんだ。色んな人と会って、ちょっとだけど変わっていけると思ったんだ。

　蓬ほう子こは俺に悩みを打ち明けてくれて、過去を乗り越える事を教えてくれた。俺なんかのおかげで変われたとまで言ってくれた。

　悠ゆう里りさんには失礼な事してばっかりだ。それに、あの不器用な思いやりは人並外れてる。だまされたのに、永遠ちゃんを心配するくらいなんだ。

　尾お森もりさんの考えは極端だ。だけど、大切な何かのために全力を賭ける姿は凄すごいと思う。見習うべきかもしれない。

　章しよう子こさんは素敵だ。大人の女性で、いつもつかみ所がない。俺をからかって、皆をからかって、大事な時には絶対に見放さない。

　そして……コトハ。彼女に──彼女達に出会わなければ、俺はここまで変われたかどうか知れない。万人に誇れる、俺の大事な相棒。俺がどうしてもワガママを叶かなえてやりたい相手。

　口に溢あふれる液体を飲み込む。甘く生臭い血の臭いで溢れていた。

「俺はコトハの安眠枕だ。コトハを寝かしつけるのは俺の仕事なんだ。──俺の仕事を取らないでくれ」

　その時だった。

　──ドクン。かき抱いていたコトハの身体が大きく跳ねた。

「これは…………」

　コトハの全身が、ほのかな光を帯びている。脱力した身体は自然体なまま俺の腕の内にあった。

　変化はそれだけではない。

　髪の色が、赤く染まっていく。速度はいつもと変わらない。しかし……あの熱病のような身悶えが皆無だ。まさに眠っているようなままで、能力を解放する状態まで持っていっている。

「どういうこと……？　身体が光るなんて聞いてないわ」

　永と遠わちゃんが驚きよう愕がくの表情でコトハを見下ろしている。

　それは俺も同じだ。こんな変化は今まで見た事がない。

　やがて──髪の色が全すべて赤く染まり、コトハがゆっくりと目を開く。

「──おはよう。優ゆう一いち」

　穏やかな声で言い、彼女は身体を起こした。

「君は……どっちのコトハ、なんだ？」

　髪は赤い。しかし、目は開いている。口元は控えめに結ばれているが、瞳には快活な光が宿っていた。

　どちらでもありそうで、どちらでもない。そんな不思議な存在が、そこにいた。

　俺の質問に、コトハは答えた。

「私は……コトハだよ。そう、コトハなの」

　口調が途中で変わる。

「今の私はどちらでもあるし、どちらでもないんだ。二人が表に、同時に出てきた状態なの。それが私。私なの」

　穏やかな声だ。普段の明るい声でも、（赤）のか弱い声でもない。なにか……悟ったような、そんな気概を感じる。

　彼女はゆっくりと立ち上がり、永遠ちゃんの前に立った。

「永遠さん。もうやめよう？」

「ふざけないで……たかが、未来を見れるだけのくせに」

　すると、コトハは首を横に振った。

「ううん。それだけじゃないよ。今の私は、違うの。過去も分かる。今も分かるの。人の一生だって」

「話が……違うわ。どうして、いきなり、そんな……？」

「それは……私にも分からない。だけどさっき、私は何かと強く結ばれた気がしたの。今まで感じた以上の何かが、私の中に注がれてきて……そして、私も全すべてを受け入れた」

　呆ぼう然ぜんとしていた俺も、やっと自分自身の事に気がついた。身体を襲っていた激痛が消えている。なんともない。

「私に〈催眠ヒユプノ〉は効かないよ。私はもう、惑わされないの」

「何を……そんなふざけた事！」

　永と遠わちゃんがトリガーを引いた。それだけだった。それ以上の事は何も起きない。

「……嘘うそ」

　信じられないと、永遠ちゃんが何度もトリガーを引くが、全く何も起こらない。

「永遠さん」

　優しく言って、コトハは永遠ちゃんの銃を掴つかんだ。

「全すべては無駄じゃないんだよ。……でも永遠さんの能力は、過去を偽いつわれる。どんな過去でも無駄にできるの。それを分かってるから、目に見える物しか──ワケの分かる物しか信じられなくなったんだよね。自分の思い通りにできるから、逆らわれる事も許さない」

「…………ッ！」













「だけど、それでも優ゆう一いちの事だけは信じてくれたの。私は永と遠わさんの過去を見て、その理由が分かった」

　永遠ちゃんはコトハから視線を外し、下を向いた。

「そうよ……私は優ゆうちゃんだけは催眠にかけなかった。もちろん、最初はかけたわよ。私は誰にでもそうしてきたから。誰でも、私だけを大事にするように暗示をかけてきたわ」

　でも、と銃を持った永遠ちゃんの腕が下がった。

「優ちゃんは、違った。私が催眠をかけても、困った人を見たら必ず助ける。私が止やめろ、って言っても聞かないの。そんな人は初めてだった。だから、意地でも催眠をかけないで、手に入れようと思ったのよ」

「……不安だったんだね。その不安が引っ越しをする時に最高潮になったの」

　お見通しなのね、と永遠ちゃんは皮肉げに唇を歪ゆがめた。

　ここで、コトハは俺を見やった。

「優一が、永遠さんの不安そうな顔を見てショックを受けたのは、こういう事。あの時の永遠さんは自分の最大の武器で優一を支配しなかった。優一が純粋に自分を思ってくれているのか、知りたかったの」

「そうよ。それなのに……優ちゃんは私を裏切った」

　永遠ちゃんは肩を震わせた。

「私の能力は自分自身には効果がない。よっぽど記憶を改ざんしてやろうと思ったわ。男は信じられなくなるし、目に見えない心なんかも嫌いになった。なのに……優ちゃんを、忘れる事ができなかった！　優ちゃんは誰にでも何にでも優しくて！　誰よりも何よりも優しいから……だから、だから──」

　心の奥底から感情を絞り出すように、彼女は続けた。

「だから、あなたは始末が悪い……」

　体を、呼吸を、声を、か弱くしている彼女。睡すい蓮れん寺じ永遠という存在の全すべてで打ちひしがれている、彼女。

　俺は彼女に本当の本当に最後の言葉を伝える為、足に力を入れた。膝が笑ってしまって、すんなりと立ち上がれない。脳に血液が回っていないかのように、一瞬視界が暗くなる。

　崩れかけた所を、コトハに支えられる。まるで、最初から分かってた、みたいなタイミングだ。いや……分かってたんだろう。こちらを見る瞳が慌てていない。どこまでも穏やかな色をしている。

「優一の身体は、急激な変化に混乱してる。それに、催眠は解いたけど、銃撃に耐えようとした体力までは回復できないの。もう、身体の限界だよ」

　コトハは、俺にのし掛かっている疲労感までも見透かしたような事を言う。実際、今すぐにでも眠りたい。

　でも、だ。あと少しだけ、耐えなければ。

「コトハ。俺の意識は、あとどれくらい保もつ？」

「あと十二秒」

「そうか。問題ないな」

　俺は永と遠わちゃんのそばに寄り、彼女にオモチャの指輪を握らせた。

「永遠ちゃん……これ、返すよ」

「…………」

「あの時、裏切ってごめん。でもお願いだ。俺はどんな償いでもする。だけど、他の誰も巻き込まないで欲しい」

　頼むよ。

　そう言い終わる前に俺は倒れた。

　気を失う直前──かすれていく意識の中、俺は朗々と鳴り響く鐘の音を聞いたような気がした。






エピローグ






　永遠ちゃんの銃を使った催眠は、実際に傷跡を残す事はなかったが、俺は極度に体力を消費して……その場で気絶してしまった。そのまま羽は島しま関連の病院に搬送されて、各種精密検査を受けたそうだ。気がついたらベッドの上で点滴を受けていた俺からすると、なんとなく他人事のように感じてしまう。

「検査の結果、どこも異常は見られなかったそうよ。よかったわ～。もし私の出番になったら大変だったもの」

　目が覚めた俺が一番最初に話をしたのは、傍かたわらで付き添ってくれていた章しよう子こさんだった。

「昨日の件は……どういう扱いになるんですか？」

「謎の一般人による暴行事件、かしら。羽島ともあっちの事務所とも関かかわり合いのない人間の犯行で、羽島グループは排除するために接触を図ったけど逃げられてしまった」

　それで事実は闇の中……か。

「……オカルトらしいですね。──コトハは大丈夫ですか？」

「気になる？」

「はい」

　すると、病室のドアが控えめにノックされた。

「章しよう子こ姉、優ゆう一いち起きた？」

　学校の制服姿のコトハが、見舞い品らしい果物のバスケットを持って入ってきた。

「あっ──」

「おはよう」

　停止したコトハに挨拶すると、彼女は視線を右往左往させてからコクンと頷うなずいた。

「それじゃ、章子さんはお茶でも飲んでこようかしら～」

　いつも以上に軽い口調でそう言うと、章子さんは病室から出ていってしまった。

「…………」

「…………」

「座ったらどうだ？」

「ぇあっ……う、うん」

　コトハは並んだイスの中でも、俺から一番離れたイスに浅く腰掛けて、バスケットを膝の上に置いた。

「………………」

「………………」

　気まずい。

「あ……コレ、お見舞い。置いとくね」

「あ……ああ、ありがと」

　俺は頭をかき、会話の糸口を探した。

「学校はどうしたんだ？　まだ授業中じゃないのか？」

「休んだの。でも、もう夕方だから皆お見舞いに来ると思うよ」

　俺はちょっとした驚きをもって時計を見た。夕方の四時過ぎ？　そんなに寝てたのか……。てっきり、まだお昼頃だと思ってたんだが。

「……そっか。そろそろ、皆来ちゃうのか」

　自分で言って初めて気付いた、という感じでコトハは呟つぶやいた。

「どうした？」

　彼女は俯うつむき、穿はいているスカートの端をきゅうっと握る。

「あ、あのさ？　二人きりの内に、その、確認しておきたい事がある、っていうか……そういう趣おもむきの話があるんだけど」

　ぽつぽつと珍妙な前置きをされてしまった。

「昨日……優一は、私に……キっ、キキキキキキキ──スした、よね？」

「…………ああ」

　そんなに動揺するなよ。動揺が移る。

「で、でね？　これが、私の俗に言う……最初の、ファースト……アレ、だったんだけど。私って、身体は一つでも、魂は二人、じゃない？　だからさ、その──」

　コトハは耳まで赤くして、これ以上ないくらいに潤んだ瞳で見つめてきた。

「優ゆう一いちは──どっちの私にキスしたの？」

「…………」

　俺は布団をめくり、ベッドの上に正座した。すると何な故ぜか、コトハもベッドに乗ってきて、俺と向き合って膝を折った。

「合わせなくてもいいぞ？」

「えっと……なんだか、かしこまりたい気分だったの」

　俺は緊張した面持ちをした彼女を見据え、口を開いた。

「──どっちにもだ」

　目をパチクリさせて、コトハは停止した。

「自分でも最低だと分かってる。でも、それが俺の本当の気持ちだ。永と遠わちゃんの能力ちからでコトハが目覚めないと言われたとき、俺はコトハが──どちらのコトハもいなくなる事が、絶対に嫌だった。だから……失礼だけど、勝手にキスした」

「…………」

「俺にはまだ、それ以上の気持ちがどういう物なのか、分からない。だけど、コトハにはそばにいて欲しい。コトハの願いを叶かなえたい。それはどちらのコトハにも言える事だ。俺には同じくらい……君達たちの存在が大きすぎる。いなくなって欲しくないんだ」

　俺は息をついて、そのまま折った膝を見下ろした。

　こんな考えは浮気者なのだろうか。好きという感情でなければ、男女はそばにいてはいけないのだろうか。どちらも大切に思うのは傲ごう慢まんなのか。

「…………」

　コトハは数十秒の沈黙の後。

「……そっか」

　いつものような明るさを取り戻した声で言った。

「なんだか安心したみたいな、ガッカリしたみたいな変な気分だけど……。優一は、どっちの私も大切に思ってくれてるんだね。それが分かっただけでも、凄すごく嬉うれしい……かな。もう一人の私も、そう思ってる」

　彼女を見ると、風邪でも引いたような顔で指先を突き合わせていた。

「それに……私だって、まだそういうのがどういう気持ちか、はっきりと説明できないし……ワケが分からないって言うか……気持ちの整理をさせて欲しいしさ……」

　えらく聞き取り辛づらく呟つぶやき、後半は完全に口の中でモゴモゴしていた。

「それじゃ……とりあえず、今後も今まで通り、って事でいいかな？」

　考えを切り替えるように、コトハは話をまとめた。

「ああ。よろしく頼む」

　俺が握った拳を出すと、彼女はニッと笑った。

「こちらこそ、よろしくっ」

　こつん。軽く触れ合った拳が離れる。

「よし！　それじゃさ、昨日の事がニュースになってるか見てみない？」

　あえていつも通りに振る舞おうとしているのか、やけに明るくコトハがテレビの電源をつけた。

「きっと、謎の二人組でワイドショーの話題も持ちきりだよ……」

　コトハがチャンネルを回し、ワイドショーらしい番組で指を止めた。

　画面には、『謎のシンクロニシティー現象に迫る！　この男女は何者なのか！』と書かれている。

　──昨夜、非常に興味深い現象が世界を襲った。日本時間の九時頃、不特定多数の人物が、同時に同じようなイメージが頭に浮かんだというのだ。このシンクロニシティー──偶然の一致は、日本国内だけではなく海外にも同じ現象が起きたとされている。専門家の調査では、地球上全すべての人類が例外なく同じイメージを受けたのではないか、という見解を示している。

　──さて、そのイメージについて今更お伝えするのは不要かと思われる。誰もが同じイメージを見たのならば、視聴者の皆様もすでに知られているからだ。だが、テレビである以上、イメージ画像を見せなければならない。こちらである。

　──若い男女のキスシーンである。人によって細部の違いはあれど、黒い髪の若い男性と髪の長い女性が口づけを交わしているのは一致している。特にこの女性の髪については、様々な憶測を呼んでおり、髪型は同じでも髪の色がライトブラウン、もしくは赤毛とされ──。

　ここで、コトハはテレビの電源を切った。

「……どういうこと？」

「……奇遇だな。俺もそう思った」

　そこに、章しよう子こさんが帰ってきた。

「し、章子姉ぇ！　さっき、さっきテレビで！」

「ああ、謎のシンクロニシティー現象ってヤツね。朝からニュースで大騒ぎしてるわよ」

「でも、あ、アレって……」

　混乱して呂ろ律れつが回らないコトハを眺めながら、章子さんはイスに座り、優雅に足を組んだ。

「人は誰でも〈アカシック・レコード〉と繋つながって、常に情報を供給している。そして、コトハ。あなたの場合、常人の何倍もの密接さで〈アカシック・レコード〉と結ばれているわ。だから、今みたいな事が起きた」

　唖あ然ぜんとした俺達たちに、章しよう子こさんがなおも続ける。

「情報の過剰供給。コトハの肉体だけじゃ処理しきれなかった、爆発的な感情と情報が〈アカシック・レコード〉すらも揺るがし……情報の奔流が全人類まで届いてしまった」

　つまり、と上司は微笑ほほえんだ。

「世界中が二人のキスにキュンときた」

「────────────ッ！」

　そ、そんな……そんなワールドワイドな大事件に、発展したっていうのか……？

　俺は頭をかかえ、コトハは正座したまま顔から湯気をだしていた。お湯が沸いたやかんみたいだ。

「失礼致します……内ない藤とう君のお加減は如何いかがでしょうか……？」

　ノックの音が聞こえてきたかと思うと、蓬ほう子こが顔を覗のぞかせた。

「内藤君！　もう身体を起こされても大丈夫なのですか？」

　そんな風に心配してくれる蓬子の後ろには、悠ゆう里りさんと尾お森もりさんもついてきていた。

「私はもう心配で心配で──も、もちろんクラス委員としてですが！　それより内藤君、私はあなたを追及します！　昨日、どうしてコトハさんに対してあのように、は、はしたない行為をされたのかについて、きちんと弁解して下さいっ」

「もしも、無む理り矢や理りコトハにしたっていうなら……アタシが、コトハを守るから。でもそうすると、またヘンタイなことされるかな」

　不安そうにペンダントを触る悠里さんに、尾森さんがやる気満々なポーズを見せた。

「大丈夫だよ、お姉ちゃん！　デスせんぱいは私に任せてっ。必ずロリコンにして見せるから」

　その危険度マックスな発言に、悠里さんが殺意の眼まな差ざしを向けてきた。

「アンタ……アタシや蓬子やコトハだけじゃなく、歌うたにまでヘンタイなコトをしたんじゃないよね……」

「ろ、ろりこん？　内藤君、私は存じ上げないので、どのような意味合いであるか説明してください。しかる後に、追及しますっ」

　じょじょにやかましくなってきた病室のドアが、今度はノックもなく開かれた。

「はい、みんなうるさいぞぉ。そんなに騒がしくしたら、優ゆうちゃんが眠れないじゃない」

　永と遠わちゃんが、大きな花束を抱えて入ってきた。

「と、永遠さんッ？　あなたが、どうしてここに？」

　裏返った声の蓬子の質問に、永遠ちゃんは逆に小首を傾かしげた。

「だって、私のせいで優ちゃんは入院したんだもの。看病にくるのは当然よ。──ごめんね、優ゆうちゃん」

　花束を俺に手渡して、永と遠わちゃんが眉根を寄せた。

「でも、もう安心して。退院するまで、私がずぅっと看病してあげる。あ、そうだ。全然疲れてない、って催眠をかけてあげようか？」

「いや、大丈夫──ん？」

　俺は永遠ちゃんの指先に視線を留めた。小指にピンク色の指輪がはめられている。あれは……永遠ちゃんに返したはずの……。

「バレちゃったかぁ。大丈夫、これはもう結婚指輪じゃないから。ただのアクセサリー」

　俺の視線に気付いた永遠ちゃんが微笑ほほえむ。

「改めて、優ちゃんを誘惑するの。よく考えてみれば、優ちゃんが結婚できる年齢まであと二年もあるし。じっくり落としてあげる。お姉さん、本気だぞ？」

　そんな過激な事を言う永遠ちゃんの首根っこを、章しよう子こさんが無造作に掴つかんだ。

「はい、勝手な事言わないの。あなたのせいでウチは新築の教会を台無しにしたんだから、その分真面目に働きなさい」

「はぁい」

　俺が知らない事実が再び飛び込む。

「この子の〈催眠ヒユプノ〉には鐘の音が必要だったでしょ？　魚うお池ちちゃんが永遠ちゃんに仕込んだ盗聴器で聞いたわ。だから……この三人に、鐘を壊して貰もらっちゃった。〈念動力テレキネシス〉と〈精神動力サイコキネシス〉のトリプルアタックね」

　この三人……蓬ほう子こ、悠ゆう里りさん、尾お森もりさんの三人はどこか得意げに微笑んだ。

「それで、原因になった永遠ちゃんの事務所に損害賠償を請求したら、払えないって言われたの。それで、永遠ちゃんを一時的に借りる事になったワケ。ね、暗号名コードネーム・〈細雪姫ささめゆき〉」

　細雪姫と名付けられた永遠ちゃんは、にっこりと微笑んだ。

　な、なんだ……この滅め茶ちや苦く茶ちやな展開は。

　しかしここで。今まで沈黙を守っていたコトハが、ベッドから飛び降りて大声を上げた。

「もう！　みんな好き勝手言ってワガママなんだから！　今は、私の精神的ダメージが一番大きいと思います！　違いますか、違いません！」

　潔い自己完結でびっくりだ。

「だから──ちょっと優ゆう一いち借ります！」

　言うなり、コトハは俺の手を掴んで病室を飛び出してしまった。

「コトハ……ま、待ってくれ！　スリッパも何も履いてないし……」

「やだ！　もう、私は恥ずかしくってジッとなんかしてられないっ！」

　そこまで言って、彼女は赤面した笑顔で振り向いた。




「お願いされても、五分も待ってあげないよ！」
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あとがき







　皆様、お久しぶりでございます。境さかい京きよう亮すけです。

　まず、前巻から長らく間を置いてしまった事について深くお詫び申し上げます。大変申し訳ありませんでした。おかげさまでついに『お願いだから、あと五分！』も三巻に到達しました。これも皆様の温かいお言葉あっての事と喜び、かつ己の未熟さに穴があったら半世紀程引きこもっていたい気持ちでいっぱいです。

　今回は、主人公の内ない藤とう優ゆう一いち君にとって最大の転機が訪れるお話になっています。彼が幼少時に裏切ってしまった初恋の人、睡すい蓮れん寺じ永と遠わ。彼女の登場で、彼は否応なく過去と向き合わなければならなくなります。その結果は、よろしければ、どうか本編でご確認下さい。

『お願いだから、あと五分！』というのは、今という時間への執着だと自分は認識しているのです。今がもう少しだけ続けばいいのに、という願望。やがて来る未来への備えか、楽しい時間を満喫したいからか、はたまた締め切り間際の祈りかは人によると思います。

　ですが、五分後は必ずやってくる。自分がどんな過ごし方をしていても、必ずやってくるのです。今は未来になり、未来は過去へとなる。自分という視点で時間を見る以上、それは避けられません。それなら、いっそ未来を見よう。不確かだけど、信じてみよう。そんな思いが伝わればいいな、と思うのです。

　紙面が少なくなってきましたので、謝辞に移らせて頂きます。

　担当の池いけ本もと様。今回も様々な側面から助言を頂き、申し訳ありません。物語を伝える事の大切さをまた一つ知る事ができました。貴重な経験です。

　イラストを担当して下さったきみしま青あお様。全すべてのキャラクターに愛着を持ち、色んな表情を見たいと切に願うようになったのは、先生のイラストの力があっての事です。

　編集長の万ゆる木ぎ様、前編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、出版販売に携わる全ての皆様。自分の拙い作品を世に出して下さったご尽力には言葉もありません。

　そして、本を手にとって下さった読者の皆様。このページまで読んで下さった事に、自分は奇跡すら覚えます。

　全ての方々に、心より御礼申し上げます。本当にありがとうございました。

　この物語は、この巻で一旦の終わりを迎えます。これより先の彼、彼女達たちの未来は……作中の表現なら、可能性がいくつもあって定まっていないのかもしれません。皆様がふとした瞬間に思い出し、彼らのその後を思って下さった時、皆様独自の視点で未来は進むのでしょう。その時はまず、コトハにアイスを食べさせてやってください。

　それでは、またどこかでお会いできる日を楽しみにして、あとがきとさせて頂きます。


境　京亮
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　著者

　境京亮（さかい・きょうすけ）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。
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　　話は変わりますけど、ミルクレープって最高ですよね。




　イラスト

　きみしま青（きみしま・あお）

　　横浜在住のイラストレーター・原画家。

　　最近、まさかまさかの痔でトイレ恐怖症に[image: ]

　　おしりはだいじにしましょう。
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